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　遠くから聞こえてくる、男の子の怒ど鳴なり声。

　目を閉じてそれを聞きながら、今の自分の状じよう況きようを思い出す。




　──ここは駆かけ出し冒ぼう険けん者の街、アクセル。




　別名始まりの街とも呼ばれる、低レベル冒険者達が冒険仲間を求めて集つどう場所。

　そうだった。

　紅こう魔ま族ぞくの里を出て旅立った私は、商隊の護衛をしながらこの街に着いたのだ。

　そして、護衛のお礼として、この宿を──




「異世界なんて来るんじゃなかった！　やり直しだ！　やり直しを要求する！」




　考えに浸ひたっていたところに、再び聞こえてきた怒鳴り声。

　……異世界？

　階下に酔よっ払ぱらいでもいるのだろうか。




「私だってやり直したいわよクソニート！　こっちだって、あんたみたいな何の取り柄えも無さそうなひょろ男じゃなく、もっと勇者勇者したイケメンにチヤホヤされたいの！」

「こんのアマー！」




　一体何を喧けん嘩かしているのだろう。

　ベッドから起き出し窓を開けると、アクセルの街の空に鮮あざやかな夕焼けが広がっていた。

　窓から通りを見下ろすと、仕事を終えた冒険者達が、疲つかれた様子ながらも皆みな笑え顔がおで闊かつ歩ぽしている。

　その冒険者達は、装備もまばらで、まともな鎧よろいも着ていない者がほとんどだ。

　パーティーの構成を見るに、前衛と後衛のバランスが取れていないところも多かった。

　それもそのはずだろう。

　ここは駆け出し冒険者の街。

　私にとって、スタートラインになる地であり、ただの通過点に過ぎない街。

　きっと、ここに滞たい在ざいするのはほんの僅わずかの間だろう。

　私が窓まど枠わくに肘ひじをついて眺ながめる先で、仕事帰りとみられるくすんだ金きん髪ぱつの冒険者が、その後ろを歩く仲間達に浮うかれて言った。

「おい、今日は予定よりも多く狩かれたし贅ぜい沢たくしようぜ！」

「やたーっ！　私、常温のエメラルドネロイドとところてんスライム定食！」

「ひゃっはーっ！　俺、冷え冷えのビールとカエルの唐から揚あげ定食！」

「お、おいお前ら、贅沢するのはもう少し装備が整ってからにだなあ……。……まあ、たまにはいいか……。俺もビールとカエルの唐揚げ定食だな！」




　……アークウィザードとして大だい活かつ躍やくし世界に名を轟とどろかせる予定の私としては、この駆け出しの街に長く滞在する気は無いけれど。




「リーン！　キース！　テイラー！　今日は朝まで飲もうぜ！」




　この街の冒険者は実に楽しそうだ──
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　ちょむすけのストーカー、アーネスを撃げき退たいした私達は、商隊のリーダーさんに礼金をもらい、更さらに上等な宿まで手配された。




「──ふざけんな！　現代っ子な俺が、馬小屋なんかで眠ねむれるわけねーだろ！」

　この街に着いてからずっと眠っていた私は、階下から聞こえるこの大声で起こされたらしい。

　商隊のリーダーさんが取ってくれた部屋は、二階の一番奥の部屋。

　そんな所にまで、再び階下から罵ば声せいが聞こえてきた。

「私だって馬小屋なんかで眠りたくないわよ！　でもお金がないんだからしょうがないじゃないの！」

　どうやら、馬小屋で寝ね泊とまりする事に我が慢まんできなくなった人達が騒さわいでいる様だ。

　この街へ来たばかりの駆け出し冒険者か何かだろうか。

「俺の思ってた冒険者暮らしと違ちがう！　冒険者ってのは、派手に稼かせいで一番良い部屋に泊とまって、二日酔いするまで豪ごう遊ゆうするものだろうが！」

「私に言われても知らないわよそんな事！　エリス教徒のおじさんにもらったお金は、残り千エリスしかないんだからね？　これで晩ご飯食べてさっさと寝ねるわよ！」

「ち、ちくしょー！　俺は、こんな暮らしをするためにここに来たんじゃねーぞ！」

　そんな騒がしい声を聞きながら、私は隣となりのゆんゆんの部屋へと向かった。




　──駆け出し冒険者の集う街、アクセル。

　ここは、冒険者なら誰だれもが一度は訪おとずれる街。

「ゆんゆん、起きてますか？　どこかの騒がしい冒険者のせいで、目が覚めてしまいました。一階にご飯食べに行きませんか？」

　隣の部屋をノックすると、眠そうな目をしたゆんゆんが起き出してきた。

「眠っていたのなら、無理して行かなくてもいいですよ？」

「……行く。誰かにご飯食べに誘さそわれる事なんて滅めつ多たにないし」

　…………。

　切ない事を言うゆんゆんを連れ階下に降りた。

　大たい抵ていの宿は、一階部分が食堂兼けん酒場になっている。

　混こむ時間帯なのか、人で賑にぎわう酒場の中に空いている席を見つけ、この街の名物だというカエルの唐揚げ定食を頼たのむ。

　運ばれてきた定食を食べながら、私はゆんゆんに今後の事を相談していた。

「さて。今日あれだけ色々あったばかりですが、こうして知らない街に来てしまった以上は悠ゆう長ちように構えている暇ひまはありません。明日あしたからの予定を決めましょう」

「そうね。当面は、クエストを請うけて生活費を稼がないといけないわ。そのためには、まず仲間を集めないと」

　仲間集めか。

　となれば、まずはこの街の冒険者ギルドへ行くのがいいだろう。

「ゆんゆんも仲間を集める気なのですか？　私は爆ばく裂れつ魔ま法ほうを使うと魔ま力りよくが枯こ渇かつし動けなくなりますから、誰かがいてくれないと仕事にならないので仕方ありませんが、ゆんゆんの場合はソロでも簡単なクエストならこなせるでしょうに」

「一人じゃモンスターに囲まれた時が不安だし、私だって一いつ緒しよに冒険する仲間が欲しいわよ。同じ宿に寝泊まりして、皆みんなでご飯を食べに行って。大きなクエストが終わった日には、酒場で乾かん杯ぱいしたりだとか。……あれっ。最初は勢いで里を出てきちゃったけど、これって案外悪くないのかも……」

　唐揚げをフォークでつつきながら、何かをブツブツ言い出したゆんゆん。

「となると、明日は仲間集めですかね。冒険者ギルドにはパーティーメンバー募ぼ集しゆうの掲けい示じ板ばんがあるそうです。そこに行ってみましょうか。ついでに、どうやってクエストを請けるのかも聞いておきましょう」

　目をキラキラさせて何かを考え込むゆんゆんは放ほうっておき、私は食事に来ていた人達から情報収集を行うことにした。

　この街に来たもう一つの目的を果たすのだ。




「──すいません、ちょっといいですか？」

「おっ、なんだいお嬢じようちゃん？　こんな時間にこんな所で」

「お母さんが心配するから、早めに帰った方がいいよ」

　近くのテーブルにいた二人組のおじさんに声を掛かけると、いきなり子供扱あつかいされた。

「いえ、これでも一いつ端ぱしの冒険者です。ほら、これを見てください、これ！」

　子供扱いされた事にちょっとイラッとした私は、自分の冒険者カードをグイグイと見せびらかす。

「わ、悪かった、悪かったよ！　で、どうしたお嬢ちゃん、何か用かい？」

「ええ、実はちょっと聞きたい事があるのですよ。この街に、爆裂魔法を使う魔ま法ほう使つかいがいると聞いたのですが」

「「爆裂魔法？」」

　魔法の固有名詞を出されても分からないのか、二人は首を傾かしげた。

「最強の攻こう撃げき魔法の事ですよ。美人で巨きよ乳にゆうの凄すご腕うで魔法使いがいると聞いて、この街にやって来たのですが……」

「美人で巨乳の凄腕魔法使い……。ああ、そりゃ店主さんの事か！」

「そうだな、貧びん乏ぼう店主さんの事だ！」

「び、貧乏店主？」

　予想外の答えが返ってきた。

「この街でも有名な、とある魔道具店の店主さんだよ」

「ああ、元々は冒ぼう険けん者をやっていた、凄腕の魔法使いだ」

　元冒険者の凄腕魔法使い。

　やはり、私が捜さがしているあの人だろうか？

　だが貧乏店主というのが気になる。

　落ち着いた雰ふん囲い気きを持ったしっかりしてそうな人だったのに、商売センスは別物なのだろうか？

　私はその店の場所を教えてもらうと胸に刻んだ。

　場所は分かったので、これでいつでも会いに行ける。

　となると、あとは私が立派に育ったところを見てもらいたいのだが……。

「……とりあえず、この街で一人前の冒険者としてやっていける様になってからにしましょうか」

　いざ本人に会えるとなると、少しだけ腰こしが引けた。
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「さあゆんゆん、行きますよ！　気合い入れてくださいね！」

「わ、分かったけど、どうして朝からそんなにテンション高いの!?」

　私達はこの街の探たん索さくもそこそこに、朝早くから冒険者ギルドへと向かっていた。

「何を言っているのですか、今日から待ちに待った本格的な冒険の日々が始まるのですよ！　まだ見ぬ強敵達との血湧わき肉躍おどる戦い！　我が爆裂魔法で盛大に吹ふき飛ばされていくモンスター達！　ちょっと想像しただけでもヤバいです！　これがテンション上がらずにいられますか！」

　興奮し、街中でブンブンと杖つえを振ふり回す私に向けて、

「わ、分かったから！　分かったから、少し声を抑おさえてよ！」

　と、恥はずかしそうにしながらゆんゆんが、辺りを見回し言ってくる。

　朝も早い事から、まだ人通りは少ない。

　私達は、早さつ速そく仲間を探すため冒険者ギルドへとやって来た。

　このドアの向こうには、未来の英えい雄ゆう候補達がひしめきあっているのだ。

　ドアの前で立ち止まり、私は鼻息荒あらくゆんゆんに。

「ゆんゆん、いいですか？　こういう時は第一声が肝かん心じんです。ここは荒くれ者揃ぞろいの冒険者ギルドです、きっと新参者で歳としも若い私達は舐なめられます。ドアを開けたら盛大に名乗りを上げますよ！　紅こう魔ま族ぞくが舐められるわけにはいきません！」

「ええっ!?　や、やるの!?　止やめようよ、絶対目立つってば！」

「目立つための名乗りなのに、この娘こは一体何を言っているのでしょうか！　さあ、行きますよ！」

「ああああ……怖こわい人に絡からまれませんように、絡まれませんように……！」

　私はドアを開けると共に、マントをひるがえし大声を張り上げた！

「我が名はめぐみん！　紅魔族随ずい一いちの魔法の使い手にして、爆裂魔法を……操あやつりし……」

　中には誰もいなかった。

「は、恥ずかしい……っ!!」

　私の後ろでちょむすけを抱だいているゆんゆんが、顔を真っ赤にして肩かたを震ふるわす。

　それを聞きながら、私もちょっとだけ顔が熱くなった。

「はいはい……。あら、こんな早くからどうされました？」

　誰もいないと思われたギルドの奥から、職員と思われるお姉さんが出てきた。

　改めてギルド内を見回すと、仕事を求める冒険者はおろか、併へい設せつされている酒場への一いつ般ぱん客きやくすらいなかった。

　私は気を取り直し、カウンター席に座ったお姉さんの下もとに歩いて行く。

「ど、どうも。私はアークウィザードのめぐみんと申します。その、冒険者として仕事をするのは初めてなもので、どうすればいいのか分からなくて……」

「ああ、その瞳ひとみ。紅魔族の人なのね？　なるほど、確か紅魔族は、学校で冒険者カードを作っちゃうんでしたっけ。なら、既すでにカードはお持ちですね？　お仕事をする前に、一応犯罪歴がないかなど、カードの照会をさせて頂きますので……」

　受付のお姉さんの言葉に、私はカードを見せようとしてハタと気付いた。

「すいません、カードの照会はもう少し後でもいいですか？　具体的には、もっと他ほかの冒険者が来てからにしたいのですが」

「？　構いませんが……」

　不思議そうな顔のお姉さんから一いつ旦たん離はなれ、近くのテーブル席に着く。

「ちょっとめぐみん、カードの照会してもらわないの？　私が先にやっちゃうわよ？」

「構いませんよ。私は、もっと人が集まってきてからにします」

　怪け訝げんな表情を浮うかべながら、ゆんゆんが受付のお姉さんにカードを渡わたす。

「では、カードを拝見……。えっ！　さ、流石さすが紅魔族、凄すごいですね！　こんなに高い魔力の方は初めて見ました！」

「ど、どうも……」

　そんな二人の会話を聞きながら、私は口元に笑えみを浮かべ、人が来るのを待つ事にした。




　　　　３




　ギルド内には徐じよ々じよに人が集まり、酒場で食事をする者や、美味おいしい仕事はないかと掲示板に目を通し、思案する者で賑わいだす。

　酒場らしい喧けん噪そうを聞きながら、私は小さく呟つぶやいた。

「……そろそろ頃ころ合あいでしょう」

　そう言って立ち上がる私に、テーブルの向かいでパスタを食べていたゆんゆんが顔を上げた。

「ねえ、どうしてわざわざ、こんなに混みだしてからカードの照会なんてするの？　さっきまでは誰だれもいなかったからすぐに手続きできたのに……」

　ちっとも分かっていないゆんゆんに、ちょっと行ってきますと告げると、私は受付の人だかりへと歩いていく。

　ちなみにこういう時、受付の選び方にはとある決まりがある。

　一番美人の受付嬢を選ぶのだ。

　そういった受付嬢は、えてしてギルドの顔であったり、元凄腕冒険者であったりと、あっと驚おどろく隠かくし展開があるらしい。

　学校の授業で教えてもらった、この業界での常識というやつだ。

「では次の方……あら、あなた紅魔族ね？」

　ウェーブのかかった髪かみをした、巨乳で美人な受付嬢が、私の目を見て言ってきた。

「おっしゃる通り、紅魔族です。今日からこの街を拠きよ点てんとするつもりなので、冒険者カードの照会に来ました」

「なるほど。では拝見させて頂きますね。……こっ、これは!?　凄いですね、流石は紅魔族です、知力と魔ま力りよくが凄い数値で……！」

　受付嬢が驚きの声を上げ、それを聞いた冒険者達がざわついた。

　そう、これがやりたかったのだ。この、私のステータスを見て驚く受付嬢、それにざわめく冒険者達！

　これで、この街の冒険者に舐められる事も……、

「昨日の人ほどではないですが、随ずい分ぶんと高い魔力をお持ちで……。はい、犯罪歴もありませんし、カードも本物ですね。では、いつでもお仕事を請うける事が可能となります」

　……あれ？

「ちょっと待ってください、昨日の人ほどではない？　つまり、私よりも強大な魔力を持つ人がいたという事ですか？」

「はあ、先日、冒険者の登録を行った人なんですが……。その人は知力が足りなかったので、魔法使い系の職には就つけませんでしたが、職業は確か、アークプリーストを選んでましたね」

　アークプリースト？

「ああ、昨日のアレか」

「アレだな」

「美人なのになあ。アレはなあ……。自分の事を神だとか言っちゃってたからなあ」

「アクシズ教徒でさえなきゃな。それと、あんな痛い事を言う子じゃなきゃスカウトするんだが……」

「アクシズ教のプリーストだからこそ、あんな痛い事を大声で叫さけんでたんだろうに」

　受付嬢じようの言葉に、それとなく聞き耳を立てていた冒険者達がヒソヒソとそんな言葉を交かわしていた。

　アレってなんだろう。

　そのアークプリーストの事だろうか？

　ともかく、その人がアークプリーストの道を選んだというのなら、最強のアークウィザードを目指している私の障害にはならないし、まあいいか。

　今はそんな事より……。

「な、なああんた！　今フリーなのか？　この街で、一いつ緒しよに冒険する仲間は決まってるのか？」

「おい待てよ、ズルいぞ！　こっちが先だ！」

「ウチのパーティーは上級職が二人もいますよ！　どうですか!?」

　受付嬢とのやり取りを聞いていた冒ぼう険けん者が、私をスカウトしようと殺さつ到とうした。
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　──私は酒場の一角で、二人の男女から自己紹しよう介かいを受けていた。

「俺の名はライズだ。戦士をやってる。こっちは盗とう賊ぞくのライナ。よろしくな！」

「私はめぐみんと申します。よろしくです」

「「……本名？」」

「本名ですよ。私の名前に文句があるのなら聞こうじゃないか」

「い、いや！　文句なんてないんだ！　そうか、そういや紅魔族だもんな……」

「う、うん、素す敵てきな名前だと思うわ！」

　そう言いながら慌あわてる二人。

　私は、兄きよう妹だい同士だという、この二人組のパーティーに入れてもらう事にした。

　通常の冒険者パーティーは四人から六人程度。

　人数の少ないパーティーに入れてもらったのは、頭数が少ない方が報ほう酬しゆうの分配額が多くなるからだ。

　現在私の手元には、商隊のリーダーさんからもらった礼金しかないので、一刻も早く稼かせがねばならない。

　ふと気になってテーブル席の方を見てみると、ゆんゆんが、挙動不ふ審しんに辺りをキョロキョロしていた。

　どうやら、パーティーメンバー募ぼ集しゆうの紙を見て、そのパーティーに入れてくれと声を掛かけようとするも言いだせないでいる様だ。

　あの……と、片手をわきわきさせて小声で呼び掛けるも、喧噪に紛まぎれて聞こえていない。

　ゆんゆんのコミュ障を治す良い機会だ。ここは助け船は出さずに自分でなんとかしてもらおう。

「どうしたんだ？　他に気になる冒険者でもいるのか？」

「めぐみんを入れて三人パーティーだし、もう少しメンバーを増やしてもいいわよ？」

「いえ、何でもないです。とりあえず、討とう伐ばつ関連のクエストでも請けてみましょうか。まずはクエストの一つでもこなし、パーティーの相あい性しようを見てみましょう。お試ためし期間というやつです」

　私の言葉に、二人も異論はない様だ。

　遠くでは、しばらくオロオロしていたゆんゆんが、受付の人に紙をもらって何かを書いていた。

　どうやら声を掛けるのは早々に諦あきらめ、自分でパーティーメンバーを募集する事にしたらしい。

「栗くりネズミ討伐のクエストがあるな。めぐみん、これでどうだ？」

「この時季の栗ネズミなら、脂あぶらも乗ってて美味しいだろうしいいと思うわ」

　栗ネズミとは何だろう。

　脂が乗っているとか美味しいとかって事は、食べられるモンスターなのだろうか。

　今は食しよく欲よくの秋。栗が美味しい季節である。

　なんとも心動かされる名前のモンスターだ。

「では、それでいきますか！」

　初めてのクエストという事で、若じやつ干かん興奮しながら頷うなずいた。
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　栗ネズミ。

　栗を好んで食し、柔やわらかくて美味しい肉質をしているらしい。

　中型犬ほどの大きさを持つ栗ネズミは、素す早ばやい動きで街の農業区に侵しん入にゆうし、農家が育てた秋の味覚を食い荒あらすモンスター。

「めぐみんめぐみん！　大量にこっち来た！　来てる来てる、来てるって！　頼たのむ、魔ま法ほうで一いつ掃そうしてくれ！　ライナはめぐみんにネズミ達が近付かない様、援えん護ごを頼む！」

「兄さん、危ない！　陰かげから一匹ぴき！」

「うおっ！　あっぶねえ……！」

　ライズの持つ盾たてから響ひびく金属音。

　栗ネズミの体当たりを盾で防いだのだ。

「任せてください、この程度の数なら一いち撃げきです！　ちょっと時間を稼いでください！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか!?　十や二十じゃきかない数がいるぞ!?　と、とにかく早めに頼む！」

「兄さん、前、前！」

　ネズミの群れにナイフを投げつけていたライナが叫び、ライズが慌てて盾を構えた。

　再び響く金属音と同時に、栗ネズミのトゲが盾を引っ搔かく嫌いやな音。

　栗ネズミなんて可愛かわいい名前のモンスターは、体中を栗の様なトゲで覆おおっていた。

　金属製の防具を着けている者以外がこれの体当たりを食くらったなら、重傷を負わされそうだ。

　ライナが次々とナイフを放ち栗ネズミ達を仕留める中、ライズがギリギリで持ち堪こたえていた。

　失敗できない緊きん張ちようからか、私の頰ほおを一筋の汗あせが流れる。

　やがて魔法の詠えい唱しようが終わり、杖つえを構えて二人に叫ぶ。

「二人とも敵から離はなれてください！　栗ネズミが密集しているど真ん中に撃うち込みます！」

「「分かった！」」

　二人がネズミ達から距きよ離りを取る。

　それと同時に私は唱えた！




「『エクスプロージョン』──！」




　杖の先から閃せん光こうが迸ほとばしり、それが栗ネズミの群れへと突つき刺ささる。

　着ちやく弾だん地点が白く輝かがやき、膨ぼう大だいな魔力と共に熱と光が膨ふくれあがった。

　農業区に響き渡わたる轟ごう音おんと共に、私の魔法が栗ネズミ達を問答無用で消し飛ばす。

　爆ばく裂れつ魔法の猛もう威いはそれだけに止とどまらず、栗ネズミ達の餌えさ場ばとなっていた栗の木までまとめて吹ふき飛ばし、ライズとライナをも地に転がした。

　悲鳴を上げながら地を転がる二人と共に、私も魔法の余波で地面に転がされながら、大量のモンスターを一掃した爽そう快かい感かんに浸ひたっていた。

　……でも次からは、もう少し自分の魔法の効果範はん囲いをしっかり覚えておこう。

「はあ……はあ……。な、なななな……」

「なな、なんだこりゃー！」

　ライナとライズが起き上がり、辺りの惨さん状じようを見回し悲鳴を上げた。

「ふっ、この私に掛かれば栗ネズミなど見ての通りですよ！　今の魔法こそ、我が奥おう義ぎにして究極の攻こう撃げき魔法、爆裂魔法です！」

「ば、爆裂魔法！　確か、習得しても消費魔力の大きさから、撃てる者はほとんどいないっていわれる、あの爆裂魔法か！　ネタ魔法だとか聞いたんだが、一体どこがネタ魔法なんだよ!?　完全に地形が変わってるじゃないか！」

「あれだけの量の栗ネズミを一撃で……。す、凄すごい……！」

　勝ち誇ほこる私に向け、二人が感かん嘆たんの声を上げた。

　そしてライズが言ってくる。

「それじゃあ、栗ネズミ被ひ害がいにあっている他ほかの場所に行こうか。それと、次はその魔法以外を使ってくれないか？　栗ネズミ討伐の報酬は微び々びたる物なんだ。ネズミ肉の買い取りが主な実入りになるんだよ」

「そうそう、それに、ネズミと一緒にこの辺りの栗の木も根こそぎ吹き飛ばしちゃったしね。弁べん償しよう金が幾いくらになるやら……。ま、栗ネズミを百匹ほど狩かれば黒字になるわ。ところで……」

　と、ライナが私のそばに身を屈かがめながら。




「──いつまでそこに寝ねてるの？　爆ばく風ふうで飛ばされた時に怪け我がでもしたの？」




　心配そうな表情で、そんな事を言ってきた。

「いえ、単に魔ま力りよくを使い果たして動けないだけです。なので、今日はもう魔法を撃てないのですが……」

　倒たおれる私の顔に鼻先を寄せ、ふんふんと鼻を鳴らしているちょむすけをチラチラ気にしていたライズが。

「そんなに魔力を食うのか？　なら、明日からはその魔法はしばらく封ふう印いんだな。明日は他の魔法を使ってくれ。その、爆裂魔法ってヤツはここぞって時に頼むよ」

「そうね、普ふ段だんは、中級魔法か上級魔法で……」

　口々にそんな事を言ってくる二人に。

「使えません」

「……？　何が使えないってんだ？」

「ああ、上級魔法が使えないって事？　なら、中級魔法でも十分だから……」

「いえ、爆裂魔法以外使えません。私が習得している魔法は爆裂魔法のみです」




「「…………」」




　二人はしばらく黙だまり込み、やがてライズがポツリと言った。

「えっと、本当にそれだけしか魔法を使えないのか？」

「そうです」

「……つまり、さっきの魔法を一日一回撃てるってだけ？」

「そうです」

　二人はしばらく無言になると。

「「…………相談してくるからちょっと待って」」

「えっ」

　二人はそう言うと、倒れ伏ふす私から離れて行く。

　うつ伏ぶせに倒れたままの私には、何を相談しているのかは聞こえない。

　と、しばらくして二人が戻もどってきた。

「お待たせ。……ええっとね、なんていうか、私達みたいな駆かけ出し冒ぼう険けん者じゃ、めぐみんに活かつ躍やくの場を与あたえてあげられないと思うのよね」

「そ、そうそう、爆裂魔法なんて凄い魔法を持ってるのに、俺達のパーティーじゃ宝の持ち腐ぐされっていうかさ」

　そんな謙けん虚きよな事を言い出す二人。

「私は別に気にしませんよ？　ゆっくり成長していってくれればそれで……」

　足りないところを補い合うのがパーティーというものだろうし。

　だが、私の言葉にライズは慌あわてて首を振ふる。

「いやいやいや、そもそも、俺達みたいな駆け出し二人組が、紅こう魔ま族ぞくのアークウィザードを仲間にしようだなんておこがましかったんだよ！」

「うんうん！　そ、それにほら、私達ってさ、二人とも上級職でもなんでもないからさ！　釣つり合いっていうかバランスっていうかね！」

　むう……。そこまで言われては仕方がない。

「今回のクエストは栗の木も根こそぎ吹き飛ばしちゃったから赤字になるだろうけど、その分は俺達で払はらっておくからさ！」

「ええ、だから、私達がもっと強くなって、めぐみんに釣り合う様になったら、その時は、ね!?」

　言い募つのる二人に肩かたを貸してもらいながら、私達はギルドへ帰る事にした。
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　困った。

　流石さすがに、今日会ったばかりの人に自分が消し飛ばした木々の弁償をさせるというのも気が引けたので、自分で補ほ塡てんさせてもらったのだが……。

「一気にお金がなくなってしまいました……」

　魔力切れの気け怠だるい体でテーブルの上に突っ伏ぷしながら、私は軽くなった財さい布ふの中身を覗のぞき込む。

　私の席から離れた酒場の隅すみっこのテーブルには、ゆんゆんが所在なさそうにポツンと座って食事している。

　私がクエストに行っている間に、誰だれも来なかったのだろうか？

　幾いく分ぶん魔ま力りよくが回復した頃ころ、ふと気になった私は、ゆんゆんが貼はり付けたであろうパーティーメンバー募ぼ集しゆうの紙を探しに行くと……。





【パーティーメンバー募集してます。優やさしい人、つまらない話でも聞いてくれる人、名前が変わっていても笑わない人。クエストがない日でも、一いつ緒しよにいてくれる人。前衛職を求めています。できれば歳としが近い方。当方、最近13歳になったばかりのアークウィザードで──】






　友達や彼氏募集か何かだろうか。

　もっと気軽な感じで募集しないと誰も来ない気がするのだが……。

　色々とツッコみに行きたかったが、今は自分の事だけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　……そう、あまり考えたくなかったのだが、ひょっとして私は、先ほどの二人から、戦力外通告を受けたのではないだろうか。

　あの二人は自分達の実力が私に追いつかないからだと言っていたが、体ていよく追い出されたのでは……。
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　──と、私が落ち込みかけた、その時だった。




「おい新入り！　お前サンマも知らないなんて、今までどんな生き方をしてきたんだ!?」

「い、いえ、サンマは知ってます、知ってますよ。サンマって魚ですよね？　このメニューの、『サンマの塩焼き定食』ってのを作るんですよね？」

　ギルド内に併へい設せつされている酒場の店主が、茶ちや髪ぱつの少年と何かを言い合っていた。

　この街に来た日に馬車の窓から見かけた人だ。

　変わった服を着ているので、よく覚えている。

　どうやら茶髪の少年は、酒場で雇やとわれたアルバイトらしい。

　朝は見なかったのだが、今日からバイトを始めたのだろうか。

「そう、そのサンマだよ。魚だ魚。鱗うろこがあってピチピチしてるヤツだ。この季節になると脂あぶらが乗ってて特に美味うまいヤツだよ」

「分かりますよ、それはよく分かります。すいません、それじゃもう一度指示を出してもらっていいですか？」

「ギルドの裏の畑から、サンマを二匹ひき獲とってきてくれ」

「舐なめんな」

　少年は、店主にエプロンを投げつけ激げき昂こうした。

　これが今時の切れる子供というヤツだろうか。

　畑からサンマを獲ってくるという単純な仕事の、何がそんなに嫌いやなのだろう。

　店主と喧けん嘩かを始めた茶髪の少年の隣となりを、一体どうやっているのか、両手で凄すさまじい量のジョッキを持った水色の髪かみのウェイトレスが通り過ぎた。

　確か、茶髪の少年と一緒にいた人だ。

　この人も少年と同じく、今日から入ったバイトだろうか。

「お待ちどおさま！　キンキンに冷えたクリムゾンネロイド、お持ちしましたー！」

「おっ、待ってまし……。ブハッ！　何だよこれ、ただの水じゃねーか！　おいふざけてんのか！」

「新入り！　お前さっきから何のつもりだ、客に水ばっか持って行きやがって！　俺が作った酒はどこに消えた！　まさか盗ぬすみ飲みしやがったのか!?」

　少年と喧嘩していた店主が、ウェイトレスを叱しかりつけた。

「ち、ちがうの！　お酒に指が触ふれちゃっただけで……！　ねえ聞いて！　これは私の体質なの！　実は私は水の女め神がみで……！」

「おい、聞けよおっさん！　この街に来たばかりのガキだからってバカにしてんじゃねーぞ！　引き籠こもり歴の長い俺が、真面目まじめに働こうって思った矢先にこれだよ！　何だよこれ、パワハラか？　わけ分かんない指示出して、俺がオロオロしてんのを見て楽しんでんのか!?」

　泣きつく少女と逆ギレする少年。

　そんな二人に対し、店主は額に青筋を立て。

「うるせーっ！　お前らこそ二人してわけ分かんない事ばかり言いやがって！　二人ともクビだクビ！」

　クビを言い渡わたされ、とうとう店主と取っ組み合いの喧嘩を始めた少年と、人目もはばからず大声で泣き出した少女。

　……ああいった人達に比べれば、自分はまだまだマシな方だ。

　ちょっとだけ自信を取り戻し、今日のところは宿に帰る事にした。




　──ゆんゆんと一緒に宿に向かう道すがら。

「ねえめぐみん、今日はどうだった？　良いパーティーには出会えた？」

「いえ、一緒にクエストは請うけたのですが……。俺達のパーティーには、君は宝の持ち腐れだと言われて断られてしまいました」

「そっか。めぐみんの魔ま法ほうは強力だけど、使いどころを選ぶしね」

　言いながら、来たばかりの街の様子が気になるのか、あちこちをキョロキョロと見回しているゆんゆん。

「そういうゆんゆんは、パーティーメンバー募集の紙を出したみたいですが、誰か来ましたか？」

「来たわよ。来たんだけど……。どう見ても、私のお父さんと同じ歳ぐらいにしか見えないおじさんが、『君、13歳なんだって？　おじさん……じゃない、僕も13歳なんだよ！　前衛職を探してるんだって？　任せてくれ、おじさ……、僕は高レベルのクルセイダーだからね！　お嬢じようちゃんを守ってあげるよ！』って言ってきて」

「断りましたよね？　もちろん断ったんですよね!?」

「ま、まあ断ったんだけど……。でもその人、話に付き合ってくれたりお昼を奢おごってくれたり、なんだか凄すごく良い人で。明日もまたお話ししようって言ってくれて……」

「明日は、その人に声を掛かけられても絶対に相手をしてはいけませんよ！　あと、パーティーメンバー募集の紙はもっと真面目な物に書き直してください！」

「ええっ!?　べ、別にふざけて書いたつもりはないんだけど……！」
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　──翌日。

「いらっしゃいませー。あ、冒ぼう険けん者の人ね？　今日はギルドから注意事じ項こうがあるそうだから、受付に行って説明を受けるといいわよ」

　ギルドにやって来た私は、ウェイトレスのお姉さんにそんな事を言われた。

　注意事項？

　疑問に思いながら受付に行くと、丁度冒険者達へ説明を行っている最中だった。

「森の中で悪あく魔ま型モンスターの目もく撃げき情報がありました。話を聞くに、グレムリンなどといった、下級の悪魔型モンスターでもない様です。悪魔型のモンスターは、魔法を使ったり知能が高かったりと、強敵である場合が多いです。現在ギルドの方でも調査中ですが、腕うでに自信のないパーティーは、森でのクエストは控ひかえてください」

　その言葉に、あちこちで冒険者達のため息が漏もれた。

　森でのクエストは、実入りがいいものが多い。

　駆かけ出し冒険者は、まずジャイアントトードと呼ばれるモンスターを狩かってレベルを上げ、安定してカエル狩がりが行える様になったら森に入るのが王道らしい──




　注意事項を聞き終えた私は、パーティーメンバー募集の紙が貼られている掲けい示じ板ばんへと向かった。

　商隊のリーダーさんは、お礼代わりに私達の宿を手配する際、二週間分の代金を前まえ払ばらいしてくれている。

　二週間が過ぎて宿を追い出される前に、メンバーを集めて収入源を確保したいところだ。

「今日は、自分の方からメンバー募集をしているとこに行きましょうかね」

　小さく呟つぶやき、私は貼り出されている紙をチェックしていく。

　と、ゆんゆんが新たに貼り付けたと思われる募集の紙を見つけた。





【パーティーメンバー募集してます。希望としては、会話が続かなくても大だい丈じよう夫ぶな人、毎日訪ねて行っても引かない人、目を合わせて会話ができなくても怒おこらない人。職業不問、年ねん齢れい不問です】






　募ぼ集しゆう要よう項こうとして職業と年齢は妥だ協きようしたらしい。

　妥協する方向が間ま違ちがっていると思うのだが……。

　私は思わず、今日も酒場の隅っこのテーブルで希望者を待つゆんゆんを見る。

　ゆんゆんは、旅に出る際に持ってきた、対戦型ボードゲームに一人で興じていた。

　哀あい愁しゆうを誘さそうその姿に切なくなり、声を掛けようかと思ったが、これもゆんゆんにとって修しゆ行ぎようの一いつ環かんだ。

　私は貼り出されているメンバー募集の紙に目を通していく。そこには、


【魔ま法ほう使つかいとプリースト募集中。現在のメンバーは、ソードマスター、ランサー、盗とう賊ぞくの三名です。魔ま王おう討とう伐ばつを真しん剣けんに目指しています。やる気さえあれば初心者でも大だい歓かん迎げい。僕達と一緒に世界を救いませんか？】



　などという、脳内が勇者様な募集から、


【パーティーメンバー募集中。当方、クルセイダーと盗賊の二人組。募集要員は、鬼き畜ちくな性せい癖へきを持つダメ人間。募集要員は前衛職一名、後衛職二名。良識あるまともな人を求めています】



　と、上から線を引いて何かを消した跡あとがある募集など、様々だった。

　前半と後半で筆ひつ跡せきが違ちがうのだけど、消されたそこには、一体何が書かれていたのだろう。

　さんざん迷っていると、中に良さそうなのを見つけた。


【パーティーメンバー募集。パーティーの人数は現在四人。前衛職二人。エリス教徒のプリーストが一人とアーチャーが一人。募集職は魔法使い】



　悪くないパーティー構成だ。

　私は募集を出していたパーティーの下もとへと面接に向かった。




「──なるほど、めぐみんか。紅こう魔ま族ぞくらしい名前だな。俺はこのパーティーのリーダーをやっているアインってんだ。期待してるぜ」

　腰こしに剣けんを下げた、戦士風の男の人が言ってくる。

　他ほかには、槍やりを持った人、エリス教のペンダントを身に付けたプリースト、そして大きな弓を背負った人。

　その人達が、値ね踏ぶみするかの様に私を見ていた。

　メンバーは全員が男性で、彼らの平均レベルは12。

　そろそろ駆け出し冒険者は卒業といったレベルだ。

「よろしくお願いします。では、お互たがいの実力を知るためにも早さつ速そくクエストを請けてみませんか？」

「だな。……よし、それじゃ森に入ろうか。悪魔型のモンスターが目撃されているって事だが、紅魔族の魔法使いがいるなら問題無いだろう。それでいいか？」

「構いませんとも。悪魔だろうがなんだろうが、一いち撃げきで仕留めてみせますよ」

　私の自信ありげな答えを聞いて、メンバーの顔がほころんだ。
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　街のそばに広がる森に、アインの罵ば声せいが轟とどろいた。

「数が多い！　ジャックとトマスはめぐみんと一いつ緒しよに下がれ！　ロッドは俺と一緒に、こいつらを蹴け散ちらすぞ！」

　請けたクエストは、森に大量発生したスライム狩り。

　このスライムというモンスターは、小さなものならそれほどの脅きよう威いではないのだが、餌えさを食べて巨きよ大だい化すると一流の冒険者でも手に負えない厄やつ介かいなモンスターと化す。

　物理攻こう撃げきにも強く、体内にある核かくと呼ばれる部分を破は壊かいしない限り活動を続ける生物だ。

「アイン、こいつらには武器が効き辛づらい！　めぐみん、魔法でどうにかならないか!?」

　ロッドと呼ばれた人が、手近なスライムを槍で突つきながら声を上げた。

「すいません、この状じよう況きようでは位置的に皆みんなを巻き込んでしまいます、もっと広い場所に出れば何とかなるのですが……！」

「そ、そうか、仕方ない！　おいロッド、やるぞ！」

「畜ちく生しよう、しょうがねえ！」

　後衛の私達が何もできずに見守る中、前衛の二人がスライムを駆く逐ちくしていった。




　やがて荒あらい息を吐はきながら、火傷やけどの様な傷を負った二人が戻もどってくる。

　その二人にトマスという名のプリーストが駆け寄り、傷を癒いやしていった。

「スライムの大きさが小さかったから助かったな。めぐみん、どうだ？　俺とロッドの腕は及きゆう第だい点か？」

「ええ、もちろんです。二人とも格好良かったですよ。次は私の実力を見せる番ですね」

　私の言葉にアインとロッドは照れた様にはにかむと、期待してると言い、背を向けた。




「──何だってこんな所にブラッディモモンガが!?　こいつらはもっと森の奥にいるモンスターだろうが！」

「俺達二人じゃ攻撃が届かない！　ジャック、めぐみん！　弓と魔法で撃うち落としてくれ！」

　森の奥へと進んだ私達は、大きなモモンガの群れに襲おそわれていた。

　アインとロッドの二人が武器で威い嚇かくし、滑かつ空くうしてくるモモンガを近付けないようにしながら叫さけんでいる。

「す、すいません、こうもモモンガ達に低空で密集されると、私達のそばで魔法が着ちやく弾だんしてしまいます！」

「マジかよ！　それじゃ何か、手て頃ごろな魔法は……、クソッ、ジャック！　お前が何とかしてくれ！」

「わ、分かった、任せろ！」

　ジャックが飛び交かうブラッディモモンガを次々と撃ち落とす中、私は、ちょむすけを攻撃にさらすまいと懐ふところに抱だいて、皆の邪じや魔まにならない様、頭を低くしていた。

　と、私の帽ぼう子しにポタポタッと、何かの液体が降り注ぐ。

　今のは何だろう？

　雨にしては、空は曇くもっている様子もないのだが……。

　と、アインが盾たてを頭上に構えながら鋭するどく叫んだ。

「ブラッディモモンガは、獲え物ものにマーキング用の尿にようを掛ける！　それを浴びると、一週間は強きよう烈れつな臭においが取れないから気を付けろ！」

　私はブラッディモモンガを打ち落とそうと、届かないと知りながらも、怒いかりに任せてブンブンと杖つえを振ふり回す。

「おいめぐみん何やってんだよ!?　大人しく頭を下げとけって！」

「止めないでください、あの忌いま々いましいモモンガ達を根絶やしにしないと収まりません！」

　トマスが私を羽は交がい締じめにしている間に、やがてほとんどのブラッディモモンガが撃ち落とされ、不利を悟さとったのか残るものも逃にげていった。




「──大事な帽子が大変な事になってしまいました……。水洗いして、臭いが取れるまでは宿に置いておくしかないですね……」

　モモンガ達を撃げき退たいしひとまず休きゆう憩けいとなったところで、手の間で強烈な臭いを放つ帽子に、私は恨うらめしげな視線を落とす。

　切り株に腰こし掛かけていた私の下に、ロッドがやって来た。

「おい。ちょっと聞きたいんだが、あんたはどんな状況なら魔ま法ほうを使えるんだ？」

「ど、どんな状況と言われましても……。何も巻き込む物がないだだっ広い場所で、敵との距きよ離りが離はなれているとか、そんな状況ですかね？」

　二度の戦せん闘とうで役に立てなかった事で、ロッドは不信感を募つのらせている様だ。

「なるほど。森に入ったのは失敗だったな。今日のところは俺達の実力を見てもらうって事でいいさ。明日あしたからは、平原で狩りをしようか」

　隣となりで聞いていたアインはそう言って立ち上がった。

　何だか申し訳ないのと同時に、自分が情けなく思えてしまう。




　と、その時だった。

　ガサリと茂しげみが蠢うごめき、そこから何かが現れる。

「スライム？　ブラッディモモンガの血の臭いに釣つられて集まって来たのか。丁度良かった、これでクエストも完かん了りようでき……る……」

　現れたのはスライムだった。しかし……！

「「「「で、でけえ！」」」」

　そのスライムは、物置小屋サイズの体を持っていた。

「おいマズいぞ！　このサイズは俺達には無理だ！　逃げるぞ！」

「で、でもよ、こんなに成長しちまったのを放ほうっておくのか!?　今駆く除じよしとかないと、次来る時には誰だれにも手が出せない大きさになってるぞ!?　ここには俺達が倒たおしたモモンガの死体も散らばってるから、餌には事欠かないし……！」

　アインとロッドが慌あわてふためき、ジャックとトマスはなす術すべもなく立ち尽つくしている。

　そんな四人にポツリと言った。




「スライムから離れてください」




　私の言葉に四人が振り向く。

「な、何だよ、魔法を使う気か？」

「ここは逃げた方が……」

　私にそう言いながらも、巨大なスライムから距離を取る四人。

　スライムはといえば、早速モモンガの死体に食くらいつき、体内に取り込み始めていた。

　豊富に餌があるせいか、私達には目もくれない様だ。

　スライムに向けて、魔法の詠えい唱しようを始めた私の後ろに四人が下がる。

「な、なあ、スライムは魔法にも強いんじゃなかったか？　小さいのならともかく、あんなサイズのスライムはいくら紅魔族でも無理がないか？」

「しっ、黙だまってろ。新入りの力を見るいい機会じゃないか。倒さなくたっていいさ、あのサイズのスライムにダメージを与あたえられるなら、俺達のパーティーメンバーとしてはそれだけで十分だ」

　私の後ろから、ロッドとアインの声が聞こえてくる。

「今回の報ほう酬しゆうは諦あきらめるか。それよりも、あのサイズのスライムだ、ギルドに戻ったらすぐ報告しなきゃな」

　既すでに引き上げの用意をしているジャックが言った。

「あれだけ大型のスライムなら、報告の際に報酬が出るかも……。……え？　な、なんだこれ!?」

　プリーストのトマスが、私の詠唱を聞いて戸と惑まどった声を上げた。

「どうしたトマス。新入りの魔法に何かあったのか？」

「おっ、めぐみんの周りに静電気が起こってるぞ。何だこれ、電でん撃げき系の魔法か？」

　トマスとは対照的に、興きよう味み津しん々しんといった感じで、吞のん気きな事を言うアインとロッド。

　この中では、私の他に唯ゆい一いつ魔法を使えるトマスだけが、これから発動しようとする魔法の規模が尋じん常じようではないと気付いた様だ。

　みるみるうちに青ざめるトマスを見て、他の三人が改めて私を注視した。

「お、おいめぐみん。なにも、あのスライムを倒そうだなんて思わなくてもいいぞ？　あんなサイズのスライムを倒せる冒ぼう険けん者なんてこの街にはいない。ギルドに報告すれば、他の街から腕うで利ききの冒険者を呼んでくれるさ」

「な、なあ、大だい丈じよう夫ぶか？　なんか、空気が震ふるえてる気がするんだが……」

　アインとロッドが不安げに言ってくる。

　詠唱を続ける私は、モモンガの死体を食い荒あらすスライムに向けて杖を構え、真っ直すぐ見み据すえた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、何だか凄すごくヤバい気がする！　おい、もっと距離を取った方がいいぞ！」

「はあ？　何言ってんだトマス、これだけ離れてるんだぞ？　どんな魔法を使うにしても、流石さすがに……」

　と、ロッドがそこまで言ったと同時に、爆ばく裂れつ魔法の詠唱が完了した。

「皆みなさん、頭を低くしていてください！　スライムごとき、我が必殺魔法で消し飛ばしてくれます！」

　それを聞いた四人が、慌てて身を伏ふせようとする。

「『エクスプロージョン』──ッ!!」

　杖の先から閃せん光こうが迸ほとばしり、スライムの体に刺ささると同時、その巨きよ体たいが膨ふくれあがった。

　目もくらむ様な光と共に、辺りの木々をなぎ倒す爆ばく風ふうが吹ふき荒れる。

　その轟ごう音おんに辺りの鳥達が一いつ斉せいに羽ばたき、衝しよう撃げき波はが森を震わせた。

　煙けむりが晴れた後には巨大なスライムの姿はなく、そこには、魔ま力りよくを使い果たした私を含ふくめ、他ほかの四人までもが倒れ伏していた。

　……次は更さらに、もうちょっと距離を取ろう。
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　──ギルド内の酒場にて。

　魔力を使い果たし、テーブルにグタッとうつ伏ぶせになる私の周りでは、上じよう機き嫌げんのアイン達が昼間からジョッキを空けていた。

「いやー、流石は紅こう魔ま族ぞく、恐おそれ入った！」

「あの光景は壮そう観かんだったな！　魔法を使った後の惨さん状じようを見て震えがきたぜ！」

「まさか、魔法に強いスライムを、一いち撃げきで倒すだなんてなあ……」

　口々に言いながら、私を褒ほめ称たたえる三人。

　そこにジュースを手にしたロッドがやって来た。

「その、なんだ。悪かったな。俺はてっきり、口だけのハッタリ魔ま法ほう使つかいかと疑ってたよ。すまなかった」

　そう言ってジュースを差しだし頭を下げるロッドに、私は顔を上げて首を振った。

「いえ、私も言わなくてはいけない事がありますので、謝るのはそれからでいいですよ」

　その言葉に四人は、怪け訝げんな表情を浮うかべる。

「実は私は、さっきの爆裂魔法しか使えません。つまり、あの魔法を一日一発こっきり撃うてるだけです。さきほどの様な強敵相手には切り札になれる自信がありますが、このパーティーは、毎日あんな強敵と渡わたり合うパーティーですか？」

　それを聞いたアインが、ゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「……他に魔法は使えないのか？　その、中級魔法だとか」

「使えません」

「……なあ、別に今じゃなくたっていいから、俺達があんたのレベル上げを手伝って、それから中級魔法なりを覚えるってんでも……」

「爆裂魔法の威い力りよくを上げるスキル以外、覚える気がありません」

「「「「…………」」」」

　即そく答とうする私に、やがて四人が黙り込んだ。

「そ、その。このパーティーの連中は、弱いモンスター相手にそこそこ稼かせいでいければいいってヤツばっかりだ。今のところ、大物のモンスターを相手にする予定は無い。悪いが他のパーティーを探してくれないか……？」




　──今日の報酬を受け取り、四人と別れた私は、魔力不足の気け怠だるい体でグッタリしながら悩なやんでいた。

　ひょっとして、私は天才ではないのだろうか。

　いらない子なのだろうか。

　……いや、まだ焦あせらなくてもいいはずだ。

　私がこの街に来てから、まだ三日しか経たっていないのだから。




　──ロッドにもらったジュースを飲みながら、ふと気になり、私と同じくパーティーメンバーを探しているはずのゆんゆんの姿を探すと、朝と全く変わらない席で、未いまだに一人でボードゲームに興じていた。

　私はゆんゆんの下もとへ行くと、後ろからポンと肩かたを叩たたく。

「は、はいっ!?　ようこそいらっしゃいました私ゆんゆんと申します職業はアークウィザードですが魔法はまだ中級魔法しか……」

　一気にまくし立てながらこちらを振り向いたゆんゆんは、私の顔を見るとあからさまにガッカリした。

「何ですかその態度は！　酒場の隅すみっこで一人遊びに興じるぼっちな同族を憐あわれんで、せっかく来てあげたのに！」

「ちょっと待ちなさいよ、ぼっち言うのは止やめてよね！　まだ募ぼ集しゆうの紙を貼はり出してから二日目なんだからこれからよ！」

　……あの紙を見て集まってくる冒険者はいないと思うのだけれど。

　私はゆんゆんの向かいに座ると、ボードゲームの駒こまを並べ直す。

「あっ、ちょっと。もう、まだ途と中ちゆうだったのに……」

　文句を言いながらも、口元がむにむにと嬉うれしそうなゆんゆん。

　私達は、酒場の隅っこでボードゲームに興じながら。

「ねえめぐみん、パーティーメンバーは見つかった？」

「いえ、今日もとある冒険者グループとクエストに行きましたが、この私を使いこなせるほどのパーティーではありませんでした」

「ふーん。私の方は朝からお酒を飲んでた暇ひまそうなおじさんが、『俺は戦ったりできないただの一いつ般ぱん人だけど、それでも良かったら』って声を掛かけてきたわね。しばらく悩んだんだけど、やっぱり冒険者と組まなきゃ意味がないと思うし断ったわ。……王手」

「いえ、悩まないで即そつ刻こく断ってくださいそんなもの！　どうしてそんなにおじさんばかりに声を掛けられるのですか、本当に心配になってきましたね……。ナンパされてもホイホイついていってはいけませんよ、テレポート」

「ついていかないわよ、ご飯に釣つられるめぐみんじゃあるまいし。……はい、めぐみんの番よ」

「私だって、もうご飯ごときでは釣られませんよ。見ていてください、今に大物賞金首でも討うち取って……！」

　騒さわがしい酒場の隅っこで、ペチペチとボードゲームの駒を動かす私達は、どちらからともなく愚ぐ痴ちをこぼし合っていた。

「そもそも私達の紅あかい瞳ひとみを見ただけで、『仲間になってくれ』と言う冒険者達で人だかりぐらいできてもいいはずなのですが。やはり駆かけ出し冒険者の街、彼らは紅魔族の事を知らないのでしょうか」

「どこのパーティーも、魔法使いが余ってるのかなあ……。でも、魔法使いやプリーストは結構希少な職業だって学校で習ったよね？　やっぱり、私達の年ねん齢れいのせいで敬遠されてるのかなあ……、王手」

「くっ！　ここで引くと、ソードマスターが突つっ込んでくるし、こっちのマスはアーチャーの射程範はん囲いだから……、ここにテレポート。……この街には魔法使いらしき人の姿は少ないですし、需じゆ要ようはありそうなのですが」

　一応、私達の紅い瞳を見て、チラチラと様子を窺うかがう人達もいる。

　しかし、声を掛けてくる事はなかった。

　ゆんゆんの言う通り、年齢が若すぎる事で敬遠されているのだろうか。

「テレポートが厄やつ介かいだったけど、これで終わりよ！　冒険者が最弱の駒だからって油断してたみたいね！　この冒険者の駒を、ソードマスターにクラスチェンジ！　さあ、これで大局は決まったわ！」

「…………エクスプロージョン！」

「あーっ!!」

　アークウィザードの駒の特とく殊しゆスキルで盤ばんをひっくり返した私は、深々とため息を吐ついた。

　明日は、仲間が見つかるだろうか。

「めぐみん、もう一回！　もう一回勝負よ！　エクスプロージョンは一日一回しか使えない公式ルールだし、次こそは勝ってみせるわ！　……ちょっとどこ行くのよ、勝ち逃にげしないでよー！」
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　宿へと向かう道すがら、私はこれからの事に思いを巡めぐらせていた。

　今日で、私が体験したパーティーは二組目。

　爆裂魔法しか使えない魔法使いは、そこまで必要とされないものなのだろうか。

　いやいや、弱いモンスターを専門にするパーティーであれば必要とはされないかもしれないが、もっと上位の冒ぼう険けん者なら、あるいは……。

　そうだ、高額賞金首を狙ねらうパーティーや、魔ま王おうを倒たおそうと、最前線で活かつ躍やくしている冒険者グループであればきっと私も必要とされるはず。

　この街にもきっといるはずだ。

　魔王討とう伐ばつを狙う様な冒険者が。

　そんな事を考えながら気怠い体で歩いていると、威い勢せいのいい声が聞こえてきた──




「いらさいいらさい！　さあ今なら、川で捕つかまえてきたばかりの新しん鮮せんなバナナがなんと三百エリス！　三百エリスですよどうですか！」

「どうですか！　……えっ。おいお前今なんつった、川で捕まえてきたバナナとか言わなかったか？」

　八百屋の前でバナナの叩き売りをしているのは、茶ちや髪ぱつの少年と、ハリセンを握にぎり締しめた水みず色いろ髪がみの少女だった。

　あの二人を、なんだかよく見かける気がする。

「さあ、今ならたったの三百エリス！　二房ふさなら倍の六百エリス！　……のとこなんだけど、ちょっと聞いて頂ちよう戴だいな！　本来なら二房で六百エリスのところが、今ならお得な五百エリス！　安いよ！」

「や、安いよ！　……なあ、さっきバナナを川で穫とったって……」

　どうやら、酒場でのバイトをクビになった二人は、路上販はん売ばいのバイトを始めたらしい。

　集まって来た野や次じ馬うまに興奮したのか、水色髪の少女は声を大にし、ハリセンでパンパンと机を叩いた。

「さあ、寄ってらっしゃい見てらっしゃい！　今からなんと、このバナナが合図と共に消えてなくなりますよ！」

「お、おい、お前そんな事できんのか!?　結構人だかりができてるぞ、失敗したらどうすんだよ!?」

　水色髪の少女の言葉に興味を惹ひかれ、その場に留とどまり見守っていると。

「種も仕し掛かけもありません！　この布をバナナに掛けます！　そして消えろと念じます！　消えろー、消えろー……。さん、はい！」

「「「「うおおおおおおっ!?」」」」

　ざわめく観客と共に、私も驚おどろきの声を上げていた。

　被かぶせた布を取り払はらうと、そこにあったはずのバナナが一つ残らず消えていた。

「すっげえええええ！」

「何だあの子は！　あんな凄すご腕うでの芸人さんは初めて見たぞ！」

「おい、一つ買うぞ！　バナナをくれ！」

「あっ、俺も買う！」

「私も！　こっちは二房お願いね！」

　野次馬達はたちまち客と化し、水色髪の少女の下へ殺さつ到とうした。

「ありがとうございます！　おい、このままいけばノルマなんて余よ裕ゆうだな！　さあ、早く消したバナナを出してくれ！　売りまくろうぜ！」

　茶髪の少年が嬉き々きとして声を掛け、水色髪の少女は不思議そうな顔をする。
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「何言ってんの？　バナナは消しちゃったんだからもう無いわよ？　さあ今度は、売るための新しいバナナを頂戴！」

「はっ!?　いや、言ってる意味が分かんねえぞ！　消しちゃったって何だよ、何の前まえ触ぶれもなくバナナが消えてたまるか！　おい、どこに隠かくしたんだよ、冗じよう談だん言ってないで早く出せって！」

「冗談なんかじゃないわよ、種も仕掛けもありませんって言ったじゃないの。ほら早く、売る用のバナナと消す用のバナナを持ってきて」

「お前ふざけんな、昼も過ぎてんのに寝ね言ごとぶっこいてんじゃねーぞ！」

　客が呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす中、二人は後ろからポンと肩を叩かれた。

　そこにいたのは、引きつった表情を浮うかべる八百屋の店主。

「クビ」

「なんでよー！」

「おい待ってくれ、いや待ってください、俺は関係ないですよね!?　バナナ消したのはコイツだし！」

　泣き出した水色髪の少女と必死に言い訳をする茶髪の少年。




　賑にぎやかな二人のやり取りに、悩むのがバカらしくなった私は、二人に背を向けて、宿へと帰った。





























































　　　　１




　──街の外に広がる大平原。

　この平原には、ジャイアントトードと呼ばれるカエルをはじめ、色々な雑魚ざこモンスターが生息しているらしい。

　だが、立派な鎧に身を固めた屈くつ強きような守衛さんを恐おそれてか、街の近くにはモンスターも寄ってはこない。

　そんな、アクセルの街の正門前で……。




「『エクスプロージョン』──ッ！」

「おーい！　ちょっとあんた何やってんだー！」




　突とつ然ぜん爆ばく裂れつ魔ま法ほうを放った私の下もとに、守衛のおじさんが駆かけ寄ってきた。

「おいお嬢ちゃん、一体何を……、って、いきなり魔法ぶっ放したかと思えばどうして倒たおれるんだ！　どういう事だしっかりしろ！」

　魔ま力りよくを使い果たして倒れた私を、守衛さんが抱だき起こす。

　私は首だけを持ち上げて。

「は、初めまして……。最近この街に引っ越こしてきました、紅魔族のめぐみんと申します。今後もちょくちょくこの爆ばく発はつが起こるかと思いますが、どうぞ、よろしく……」

「勘かん弁べんしてくれ！　せめて、モンスターがいる場合にのみ魔法を使ってくれよ！　意味もなく魔法ぶっ放さないでくれ！」

　そんな私に、守衛さんが悲鳴を上げた。




　──魔力切れの気け怠だるい体で、ちょむすけを連れ、フラフラと街中を歩きながら。

　爆裂魔法を放ってここのところ鬱うつ屈くつしていた物を発散した私は、独り言を呟つぶやきながら思案していた。

「今日もメンバー募集の紙は貼り出されませんでしたね。これはどういう事でしょうか。既すでに、この街の冒ぼう険けん者には魔法使い職は必要ないとか……？」

　私がこの街に来て、一週間が経たった。

　ここ最近、冒険者ギルドの掲示板には、魔法が使えるメンバーを募集する紙が貼り出されない。

　掲示板に残っているのは、ゆんゆんの貼り付けた、友達募集なのか冒険仲間募集なのか、よく分からない一枚のみだ。

　本来、魔法使い職は他ほかの職業に比べて希少なはず。

　こんなに早く需じゆ要ようがなくなるとも思えないのだが……。




　──爆裂魔法を撃うってスッキリした私は、冒険者ギルドへとやって来ていた。

　冒険者にとって稼かせぎ時とも言える昼下がり。

　そんな時間に今日も今日とて、私は冒険者ギルドのテーブルに突つっ伏ぷすと。

「どうしましょうか……」

　深いため息混じりに呟いた。

　この一週間、何度か他のパーティーに入れてもらい、クエストをこなしてきたのだが……。

　どこのパーティーにも、クエストを終えた後には素そっ気ない態度を取られ、仲間に入れてもらう事はできなかった。

　爆裂魔法のみしか使えない魔法使いなどお呼びでないそうだ。

　この私がいらない子扱あつかいである。

　この、私が。

　天才と呼ばれた、この……。

「この私があああああああ！」

「きゃーっ！　な、何よめぐみん、急に大声出さないでよね！　今、大作に挑ちよう戦せん中なんだから！」

　髪かみを搔かきむしりながら叫さけぶ私を、同じテーブルで一人遊びをしていたゆんゆんが非難してきた。

　この子も、私と同じく未いまだにパーティーメンバーが見つからないらしい。

　テーブルの上で、崩くずさない様にトランプを立て、真しん剣けんな顔で三角形の山を作っている。

　最近では、ゆんゆんの一人遊びの腕うでがかなり上達していた。

　というか、集中してこんな事をやっているから、皆が気を遣つかって声をかけてこないのでは。

　私は、足あし下もとで丸くなっていたちょむすけをテーブルに乗せる。

　するとちょむすけは、ゆんゆんの指先でプルプルと震えるトランプに興味を示した様だ。

　トランプの山にとてとてと歩いて行き……。

「にゃーん」

「あああああああああ！」

　破は壊かい衝しよう動どうを抑おさえられなかったらしい荒ぶる漆しつ黒こくの魔ま獣じゆうは、ゆんゆんの大作をあっけなく打ち壊こわした。

　猫ねこがやった事なのだから仕方がない。

　私は、トランプの山を破壊して上じよう機き嫌げんのちょむすけの頭を、よくやったと撫なで回しながら。

「本当に、どうしましょうかね……」

「どうしましょうも何も、まずは私に謝りなさいよー！」

　騒さわぐゆんゆんの声を聞き流しながら、私は途と方ほうに暮れていた。




　　　　２




「──そういえば。めぐみん、聞いた？　森に出る悪魔に賞金がかけられたって話」

　ゆんゆんが、手て際ぎわよくトランプを切りながら。

　お金の無い私にとって、聞き捨てならない事を言ってきた。

「……ほう。詳くわしく」
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「元々、森に生息していたモンスターってさ。昔、そのほとんどが駆く除じよされたんだって。それ以来、モンスター達は森の奥深くに隠かくれて、街のそばには近寄って来なかったらしいのよ。……それが最近、森の奥に隠れてたモンスターが、なぜか街の近くにまで現れる様になって……。それで、森が美味おいしい狩かり場として注目されてるそうなんだけど。街のすぐそばの森にまでモンスターが湧わき出したのは、もしかしたらその悪魔が原因じゃないかって噂うわさよ」

　……森の奥に隠れていたモンスターが、街のそばまで湧き出してきた？

　何だか、紅こう魔まの里でこれと似た現象があった気がする。

　その悪魔に怯おびえて、モンスターが街の近くにまでやって来たのだろうか。

　アーネスという悪魔が、私達の旅の途と中ちゆう、モンスターを威い圧あつして馬車を襲おそうようけしかけた事を思い出す。

　またあの女悪魔が？

　しかし、私の会心の爆裂魔法に、アーネスが耐たえられたとは思えないのだが……。

　今回の件は私には関係ないと思うのだけど、少しだけ嫌いやな予感がする。

「ゆんゆん、その悪魔なのですが。……どんな外見をしていたのかは……」

　一応外見の確かく認にんをと思った、その時だった。




「おうおう、可愛かわいい女二人も連れて、新人のクセにハーレムかよ！　羨うらやましいじゃねえか、片方くれよ！」




　ギルド内に、そんなやられ役の三下のセリフみたいな罵ば声せいが響ひびき渡わたる。

「ちょっと、何よあんた！」

「いきなり絡からんでくるんじゃないわよ酔よっ払ぱらい！」

　それに対して聞こえてくるのは女の子の声。

　騒ぎの方をチラリと見るゆんゆんに。

「ダメです！　ゆんゆん、あの手の輩やからと目を合わせてはいけませんよ、私達まで巻き込まれますから」

「ちょ、ちょっとめぐみん、それでいいの!?　助けに入ろうとか思わないの!?」

　ゆんゆんがそんな非難を浴びせてくるが、ここは冒険者ギルドなのだ。

　荒あらくれが多い冒険者にとって、こんなのは日常茶さ飯はん事じだろう。

　絡まれているのは新人さんらしいが、これも冒険者の洗礼というヤツだ。

　だが……。

「参ったな……。僕は新人じゃないんだけどね。これでも、結構名の知れた冒険者のつもりなんだけど……。この街には、仲間になってくれるプリーストを求めてやって来ただけなんだよ。見た限りだとギルドにプリーストはいないみたいだし、今日は宿に帰ろうかと思ってたんだけど……」

　と、そんな落ち着いた声が聞こえてくる。

「ああ？　名の知れた冒険者だあ？　俺はお前なんざ知らねえぞ？　俺だって、この街じゃちったあ名の知れた冒険者だ！」

「あんたの場合は悪名でしょ？　ねえ、止やめときなよ。この人多分、上級職のソードマスターだよ。それに、この人の持ってるのって魔ま剣けんだよ。凄すごい魔力を感じるもん」

　その声は、絡んでいるチンピラの仲間だろうか。

　女の子が止めようとする声が聞こえてくるが……。

「うっせー、黙だまってろリーン！　魔剣だか何だか知らねえが、そんなもんで俺がビビると思うなよ！　オラ、ちょっと面つら貸せや！　てめえ、名の知れた冒険者様なんだろ？　なら俺に稽けい古こをつけてくれよ！」

「……しょうがないな。それじゃ、外に出ようか。二人は宿で休んでいてくれ」

「分かったわ。じゃあ先に行ってるから、こんなチンピラなんてサクッとやっつけちゃってね」
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「卑ひ怯きようそうなヤツだし、油断は禁物よ？」

　どうやら話はまとまったようだ。

　ギルド内の注目を集めながら、騒ぎの主達が外へと出て行く。

　何だか面おも白しろそうな展開になってきたので私もそちらを見ようとするが……。

「ちょっとめぐみん、さっき自分で言ったんじゃない！　あの手の輩と目を合わせちゃダメだって！」

　小さな声で叫びながら、ゆんゆんがそちらを見られないように邪じや魔ましてきた。

「こんな面白そうな展開になってきたなら見み逃のがす手はありません。私にも見せてくださいよ」

「ダ、ダメだったら！　見た感じ、絡まれてた人が負ける事はなさそうよ。あのチンピラの人は、きっとすぐやられて帰ってくるわ。そんな中で目が合ったりしたら……」




「──ち、畜ちく生しよう、何なんだあのチート野や郎ろうは……。イケメンで、しかも強いってどういう事だよ……。おうコラッ！　お前ら何見てやがんだ、見せもんじゃねえぞ！」




　本当にすぐ帰ってきた。

　どうやらギルドを出て瞬しゆん殺さつされてしまったらしい。

「だから言ったじゃん、止めときなって。あんたの性格が歪ゆがんでるのは知ってるし、絡むなとは言わないけどさ……。まったく、もうちょっと相手見て喧けん嘩か売りなよ」

「わ、分かったよ、次からはもう少し弱そうなのを相手にするぜ……。いい女たくさん連れた、最弱職のカモとかが来ねえかなあ……」

　そんなロクでもない事を言いながら嘆なげくチンピラに、一いつ切さい目を合わす事なく。

　私達は絡まれない内に冒ぼう険けん者ギルドを後にした。




　　　　３




　──翌日。

「『エクスプロージョン』──ッ!!」

「またあんたかあああああ！」




　爆ばく裂れつ魔ま法ほうの爆ばく音おんに負けないぐらいの守衛さんの大声が、平原へと響き渡った。

　昨日に引き続き、今日も爆裂魔法を撃うちに来たのだが……。

「おいあんた、昨日言っただろうが！　意味もなく魔法ぶっ放さないでくれって！　ていうか、ここ最近突とつ如じよとして街の近くに出現した、いくつかのクレーター！　あれ、全部あんたがやったんだろ！　クレーターを埋うめるのだって人手がいるんだぞ！」

「で、でも、今日はちゃんと、言われた通りモンスター相手に魔法を使いましたよ。ジャイアントトードを一匹ぴき退治しました！　……なので、ちょっと起こしてもらってもいいですか？」

　私は地に伏ふしたまま、駆かけ寄ってくる守衛さんにお願いする。

　守衛さんはため息を吐つきながら私を抱だき起こし。

「なあ、カエルなんてものは俺でも簡単に倒たおせるんだ。門の近くに湧くカエルぐらい俺一人で十分だから、お嬢じようちゃんのその魔法は、もっと街から離はなれた場所で強いモンスター相手に撃ってくれないかな」

「私は、魔法を撃つと魔ま力りよく切れで動けなくなるのですが。街から離れた場所で身動き取れなくなると、集まって来たモンスター達にもれなく食われてしまいます」

「……お嬢ちゃんの場合、まずは仲間を探しなさい」

　それができれば苦労はしないのだけど──




　守衛のおじさんに別れを告げ、今日も魔力切れの気け怠だるい体で、トボトボとギルドに向かっていると。




　──なんだか、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「いやあああああああ！　いやよおおおおおお！　ねえなんで!?　どうしてこの私が、土木工事なんてしなきゃいけないの!?　もっとこう、私に似合った仕事をさせて！」

「そんな事言ったって、日払いで給料をくれる上に手っ取り早く稼げるバイトは、もうここしかないんだからしょうがねえだろ、ワガママ言うなよ！」

「いやああああああ！　せめて売り子を！　もう一度売り子のバイトをさせて！　今度こそ上手うまくやれる自信があるの！」

「その自信はどっから湧いてくるんだよ！　なあ頼たのむよ、俺だって本来ならこんな事せずにいきなりクエストとか請うけたいんだよ。でも、今の装備じゃ間ま違ちがいなく死ぬ。な？　仕事選んでないで、ここは一度働いてみようぜ。なんか最近、街のそばの平原の整地のために、土木作業員が不足してるんだと。おかげで、今の期間は給料がいいらしいんだよ。大だい丈じよう夫ぶ、お前なら楽勝だって！」

　声の主は、何かと縁えんのある騒がしい二人組だった。

　二人は、この街の土木事務所の前で揉もめていた。

　どうやら他ほかのアルバイトは軒のき並なみ空から振ぶりに終わったらしい。

　そして人手不足と稼ぎの良さを聞きつけ、ここにやって来た様だ。

　だが青あお髪がみの女の子は他の仕事がしたいのか、頑かたくなに中に入ろうとしなかった。

　ううむ、社会に適合できず、仕事に困っているのは私だけではないらしい。

「バカ言わないで！　この私を誰だれだと思っているの!?　土や埃ほこりに塗まみれた肉体労働なんて私には似合わないわ！　それに、食事だっていい加減美味おいしい物が食べたいの！　毎日毎日パンの耳！　どうして私が毎日あんな物を食べなきゃいけないの!?　私くらいの尊い存在になるとね、食べ物にだって気を遣つかわないといけないの！」

「俺と最初に会った時、お前、スナック菓が子し食ってたじゃねーか！　ほら、いつまでも駄だ々だ捏こねてないで行くぞ！　とっとと装備を調ととのえて冒険に行きたいんだよ！」

「いやああああ！　土木作業はいやああ！　あんた、元引き籠こもりのクセにどうしてそんなに前向きなのよー！」

　彼らも生きていくのに必死なのだ。

　ズルズルと引きずられていく女の子を見送りながら、私も仕事と仲間を探すべく、冒険者ギルドへ向かった。




　　　　４




　ギルドに入ってきた私を見て、突とつ然ぜん何人かの冒険者が立ち上がる。

　まるで、何かに怯おびえるかの様に。

　私が紅こう魔ま族ぞくだからだろうか。

　それとも、私にも冒険者としての貫かん禄ろくがでてきたのだろうか？

　口元をニマニマさせながらそんな事を考えていると、立ち上がった冒険者達が掲けい示じ板ばんの方に向かって行き、貼はり付けてあったメンバー募ぼ集しゆうの紙を引っぺがした。

　…………。

「すいません」

「はっ、はいっ!?　な、何でしょうか!?」

　掲示板の紙を慌あわてて剝はがした冒険者の一人に声を掛かけると、異常なまでに怯えられる。

「……お姉さん、今剝がした募集の紙を、ちょっと見せてもらってもいいですかね？」

「お断りします」

「見せろ」

　紙を後ろに隠かくして激しく嫌いやがるお姉さんから、無理やり紙をもぎ取ると、そこには……。





『魔ま法ほう使つかい職募集。当方四人パーティー。使える魔法は不問』






「ほう！　使える魔法は不問ですか！　これは都合が良いですね！　実はわたくし、フリーの魔法使いでして！」

「すすす、すいませんもう決まったんです、丁度今メンバーが決まって、それで紙を剝がした訳で……！」

　そんな事を言いながら逃にげようとするお姉さんを捕つかまえると。

「そんな言い訳はたくさんですよ！　何ですか、爆裂魔法使い差別ですか！　このギルドの冒険者総出で私をハブにするつもりですか!?」

「ち、違ちがうのよ！　爆裂魔法を差別してる訳じゃなくて、最近、その……。爆裂魔法を操あやつる紅魔族の子が、凄く……。モンスターを見ると、周りも見ずに出会い頭がしらに魔法をぶっ放す、頭がおかしい子だ、って噂うわさが……」

「その喧嘩買おうじゃないか！　この私の頭がおかしいだとか、私の魔法を見た後でもそんな悪口が言えるかどうか、試ためしてあげます！　……あっ、何をする、止やめろお！」

「店内での魔法の行使は困りますよ！」

　魔力がないにも拘かかわらずギルド内で魔法を唱えだした私は、ギルド職員や冒険者に取り押さえられ、そのまま奥へと連れて行かれた。




「──めぐみんさん、ダメですよ。街中では上級以上の魔法の行使は禁止されています。次に街中で魔法を唱えているのを見つけたら、警察署の方で寝ね泊とまりしてもらいますよ」

　いよいよお金がなくなったら、そこで厄やつ介かいになるのもいいかもなあと考える私は、もうダメなのだろうか。

　職員にこってりと絞しぼられた後、私は一人遊びに興じているゆんゆんの下もとに向かうと……。




「──い、嫌ですよ！　私の事を、誰にでもホイホイついてく様な、軽い女だとでも思ってるんですか!?」

「思ってません！　お願いしてるだけです！　お願いします、下心はないんです！　お袋ふくろを安心させたいだけなんです、ほんのちょっと恋こい人びとのフリしてくれるだけでいいんです！　病気のお袋が、死ぬ前に孫の顔が見たいって……！　それが無理なら、せめて息子むすこの嫁よめが見たいって……。俺がこんな事を頼めるのは、唯ゆい一いつの友人のゆんゆんさんしかいないから……！」

　そこでは私の見知らぬ男の人が、ゆんゆんに何度も頭を下げて、何事かを頼み込んでいた。

「ゆ、唯一の友人……。いやでもだって、そんな、恋人のフリだなんて！　私まだ13歳ですよ、成人だってしてませんから！」

　悩むゆんゆんに、男の人は。

「大丈夫、ただ挨あい拶さつするだけだから大丈夫！　何かする訳じゃないから大丈夫！　大丈夫！」

「本当に!?　ちょ、ちょっと待ってください、どうしてそんなに必死なんですか!?　やっぱりお断りさせて……」

「お願いだああああ！　お願いしますお願いします、デートだけでもいいんです、なんなら一時間、いや三十分だけでも！」

　悲痛な声で、とうとうゆんゆんを拝みだした男の人。

「いやだって、それってもう趣しゆ旨しが違って……！　病気のお母さんの前で恋人のフリするだけなんですよね!?　それがどうしてデートって話に……」

「お願いします、お願いしますお願いしますお願いします！」

　とうとう土下座を始めた男の人に。

「待って、待ってください、ちょっと待って……」

「お願いしますお願いしますお願いしますお願いします！　この通りですお願いします、少しでいいんですお願いします!!」

　とうとう根負けしたのか、ゆんゆんは若じやつ干かん怯えながらも困った様な表情で、土下座する男に告げた。

「うう……そ、それじゃ、す、少しだけ……なら……」

「いいんですかっ!?」

「いい訳ないでしょう。人の良さにつけ込んで、何をやってるんですかあなたは！　ちょっと警察呼んできますね！」

「な、何だあんたは!?　って、ああっ、例の頭のおかしい……！　待ってくれ、警察だけは勘かん弁べんしてくれ！　分かったから！　大人しく引っ込むからっ！」

　突如乱入してきた私を見ると、慌ててどこかへ逃げていく男の人。

　それをシッシッと追いやりながら、私はゆんゆんに詰つめ寄った。

「何をやっているのですかあなたは！　流されやす過ぎでしょう、いくら何でも！　あんなのに引っかかってどうするんですか！」

「だ、だってだって！　病気のお母さんが、恋人を……！」

「噓うそに決まってるでしょうそんなもの！　他には!?　私がいない間に、他にも誰かに変な事頼まれたりしていないでしょうね!?」

「へ、変な事は頼まれてないから！　いつもここに来る昼間からお酒飲んでるおじさんに、『これからはおじさんの事をお父さんって呼んでみてくれないかな』って頼まれたくらいで……」

「十分変な事を頼まれてるじゃないですか！　それはもちろん断ったんでしょうね!?　というか、今後そのおじさんに話し掛かけられても会話してはいけませんよ！　娘むすめが遠い街で知らないおじさんをお父さん呼ばわりしているなんて知ったら、本当のお父さんである族長が泣きますよ！」

　まったく、なんて隙すきの多い子なんだろう。

　この街に来て一週間程度でこんなに危なっかしい事になってただなんて。

　ゆんゆんは、そんな私の前に一枚の紙を取り出し、眺ながめ。

「だって、仕方ないじゃない。毎日毎日この酒場で一人で過ごしてるんだし、声かけられたりしたら、それがアクシズ教の勧かん誘ゆうでも話くらいは聞いちゃうわよ……」

「なんて物もらってるんですか、捨ててくださいそんな物！」

　私はゆんゆんの持っていた、アクシズ教団入信書を丸めて捨てる。

　これはいけない。

　コミュ障を治す訓練になるかと思って放ほうっておいたら、ぼっちをこじらせ過ぎて大変なところまで足を踏ふみ外しかけていた。

　でも、私も冒ぼう険けん仲間を探すのに手て一いつ杯ぱいで……。




　──閃ひらめいた。




「ゆんゆん。どうでしょうか。お互たがいに新しいパーティーメンバーが見つかるまでの間、一時的に私とパーティーを組みませんか？」

「えええええええ!?」

　私の誘さそいに、なぜかゆんゆんは必要以上に驚おどろいた。

　何か、そんなにおかしな誘いをしただろうか。

「でで、でも……！　私、あれだけの決心をしたばかりだし……！　あんな風に宣言した手前、まだ一週間ほどしか経たってないのに……その……」

　？　ゆんゆんは、一体何を言っているのだろう。

「どうしたのですか？　一いつ緒しよにパーティー組まないかと言っているだけなのに、何をそんなに悩むのです？」

　私の言葉にゆんゆんは、途と端たんに表情を引きつらせ。

「……ね、ねえめぐみん。こないだ私が言った事、ちゃんと覚えてる？　ほら、その……。私が上級魔ま法ほうを覚えたら、その時こそ決着を、ってヤツ」

「ああ、アーネスを倒たおした後、馬車の中で何かブツブツ言ってましたね。それが？」

　私が続きを促うながすと、ゆんゆんはみるみるうちに涙なみだを溜ためて。

「それが、って……。ちょっと待ちなさいよおおおおお！　何であんなに大事な約束を、コロッと忘れちゃうのよ！　いつもそうよねめぐみんは！　どこが紅魔族随ずい一いちの天才なのよ、大事な事は何一つ覚えられないアホの子じゃない！」

「なにおう！」

「店内での喧けん嘩かは困りますよ！」

　私とゆんゆんは、職員に本日二度目のお説教を食くらい、ギルドからつまみ出された。
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「まったく！　めぐみんは、どうしていつもこうなのよ！　記き憶おく力無いの？　爆ばく裂れつ魔ま法ほうを撃うつと、その衝しよう撃げきで記憶が飛ぶの？」

「まだ言うのですか！　今はもう外ですから、私が暴れても誰だれも止めませんよ！」

「な、何よやる気!?　魔ま力りよく切れでフラフラなクセに、今の状態で私に勝てると思ってるの!?」

　宿へと帰る道すがら。

　私達は、未いまだに罵ののしりあっていた。

「もう……っ！　一世一代の宣言だったのに、よりにもよって覚えてないだなんて……！　信じられない、本当に信じられないっ！」

　両手で顔を覆おおったゆんゆんが、ブンブンと首を振ふっている。

「分かりましたよ、忘れた私が悪かったです。それで？　大事な約束とはどんな事だったのですか？　もう一度言ってくださいよ」

「ええっ!?」

　何気なく言った一言に、ゆんゆんが顔を赤くする。

「ええっ、ではなく。その、大事な約束とは何ですか？　今度はちゃんと聞きますから。さあ、どうぞ」

　私は道路沿いの芝しば生ふに乗ると、そこに正座し、真面目まじめに話を聞く体勢になる。

　それを見て、ゆんゆんがますますオロオロしだした。

「いい、いやあの、あのね？　今はいいよ、うん、もういいよ、いいから！　また今度にしようよ」

「おい。さんざん人をアホの子呼ばわりしておいてどういう事ですか。何を恥はずかしがっているのか知りませんが、とっとと言ってください。今度こそ、ちゃんと聞きますから」

　真しん剣けんな表情で聞く体勢に入った私に、ゆんゆんがちょっとだけ泣きそうな顔で。

　だが、意を決した様に口元を引き締しめると……！

「それは、その……。わ、私が、上級魔法を覚えて、足手まといにならなくなったなら！　そしたら私と」




「失礼、そこのお方!!　ちょっとよろしいでしょうか！」




　ゆんゆんの言葉を遮さえぎって、燕えん尾び服ふくを着た執しつ事じ風のおじいさんが突とつ然ぜん声をかけてきた。

「よろしくないですよ。良いところでなんなんですか、向こう行ってください」

「そ、そうおっしゃらず！　実は、人を捜さがしておりまして！」

　おじいさんの言葉に、私とゆんゆんは顔を見合わせる。

「実は、当家のお嬢じよう様さまが見合いを嫌いやがり家出しまして……。通りすがりの方にこんな事をお願いするのも申し訳ないのですが、どうか捜そう索さくにご協力を……！　この国において、美しい金きん髪ぱつ碧へき眼がんは純血の貴族の証あかし。お嬢様は、長い金髪を後ろでまとめておられます。それらしい方を見つけましたなら、ダスティネス家までご一報くださいませ。その際にはぜひお礼をさせて頂きますので……！」

　おじいさんは、そう言ってペコリと頭を下げてくる。

　ダスティネス家といえば、一いつ般ぱん常識に疎うとい私ですら知っている大貴族だ。

　そこのお嬢様が家出だなんて、一大事なのではないだろうか。

　お嬢様というからには、きっと可か憐れんで清せい楚そな人なのだろう。

　華きや奢しやで小こ柄がらで心優やさしい女の子を思い浮うかべ、そんな貴族の令れい嬢じようを見てみたいという想おもいと共に、大貴族の用意するお礼も凄すごく気になった。

「お任せください、それらしい人を見つけたらちゃんと保護しておきますので」

「ありがとうございます、お願い致いたします！」

　そのおじいさんは、それだけ告げると他ほかの通行人の下もとへと駆かけて行く。

「ゆんゆん、行きますよ！　金欠な私達にとって、迷えるお嬢様の保護は最優先です！」

「ね、ねえ！　私は別に金欠じゃないんだけど！」

　ゆんゆんを連れ、私も駆け出した──！




「──疲つかれた……。結局、お嬢様は見つからなかったね……」

「くっ……！　ダスティネス家からの金きん一いつ封ぷうを期待して、あれだけ街中を捜し回ったというのに！　お嬢様は一体どこに隠かくれているのでしょうか……」

　街をあちこち回ってみたものの、何の手て掛がかりもなく宿へ帰ってきた私達は、家出中のお嬢様の身を案じていた。

　なにせ相手は貴族のお嬢様なのだ。

　家を飛び出したはいいものの、どうしていいか分からずに、怖こわくてどこかに隠れているのかもしれない。

　悪い男に力ちから尽ずくで連れさられたりしてはいないだろうか。

　金髪碧眼は珍めずらしいから、すぐ見つかるかと思ったのだが……。

　この街で見かけた金髪の人といえば、ゴツい鎧よろいを着て、「森に悪あく魔まが現れたそうだ！　女め神がみエリスの名の下に、悪魔なぞぶっ殺してやる！」と物ぶつ騒そうな事を叫さけびながら、銀ぎん髪ぱつの女盗とう賊ぞくと共に街を飛び出していったお姉さんのみ。

　結局、可憐な貴族のお嬢様なんてどこを捜しても見当たらなかった。

「……仕方ありません。やはり、そんな幸運に頼たよるのではなく！　明日あしたから、二人でクエストに出かけますよ！」

「結局、私達ってパーティー組むの!?　ねえ、私、あれだけ意味深に、上級魔法を覚えるまでは……って言ったのに！　ねえ、以前言ったあのセリフ、結構勇気を出して言ったんだけど！　本当に覚えてないの!?」
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　翌日の朝。

　早くから冒険者ギルドにやって来た私達は、まだほとんど冒険者がいないのをいい事に、掲けい示じ板ばんにあるクエストを片っ端ぱしからチェックしていた。

　私とゆんゆんだけではモンスターと遭そう遇ぐうした時に守りきれないと判断し、ちょむすけは宿に置いてきている。

「ねえめぐみん、まずは無難なところでこれなんかいいんじゃない？」

　そう言ってゆんゆんが差し出してきたのは、この街での基本中の基本依い頼らい、ジャイアントトードの討とう伐ばつクエスト。

　繁はん殖しよく力の強い巨きよ大だいなカエルは、この街の食しよく糧りよう事情を支えるモンスターとしても知られている。

　一応それは保留として。

　私はザッと掲示板に目を通すと……。


『街の郊こう外がいにある屋や敷しきの墓掃そう除じ』

『平原のクレーター埋うめのための土木作業員募ぼ集しゆう』

『共同墓地でのゾンビメーカー討伐』

『家出したお嬢様の捜索』



『湖の水質調査。土木工事の急な増加により、廃はい棄きされた土ど砂しやが湖に流れ込んでいるとの報告有り』等々……。

　ううむ、どうしたものか。

　私達は魔ま法ほう使つかい二人組のパーティー。

　ここは高い火力を活いかしての討伐系クエストを請うけるべきだろう。

「では、最近美味おいしいと噂うわさの、森にでも行きましょうか」

「ええっ!?　森には、賞金までかけられる程ほどの悪魔型モンスターが出るって、あれだけ警告されたのに!?　私達二人しかいないんだからさ、まずは無難に、弱いモンスターばかりの平原に行こうよ！」

　その、悪魔型のモンスターの賞金とやらが狙ねらいなのだけれど。

　でも、ヘタレなゆんゆんにそれを告げるとまたギルドで一人遊びに興じ出す恐おそれがある。

　仕方ない、最初は平原で雑魚ざこを相手に自信を付けさせて──！




「──おっと、今日は仲間連れかいお嬢じようちゃん。良かったね、お連れさんがいるなら安心だよ。街から離はなれた所でなら、遠えん慮りよなく魔法を撃ってくれ」

　街の入り口を通る際に、守衛のおじさんに声をかけられた。

　どうやら、既すでに顔を覚えられてしまったらしい。

　門を通り過ぎてしばらくすると、ゆんゆんが目をキラキラさせながら。

「ね、ねえめぐみん、いつの間に守衛さんに覚えられるほど活かつ躍やくしてたの？　無む駄だにウロウロしているだけかと思ってたわ」

「し、失礼な！　コミュ障のゆんゆんと一緒にしないでください。ゆんゆんが寂さびしい遊びに興じている間に、既に私はこの街で、そこそこ顔が知られるようになったのですよ。冒ぼう険けん者ギルドにおいても、私の顔を知っている人達が結構いますよ」

「いつの間に!?」

　驚おどろくゆんゆんを尻しり目めに、私は獲え物ものを探して平原を歩いて行った。




　……噓うそは何一つ言っていないはずだ。




「──『ファイアーボール』ッ！」

　ゆんゆんの魔ま法ほうが平原にたむろしていたカエルに炸さく裂れつした。

　爆裂魔法には遠く及およばないが、それなりの爆ばく音おんを響ひびかせて、辺りのカエル達を黒くろ焦こげにする。

　カエルの焼ける香こうばしい匂においに少しだけお腹なかが空すいてきた。

「……ゆんゆん、塩とか持っていませんか？」

「いきなり食べる気!?　ダメよ、このカエルはギルドに買い取ってもらうんだから。カエルの運賃も含ふくめて、買い取り価格が一匹ぴき五千エリス。五匹ひき倒たおすと討とう伐ばつ報ほう酬しゆうが追加でもらえるそうだから、結構美味しい稼かせぎになるんじゃないかな」

　ゆんゆんの言葉に、私は焦げたカエルを見る。

　辺りに倒たおれ伏ふすカエルは三匹びき。

　これで買い取り額が一万五千エリスだ。

　後二匹ひき狩かれば、追加で十万エリスがもらえるらしい。

　ギルドからも、カエル狩がりは美味しいクエストだと聞いていたが、確かに儲もうかる。

　儲かるのだが……。

「では、そろそろ自信もついた事ですし。ギルドに、倒したカエルの回収依頼を出した後、森に行ってみましょうか」

「早くない!?　まだ一戦せん闘とうを終えただけなんだけど！」

　驚くゆんゆんを諭さとす様に。

「軽く戦闘をしてみて分かりました。やはり、私達紅こう魔ま族ぞくの扱あつかう魔法は相当強力な様です。ここで雑魚を相手にするのではなく、もっと強敵を相手にしましょう。雑魚ばかり倒していてもなかなかレベルも上がりませんし」

「それはそうなんだけど、めぐみんは何もしてないじゃない！　ねえ、まともに戦えるのって私一人なのよ？　私達の場合、森に入ると絶対例の悪魔に遭遇すると思うんだけど……」

「遭遇したら好都合です。考えてもみてください。私は、あのアーネスをも倒したのですよ？　アーネスは、あれでも上位悪魔。それに比べれば、森をさまよっている野の良ら悪魔なんて大した事ありませんよ。ゆんゆんが雑魚を引き受け、例の悪魔が現れたなら私が仕留める。これでどうでしょうか」

　自信たっぷりな私の言葉に、ゆんゆんが胡う散さん臭くさい物を見る表情を浮かべ。

「……大だい丈じよう夫ぶかなあ。めぐみんが自信満々な時って、大たい概がい上手うまくいかなかったりするんだけど……」

「し、失礼な！　それにほら、例の悪魔を退治できれば、きっと他の冒険者達に感謝されますよ。その暁あかつきには、ウチのパーティーに入ってくれとか言われたり……」

「…………行く」

　行く事になった。




　　　　７




　鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂しげる森の中を、ゆんゆんを前にしてどんどん奥へと進んでいく。

　ここまでは特にモンスターに遭遇する事もなく順調だ。

「こないだ私が森に来た時には、スライムだのモモンガだのが襲おそってきたのに、今日はなにも出ませんね」

「モモンガ？　この森にはモモンガがいるの？　ムササビとかモモンガって、なんか可愛かわいいよね」

　あのモンスターの恐ろしさを知らないゆんゆんが、そんな吞のん気きな事を言ってくる。

　ゆんゆんも、一度おしっこひっかけられればいいと思う。

「っと、言ってるそばから来ましたよ！」

　前方の茂みからガサリと音がし、私は警告の声を発した。

　それにゆんゆんも警けい戒かいし、腰こしから短たん剣けんとワンドを抜ぬく。

　私達の前に飛び出してきたのは……！

「か、可愛いっ……!!」

　ゆんゆんが目を輝かがやかせて力の入った声で呟つぶやく。

　現れたのは、子犬くらいの大きさの、つぶらで愛らしい瞳ひとみをした、フワフワの毛皮を持つウサギだった。

　だが、額には角が生えている。

　こんな可愛い姿をしていても立派なモンスターなのだろう。

「ゆんゆん、これはギルドの職員さんから特に気をつけるようにと注意を受けていたモンスター、一ラブ撃リーウサギラビツトですよ。可愛いからって油断は禁物です、注意しながら退治してください」

「ええっ!?　か、狩かるの!?　こ、この子を!?」

　私の言葉にゆんゆんが涙なみだ目めになる。

　そんな目で訴うつたえかけられても、相手はモンスターなのだ。

　私達が冒険者である以上……！

「きゅー……」

　と、目の前のウサギが鳴いた。

　続いて小さく小首を傾かしげる。

　こ、こんなに可愛くてもモンスターはモンスター。

　油断は禁物で……！

　と、一撃ウサギはよちよちという表現が似合う、おぼつかない足取りでゆんゆんの足あし下もとに近づいてくる。

「か、可愛い……！　どうしよう、めぐみん、可愛い！　この子、凄すごく可愛いんだけど！　この子がモンスターだなんて何かの間ま違ちがいよ！　だってこんなに可愛いし！」

「しっかりしてください、職員さんが注意を促うながしていたモンスターですよ、それに一撃ウサギなんて物ぶつ騒そうな名前も気になります、油断は……」

　と、言いかける私を一撃ウサギは、赤い瞳をうるうるさせてジッと見つめ。

「きゅー？」

　構ってくれないの？　と言いたげな態度で小首を傾げた。

　……撫なで回したい。

　抱だきしめて、思い切り撫で回したい！

「ほら、野菜スティックがあるよー。おいで、おいでー」

　既に陥かん落らくしたゆんゆんが、お昼に食べようと思っていたのか、野菜スティックを取り出し地面に放ほうってやっている。

「ズルいです、私にも餌えさを……」

　あげさせてください、と言おうとした時だった。

　目の前のウサギが野菜スティックには目もくれず、よたよたとゆんゆんに近づく中。

　ウサギが現れた茂みから、ガサガサと複数の音がした。

「「…………？」」

　私達は顔を見合わせ、そっと茂みの奥を覗のぞいてみると……。

　そこには、真っ白いウサギ達が大きな何かに群がっていた。

　ウサギ達はそんな所で、一体何をしているのだろう？

　……よく目を凝こらしてみると、それが何かに気がついた。

　恐らくは、鋭するどい角で突つかれたのだろう。

　地面に横たわっていたのは、体中に穴を開けられ絶命している、大きな灰色の狼おおかみだった。

　そしてそれに群がるウサギ達。

　それはつまり……。

「「肉食!?」」

　私達が声を上げると、ウサギ達が一いつ斉せいにこちらを振ふり向く。

　と、今までおぼつかない足取りで私達に近づいていたウサギの目がギラリと輝いた気がして、咄とつ嗟さに伏せた。

　一いつ拍ぱく遅おくれ、私の頭の上を白い何かが通り過ぎる。

　それと同時に聞こえてきたのは、スカーンという、木の幹に何かが突き立つ音。

　恐る恐る振り向くと、そこには私の帽ぼう子しを串くし刺ざしにして、木の幹に角を刺さしたままもがくウサギの姿。

　角が刺さったままジタバタともがくウサギに駆かけ寄り、その首をキュッと絞しめる。

　ぐったりと動かなくなったウサギを抜き、帽子を回収した私は。

「ゆんゆん、こいつらえげつないモンスターですよ！　愛らしさを振りまきながら、無害なふりして不ふ意い討うちしてきましたっ!!」

「可愛い顔しながらきゅーなんて鳴いておいて、なんて悪あく辣らつなモンスターなの!?」

　ウサギの群れが、私達に襲い掛かかってきた！
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　ウサギの群れから何とか逃にげ出した私達は、切り株を見つけ休きゆう憩けいしていた。

「ああ、なんて事でしょうか、帽子に穴が……。宿に帰ったら、針と糸を借りないと……」

　帽子を抱だいてさめざめと嘆なげく私に。

「はあ……はあ……。こ、怖こわかった……。あんな可愛い顔した生き物が、群れを成して殺しにくるのは、気の弱い人だとトラウマになるわね……」

　魔法を連発したせいで魔ま力りよくを激しく消費したゆんゆんが荒あらい息を吐はきながら、青あお褪ざめた顔で言ってきた。

　確かに恐おそろしい相手だった。

　あの、最初によちよちと歩いてきたのは演技だったらしい。

　あの後、私達を追いかけてきた時の足の速さといったら……！

「ウサギの数が多かったせいで逃げ出してしまいました。せっかく倒したウサギも持ち帰れませんでしたね。これではウサギ肉の買い取り報ほう酬しゆうがもらえませんよ」

「って言っても、めぐみんはさっきの殺人ウサギの下もとに戻もどりたい？　私は嫌いやよ。あんな可愛い顔しておきながら、集団で狼を囓かじってたのよ。最初にあれを見た時は泣きそうになったわ」

　それは同感だ。

　私も、ちょっとあそこには戻りたくない。

「ねえめぐみん、今日のところはもう帰ろう？　私も、さっきの戦闘で結構魔力を使ったし。せめて、戻って平原で狩りをするとか」

　ゆんゆんの提案に、私は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　しばらく休憩を取った後、先ほどのウサギとの遭そう遇ぐう地点だけは避さけ、遠回りしながら街へと向かう。

「そういえば、さっきのウサギをたくさん退治したからレベルが一つ上がったわ。この調子なら、上級魔ま法ほうを覚える日もそんなに遠くはないかもね」

　ゆんゆんが、嬉き々きとして言ってくる。

「……やっぱり明日あしたからは、弱い敵しかいない平原を中心に狩りをしましょうか」

「な、なんで？　ねえ、私に抜かれたくないから？　そうでしょ？　そうなんでしょう！」

　ゆんゆんが肩かたを摑つかんでユサユサと揺ゆさぶってくる中、私はふと気がついた。

「……？　何かがこちらに向かってきていませんか？　何やら音がするのですが」

　それは、微かすかな地じ響ひびきというか。

「……？　言われてみれば。何かな？　モンスター？　丁度いいわ、このまま倒たおしてもう一つくらいレベルを上げて……」

　遠くから聞こえてくる音に、ゆんゆんも気づいた様だ。

「ズルいですよ、次は私が相手をします。ゆんゆんは待機していてください」

「何言ってんのよ、めぐみんは悪あく魔ま型のモンスターが出た時の切り札なんでしょ？　いくら私に追いつかれたくないからって……。……ねえ、ちょっとおかしくない？」

　ゆんゆんが、言いながら不安げな表情を見せる。

　確かにおかしい。

　というのも、地響きの数というか……。

「何だか嫌な予感がします。ここは一いつ旦たん引きましょうか。戦せん闘とうは回かい避ひの方向で」

「そ、そうね。今日はもう、たくさん戦ったし十分よね。帰って、カエルを買い取ってもらったお金でご飯でも食べましょうか」

　ゆんゆんが言ってくるが、音はどんどん大きくなってくる。

　それは、モンスターの集団が迫せまってきている様な……！

「に、逃げますよゆんゆん！　これはダメなやつです、ここに留とどまるとヤバいです！」

「ま、待ってよめぐみん！　置いてかないで……、ああっ！」




　迫っていた音が、いつの間にか止やんでいた。

　辺りがシンと静まり返る中、背後の茂しげみで音が鳴る。

　そこからひょこりと飛び出してきたのは……。




　先ほど戦った、一撃ウサギだった。




　私達を追っていたのか、それとも何かに追われていたのか。

　目の前のウサギには、既すでに先ほどまでの愛らしさなど欠片かけらもなく。

「「「「「きゅー！」」」」」

　後から次々と湧わき出したウサギ達が、赤い目を輝かがやかせ、一斉に鳴き声を上げた。

「めぐみんめぐみん、数が多いよ『ライトニング』ーッ！　どど、どうしたらっ！」

「なな、なんとか時間を稼かせいでください、私がまとめてなぎ払はらいますからっ！」

　襲おそい掛かってきた先頭のウサギに魔法を放つゆんゆんにそう言い、杖つえを構えて魔法を唱える。

「ねえ、こんな森の中で爆ばく裂れつ魔法なんて使って怒おこられない!?　私だって、森の中での火災を避けるために、ファイアーボールは使わないでいるのに！　『ブレード・オブ・ウインド』ー！」

　ジリジリと下がりながら魔法を唱えるゆんゆんに、一匹ぴきの一撃ウサギが飛び掛かる。

　ゆんゆんが咄嗟に抜ぬき放った短たん剣けんが、ウサギの角と打ち合い火花を散らした。

「ここで使わなかったなら、私達がウサギに食われます！　自然破は壊かいが何ですか、そんなものが怖くて爆裂魔道師などやってられません！　ゆんゆん、伏ふせてくださいっ！」

「えっ!?　ちょっ……！　待っ……!!」

「『エクスプロージョン』──ッッッッ!!」

　かなり間近まで迫ってきていたウサギ達に向け、多少巻き込まれるのは覚かく悟ごで魔法を放つ。

　杖の先から閃せん光こうが迸ほとばしり、ウサギの群れの最さい奥おうに突き刺さった。

　一いつ拍ぱく置いた後、猛もう烈れつな爆ばく炎えんと共に辺りの木々が吹ふき飛ばされる。




　私とゆんゆんは、吹き荒あれる爆ばく風ふうに為なす術すべもなく翻ほん弄ろうされると──
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「──い。……い人間。……おい人間。生きてるか？」

　遠くから、声が聞こえる。

　どうやら、しばらく意識を失っていたらしい。

　今の自分は、地面に横向きになって倒れている様だ。

　ほっぺたに木の枝か何かが当たって痛い事から、ここはまだ森の中らしい。

　うっすらと目を開けると、目の前にはゆんゆんの寝ね顔がおがあった。

　ボーッとする頭で目の前のゆんゆんの頰ほおをペシペシと叩たたく。

　辛つらそうに顔をしかめるゆんゆんを見て、ちゃんと息がある事にホッとした。

　気を失っていたのはどれくらいだろう。

　爆裂魔法を放ったのに、身を起こそうと思えばなんとかなる程度には魔力が回復している事から、少なくとも短い時間ではなさそうだ。

「目が覚めたか？　お前、その瞳ひとみは紅こう魔ま族ぞくか？」

　頭上から声が聞こえる。

　ひょっとして、気を失っている間、この声の主が私達を守っていてくれたのだろうか。

「……うう、痛いたたた。……？　ここ、どこ？　体のあちこちが痛いんだけど……」

　ゆんゆんが顔をしかめて目を覚まし、そのまま身を起こそうとする。

　私も体を起こしながら──




　先ほどからの、声の主を振り向くと。

「ええ、私は紅魔族のめぐみんと申しま──」

　振り向いた先の相手を見て、私はそのまま固まった。

　隣となりでは、怠だるそうなゆんゆんが同じく身を起こしながら。

「……？　どうしたのめぐみん、変な顔して。……って、あーっ！　思い出した！　ちょっとめぐみん、あんな至近距きよ離りで魔法を放つなんて、一体何考えて……、ねえ、ちょっとどうした……の……？」

　食ってかかろうとしたゆんゆんは、固まっている私を見て、その視線を声の主へと──




「よう、ちょっといいか？　俺様はホーストってもんだが……。実はこの辺りで、真っ黒で巨きよ大だいな魔ま獣じゆうを捜さがしてるんだが。……って、あれ？　おいお前、どこかで見た顔だな。いや、誰だれかに似てるっていうか……」




　そこにいたのは悪魔だった。




　金属の様な光こう沢たくを放つ漆しつ黒こくの肌はだ。

　蝙蝠こうもりを思わせる巨大な羽。

　オーガーですらねじ伏せそうな体たい軀くを持ち、角と牙きばが禍まが々まがしさを際きわ立だたせている。

　上位悪魔。

　どこからどう見ても最終ダンジョンに住んでそうなその悪魔は、私達と目が合うと。

「……我が名はホースト。でっけえゴブリンではなく上位悪魔にして、やがてはとあるガキに使し役えきされる予定の者。……どうだ？　俺様の挨あい拶さつは。お前ら紅魔族だろ？　こんな感じの挨拶が」

「「ああああああああああああああああ！」」

　ニンマリと牙をむき出しにして笑う悪魔を見て、私達は悲鳴を上げて逃にげ出した。
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　一体どれだけの距離を走ったのだろう。

　いつの間にか森を抜けた私達は、あの悪魔が追って来ない事を確かく認にんすると、その場に崩くずれ落ちるようにへたり込んだ。

　よほど怖こわかったのか、涙なみだで目を腫はらしたゆんゆんが。

「はあ……はあ……！　な、ななん……、なんなのよアレ！　悪魔よ悪魔、それもとびっきりの上位悪魔！　めちゃくちゃ凄すごそうで怖そうなのが！」

「はあ……はあ……。正直こんな所に出しゆつ没ぼつする悪魔という事で、舐なめてました。あんな大物が現れるとは……」

　正直言って、一人で遭遇していたら失禁していたかもしれない。

　一応、以前戦ったアーネスも上位悪魔といえば上位悪魔なのだが、なんというか見た目が怖い。

　今思えば、あんなのと遭そう遇ぐうしてよく逃げ切れたものだ。

　段々落ち着いてきたのか、ゆんゆんが。

「ねえめぐみん。あの悪魔、何かおかしな事言ってなかった？　紅魔族がどうとか、巨大な魔獣を捜してるとか……」

「よく覚えてませんよ、それどころではありませんでしたしね。誰かに似てるとか言われた気がしますが。……まあ、何にせよ。あんなのと遭遇して命があっただけでも儲もうけものです。当分の間、森に入るのはごめんですよ」

　深々とため息を吐つく私に、ゆんゆんが青い顔で頷うなずいた。

「今日はもう疲つかれちゃった……。ねえ、帰って休もう？」

「そうしましょうか……。と、その前に。ちょっとギルドに寄って、カエルを売ばい却きやくした報ほう酬しゆうをもらいましょう。ついでに、あの悪魔の報告もしなくては」

　しばらくの間平原と森の境目で休んだ後、私達は街へと向かった。




　──今日は朝早くから出かけたのに、平原と森での狩かりで、いつの間にかかなりの時間が過ぎていたらしい。

[image: ]

　辺りが夕ゆう陽ひで染まる中、私達は冒ぼう険けん者ギルドの扉とびらを開いた。




「本当なんだって！　街近くの丘おかの上に放置されてた廃はい城じようを、そいつがジーッと見てたんだってば！　そのまま、首の無い馬が引く戦車に乗って、そいつはどこかに……！」




　ギルドの中は時間帯のせいか、そこかしこで冒険者達がお酒を呷あおって騒さわいでいた。

　私達はあちこちで罵ば声せいが飛び交かう中を、受付へと歩いて行く。

「すいません、報酬の受け取りに来たのですが……」

「あら、めぐみんさんとゆんゆんさんね。カエルの回収は終わってるわよ。三匹びきで一万五千エリスですね。少々お待ちください」

　私達に報酬を用意してくれる受付のお姉さんに。

「あのう……、ついでに、一撃ウサギの討とう伐ばつ依い頼らいはないのですか？　森に入った際に、結構な数を倒たおしたのですが」

　そう言って、倒したモンスターが記き載さいされている冒険者カードを差し出した。

「うーん、一撃ウサギは本来、森の奥に住むモンスターなのよね。だから、普ふ段だんは被ひ害がいなんてないから討伐依頼は出てないのよ……。でも、最近は街の近くでも目もく撃げきされてるから、その内討伐依頼の対象になるかもね」

　ううむ、残念。

　……と、もう一つあった。

「実は私達、森で例の悪あく魔まに遭遇したのですが。アレは、上位悪魔です。まず自分から上位悪魔だと名乗れる程ほどの知能がありましたし、あの巨きよ体たいに威い圧あつ感かん。大物の悪魔なのは間ま違ちがいありません」

　その言葉にお姉さんの表情が強こわ張ばった。

「あと、真っ黒で巨大な魔獣を捜してるとか言ってました。話は通じましたし、いきなり襲い掛かかってくる事はなかったので、もしかしたら友好的な悪魔なのかも……」

　続くゆんゆんの言葉に、お姉さんが首を傾かしげる。

「真っ黒で巨大な魔獣、ですか？　……その魔獣に一つ、心当たりがありますね。初心者殺しと呼ばれる危険度の高いモンスターが、大きな体軀を持ち、毛並みも真っ黒なんですよ。なぜそんなものを捜しているんでしょうか。ペットとして飼ってるとか……？」

　お姉さんはしばらく悩なやみ。

「ああ、お二人とも情報ありがとうございます。しかし、上位悪魔に初心者殺しですか。これは危険なんてものではありませんね。調査が済むまでは、森への立ち入りを完全に禁止するかもしれません。お二人も、あまり森へは立ち入らない様にお願いしますね」

　そう言って、お姉さんはカエルの報酬を渡わたしてくれた。
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「なんか、随ずい分ぶん大おお事ごとになっちゃったわね」

　寝ね泊とまりしている宿屋への帰り道。

　ゆんゆんが、ポツリとそんな事を言ってきた。

「遭遇したタイミングがマズかったですね。魔ま力りよくを使い果たした後でしたから。そうでなければ、出会い頭がしらに一発撃うち込んでやれたものを……」

「止やめて！　あんなの相手に勝てないから！　なんかあの悪魔、爆ばく裂れつ魔法にすら耐たえられそう！」

「……ほう、それは私に対する挑ちよう戦せんですか？　いいでしょう、明日あしたは予定を変へん更こうして再び森へ……」

「嫌いやよ！　絶対森には入らないからね！　行くのなら一人で行ってよ!?」

　そんな事を言い合いながら歩いていると、私達は土木事務所の前を通りかかった。




「ど、どうもです……。親方、お疲れ様でした……」

「親方、お疲れ様でしたー！」




　事務所の入り口から、妙みように気になる見慣れた二人が現れた。

　どうやらあの二人は、丁度仕事が終わったところらしい。

　男の子の方はぐったりと疲れ果て、昨日、あれだけ土木工事の仕事を嫌がっていた青あお髪がみの女の子の方は、凄く充じゆう実じつした笑え顔がおで挨拶している。

　男の子が、ヨロヨロしながら。

「なあ、明日からは別の仕事を探さないか……？　お前の言ってた通りだわ、土木作業なんてやってられねえ……」

　そんな弱音を吐はく男の子に、

「何言ってんのよまったく。これだからヒキニートは。初日からいきなり仕事を投げ出してどうするの？　ほら、もらったお給料でお風ふ呂ろに行ってサッパリして、美味おいしいご飯を食べて！　また明日から頑がん張ばりましょう！」

　と、目をキラキラさせながら、女の子が拳こぶしを握にぎった。

　どうやら、働く喜びを見つけた様だ。

「立ち止まってどうしたの？　あの人達、めぐみんの知り合い？」

「……いえ、知らない人達です。何でもありません、行きましょうか」

　ゆんゆんを促うながすと、私達も宿へと向かう。

　……そう、よく見かけるが、知らない人達。

　でも、何だか彼らはいつも楽しそうで。

　ちょっとだけ、気になってしまう。

「ねえ、私、キンキンに冷えたクリムゾンビアーとか飲みたいわ！」

「お、おい、それって酒か？　俺達が酒なんか飲んで大だい丈じよう夫ぶなのか？　この国の法律とか条例ってどうなってんだよ」

「まったく、小心者ねえ。それじゃ、今日のところは冷たいネロイドで我が慢まんしておくわよ」

「ねろいど？　なあ、ねろいどって何？」

　女の子は、それには答えず。

「お腹なか空すいたしとっとと行くわよ！　知ってる？　公衆浴場は大体このくらいの時間から開くのよ？　今の時間帯なら一番風呂かも！　先に行ってるわよ！」

　叫さけぶと同時、駆かけ出した。

「あっ！　おい待てよ、なんだよねろいどって！　っていうか、そんなに走るとまた転ぶ……」

　男の子が言い終わる前に、女の子がすっ転んだ。

「……めぐみん、あんまり見ないでおいてあげた方が……」

「そ、そうですね、行きましょうか」

　転んだ拍ひよう子しに給料袋ぶくろがどこかにいったと泣き叫ぶ、女の子の声を聞きながら。

　私達は、宿へと帰った。




　──今日は本当に色々あった。

　ゆんゆんとのクエスト探しに始まり、カエル狩がりにウサギ狩り。

　そして出会った上位悪魔。

　……あの悪魔は何だったのだろう。

　私の顔を見て、誰だれかに似ているとか言っていたが……。

　確か、真っ黒で巨きよ大だいな魔ま獣じゆうを捜しているのだったか。

　今思えば、もうちょっと話を聞いてあげてみても良かったかもしれない。

　私は自室のドアを開けながら、そんな事を──




　と、部屋に入った私は即そく座ざに飛び出し、ゆんゆんの部屋をノックした。




「ゆんゆん、すいません来てください！　ちょむすけが！　部屋に帰ったら、我が家の真っ黒で小さな魔獣が、ぐったりしているのですが！」

「餌えさは!?　ねえ、朝早くから今まで、ずっと部屋に閉じ込めてたんでしょう!?　水や餌はちゃんと置いてったんでしょうね!?」
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　今朝はギルドの中がいつになく喧けん噪そうに包まれていた。

「三班にもプリーストが欲しい！　プリーストが二名以上参加している班から、こっちに一人回してくれ！」

「魔法使いはいないかー!?　ポーションの数が足りない、ポーション作れる魔法使いはこっちに来てくれー！」

　あの悪あく魔まの事をギルドに報告してから一週間。

　調査のため森への立ち入りが禁止され、冒険者達は美味おいしい稼かせぎ場を失った。

　最初は皆みんな、大人しく平原などで狩かりをしていた。

　が、血の気の多い冒険者達がいつまでも大人しくしている訳がない。

　森へ入る許可はまだかとせっつかれたギルドは、悪魔の討とう伐ばつを決め、討伐隊を募つのる事になったのだ。

　腕うでに自信のある冒険者達は、稼ぎ場を奪うばわれた鬱うつ憤ぷんを晴らすべく、朝から準備に追われていた。

　そんな、慌あわただしい冒険者達を眺ながめながら。

「──またえらい騒さわぎになりましたね」

　私は、ワンドを握にぎり締しめて緊きん張ちようしているゆんゆんに呟つぶやいた。

「ど、どうしてそんなに落ち着いていられるの!?　めぐみんだって見たでしょ、あの悪魔を！　強いモンスターが溢あふれてる紅こう魔まの里の近くにだって、あんなに凶きよう悪あくそうなモンスターはいないわよ！」

　聞き咎とがめたゆんゆんが、泣きそうな顔で言ってくる。

「そんなに嫌なら、ゆんゆんはここで待っていても良いですよ？　というか、さすがにこれだけの数の冒険者がいれば後おくれを取る事はないですし。百人はいかないにしても、この数は二十や三十ではきかないのではないでしょうか。この討伐隊は、参加するだけでも報ほう酬しゆうが出ます。最さい後こう尾びをついてくだけでもお小こ遣づかいがもらえるのですから、これを見み逃のがす手はありませんよ」

「そ、そんな事……！　め、めぐみんが参加するんだったら、ほっとけないし……」

「何か言いましたか？　言いましたよね？　ほらほら、もっと大きな声で言ってくださいよ」

「聞こえてたんでしょ!?　ねえ、聞こえててもう一度言わせようとしてるわよね!?」

　耳まで赤くし、両手で顔を覆おおってテーブルに突っ伏すゆんゆんを、ニヤニヤしながらユサユサと揺ゆさぶり、私は改めてギルド内を見み渡わたした。

　朝からここにいたらしいゆんゆんの話では、綺麗だが顔色の悪いお姉さんが、大量のポーション類を差し入れとして持ってきたらしい。

　そのお姉さんは、『これで当分はパンの耳と砂糖水です……』と、悲しげに呟いていたらしいが。

　これだけの人手と支し援えんがあれば、あの上位悪魔相手でも大だい丈じよう夫ぶだろう。

「まあ、悪魔討伐に参加する理由は、報酬だけが目当てではないのですがね。考えてもみてください。この討伐で活かつ躍やくすれば、自分からパーティーに入れてと頼たのまなくても、他ほかのパーティーから引っ張りだこですよ。きっと、スカウトの嵐あらしです」

　それを聞き、ゆんゆんの表情がぱあっと明るいものになる。

「しかも今回の討伐には、かなり名の売れた冒険者グループが二組も同行するらしいですよ？　なんでも、片方は魔剣を携えたイケメンが率いるパーティーで、もう一組は……」




　と、その時だった。




「おいおい、ひょっとしてお嬢じようちゃん達も参加するのか？　勘かん弁べんしてくれよ、遠足に行くんじゃないんだぞ？」

「ちょ、ちょっとレックス、よく見なさいよ。この子達紅魔族よ？　きっと、あんたよりよっぽど腕が立つわよ」

　横合いから、私達に突とつ然ぜん声をかけてきた二人の男女。

　大おお柄がらで、鼻に大きな引っ搔かき傷を持つ男の人と、綺麗だが、鋭するどい目付きの気が強そうな女の人。

　確か、この二人が所属しているパーティーが……。

「はあ？　俺より強いってのか？　この子供が？　おい冗じよう談だんは止やめろよ。なあ、お前も何か言ってやれよ」

「いや、ソフィの言う通りだよ。お前紅魔族って知らないのか？　全員がアークウィザードで、しかも揃そろいも揃って上級魔ま法ほうが使える、魔ま法ほう使つかいのエキスパート集団だって話だ」

「マジかよテリー!?　お、おいあんたら、本当に上級魔法が使えんのか!?」

　その、名の売れた冒ぼう険けん者グループのもう片方だった。

「いえ、私達は上級魔法は使えませんよ」

　私の言葉に、隣となりのゆんゆんもコクコク頷うなずく。

　それを聞いたレックスがほら見ろとばかりにテリーに向けて、フンと鼻息を吹ふき出した。

「あれっ!?　い、いやおかしいな、俺は紅魔族について、確かにそう聞いたんだが……」

「そりゃあ、噂うわさってのは何でも大おお袈げ裟さに伝わるもんさ。たとえば、俺よりも強い魔ま剣けん使いだとか。それと、名前はなんていったか……。絶対に関わるなって噂の、頭のおかしい何とか魔道師だったか？　そんなのどっちも誇こ張ちように決まってるさ。……まあいい。小遣い稼ぎについてくるのは勝手だが、お嬢ちゃん達も、精々俺達の足引っ張んなよ？」

　レックスはそう言って、子供みたいにケラケラと笑いながら、仲間を引き連れ去って行った。

　これが駆かけ出し冒険者への洗礼というやつだ。

　今までの私なら、この場で魔法の詠えい唱しようを始めてビビらせてやるところなのだが、これからこの面メン子ツで討伐に向かうのだ、余計な波風は……。

「めぐみんダメよ、落ち着いてっ！」

「おおっ!?　な、何をするのですか！　や、止めてください！」

　レックス達を見送っていると、ゆんゆんが後ろから抱だきついてきた。

　私がレックスに何かをすると思ったらしい。

[image: ]

「別に何もしませんよ、放してください！　私だってちょっと煽あおられたぐらいで動じない程度には成長したのです、というか、私を無法者か何かだと思っているのですか!?　それより胸を背中に押し付けてくるのは止めてください、不快です！　とっとと離はなれないと、その自じ慢まんの胸を跡あとが付くまで握り締めて縮めてやります！」
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　鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中。

　私とゆんゆんは、討伐隊の最後尾グループに交じっていた。

「うっ……うっ……」

　私の隣ではゆんゆんが、胸を押さえてシクシクと泣いている。

「いつまでもメソメソしていないでそろそろ静かにしてください。私達は後ろを警けい戒かいしなければいけないのですよ」

「だ、誰だれのせいだと……！　ううっ、引っこ抜ぬかれるかと思った……」

　参加グループは総勢十組。

　それぞれのグループに、大体六人から十人が所属していた。

　討伐隊の最前列では、魔剣を携たずさえたイケメンパーティーが先行しているらしい。

　そして、この最後尾グループでは……。

「おいおい、また会ったな！　モンスターが出たら隠かくれてていいからよ、せめて静かにしてくれよな」

　そう言って笑いかけてくる、レックス率いるパーティーが、辺りを警戒しながら進んでいた。

「あっ！　す、すいません……」

　注意を受けたゆんゆんが小さくなる。

　レックス達は名うてのパーティーらしいが、構成するメンバーは、全員が武器を使う前衛職だ。

　大たい剣けんを背負うレックスを筆頭に、それぞれが槍やりや斧おので武装している。

「あなた方こそ見た感じ魔法使いがいない様ですが。この森にはスライムが出るのを知ってますか？　武器が通用しないスライムが出たなら、あなた方こそ隠れていていいですよ、こちらのゆんゆんが退治してくれますから」

「め、めぐみん！」

　私の言葉にゆんゆんが小さく叱しつ咤たするが、それを聞いたレックスが口元を引きつらせ。

「お、おい、言ってくれるなあ。そうか、なら期待しておくかな。確かにスライムは厄やつ介かいだ、あいつらが現れたなら……」

　と、レックスが言いかけたその時、タイミングを計ったかの様に、討伐隊の先頭がざわめいた。




「モンスターが出たぞー！」




　先頭グループから発せられた声に、レックス達が即そく座ざに辺りを警戒する。

　例の悪魔が出現した場合、それを取り囲むようにして散らばり、各グループに配置されたプリーストや魔法使いが攻こう撃げきする手て筈はずになっていた。

　先頭グループがもし悪魔と遭そう遇ぐうしたのなら、直ただちにそちらへ向かいたいのだが……！

「クソッ、何だこの大量の雑魚ざこモンスターは!?　おい、とっとと蹴け散ちらすぞ！　先頭グループがもし悪魔に出くわしたなら、早く援えん護ごに向かわねえと……」

　どこからともなくワラワラと湧わいてきたモンスターに、レックス含ふくめ冒険者達が焦あせりを見せる。

　これは、あの現象だ。

　強力な格上モンスターが現れると、格下のモンスターがそれから逃のがれようとする、アーネスと戦った時に見られたあの現象。

　という事は、きっと近くにあの悪あく魔まがいる。

　と、ソフィと呼ばれていた女の人の頭を目め掛がけ、木の上からポトリと何かが落ちてきた。

　ソフィが転がりながら身を躱かわすと、そこにはグニグニと蠢うごめく緑色の物体が。

「『ライトニング』！」

　ソフィに奇き襲しゆうをかけたスライムが、ゆんゆんの魔法を受けてブルンと震ふるえ、液状に広がり動かなくなる。

　その場の全員が、スライムが落ちてきた木を見上げると……！

「「ひいいっ!?」」

　そこには、スライムは木から生えるといわんばかりに、大量のグリーンスライムがひしめいていた。

「いやあー！　もういやあー！　もう私、紅魔の里に帰る！」

「ゆんゆん、泣いていないであれをどうにか！　キモいのは分かりますが、あれだけの数を私がぶっ飛ばしたなら、撃うち漏もらしたスライムが辺りに飛び散ります！　ここは魔法で焼いてください！」

　泣き喚わめくゆんゆんを必死に宥なだめ、その背中をグイグイと。

「止めて！　分かったから！　退治するから押さないで！」

「お、おい、お前さんも紅こう魔ま族ぞくなんだろ!?　あんたも魔法使えるんだろ!?　何も、嫌いやがるその子にやらせなくったって……！」

　レックスが非難の声を上げる中。

「『ファイアーボール』ーッッッ!!」

　グニグニとひしめくスライム達がよほど怖こわかったのか、ゆんゆんが全力で魔法を放つ。

　轟ごう音おんと共に木に着ちやく弾だんした渾こん身しんのファイアーボールは、スライムの群れを炎ほのおに包む。

「こっ、こりゃすげえ……っ！」

「だから言っただろ!?　魔法使いのエキスパート集団だって！」

「や、やるなあ……っ！」

「あの子、ほらアレだ、いつもギルドの隅すみでトランプやってる……」

　レックスやテリーを含め、周りにいた冒険者達が、燃え盛る木を見上げ感かん嘆たんの声を上げた。

「ふ……、なかなかやりますねゆんゆん。紅魔族の面めん目もく躍やく如じよ……な、なにをする！」

「このおおおっ！」

　スライムを焼き払はらったゆんゆんが涙なみだ目めで襲おそい掛かかってくる中、燃え盛る木々を消火していたレックス達が。

「いや、恐おそれ入ったよ。さっきは悪かったな、バカにしちまって。そっちのちっこい方も同じくらいにやれるんだろ？」

「い、いえ、私の魔法は特とく殊しゆでして……。その、強敵相手の切り札といいますか、こんなところで使うのは勿もつ体たいないといいますか……」

　ゴニョゴニョと言い訳を呟つぶやくと、レックスが片かた眉まゆを上げ。

「……なんだ、口だけ魔道師か」

「なにをっ！」

「ちょっとめぐみん落ち着きなさいよ！　さっきギルドで、煽られたくらいじゃ動じない程度に成長したって、自分で言ったんじゃない！」

　私達が揉もめていると、前方で声が上がった。

　確か、前の方には魔剣使いのイケメンがいるという話だ。

　そのグループがモンスターを一いつ掃そうしたのだろうか？

　……と、先行していた冒険者の一人が、こちらに向かって駆けてきた。

「おい、ヤバいぞ！　ありゃあダメだ、勝てる気しねえ！　突とつ然ぜん悪魔が現れて、魔剣の勇者が不ふ意い討うちを食くらって傷を負った！　あの悪魔、上級魔法まで使いやがったんだ！　ありゃあ魔ま王おう軍の幹部級だ！　撤てつ退たいだっ!!」

　──その冒ぼう険けん者の警告に、私達のグループを含め、後方に位置していたグループが蜂はちの巣すをつついた様な騒さわぎになった。
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　夕暮れの中を、まるでアンデッドの群れの様に生気を無くした集団が行く。

「チッ……。何が魔剣の勇者だ、あっさりやられやがってよ。俺達が先頭グループにいれば、返り討ちにできたんじゃないのか？」

　アクセルの街への帰り道。

　すっかりお通つ夜やムードとなった討とう伐ばつ隊の中で、レックスが舌打ちしながら悪態を吐ついた。

　魔剣の勇者という人は、どうやらかなりの有名人らしい。

　何でも、悪魔は出現と同時に、突然その魔剣の人に襲い掛かってきたそうだ。

　聞けば、その魔剣の勇者は魔王軍の中でも名前が知られているとの事。

　……魔剣の勇者。

　魔剣の勇者？

　なんだろう、どこかでそれっぽいのを聞いた事があるような。

　凄すごい魔ま力りよくの溢あふれる剣を持った、勇者候補……。

　そう、あれは確か、私がまだ学生だった頃ころ、学校で……。

「そうは言っても、傷を負いながらも例の悪魔に斬きりかかって、羽を片方斬り落としたそうよ。あたし達が簡単に逃にげられたのも、そのおかげなんじゃないの？　何にしても、相手は魔王軍の幹部級っていう話だし。ギルドが、他ほかの街から高レベル冒険者を呼び集めるのを待ちましょう」

　ソフィがレックスを宥める中。

　一人、レックスだけが面おも白しろくなさそうに唾つばを吐はいた。




「──冒険者の皆みなさん、お帰りなさい！　既すでに報告は受けています、大変な相手だったそうですね……！」

　ギルドに帰った私達を、受付のお姉さんが出で迎むかえてくれた。

　今回の討伐隊の被ひ害がいは、魔ま剣けん使いの人が結構な重傷を。

　ついで、十数名が軽い怪け我がを負ったらしい。

　プリースト達が回復魔ま法ほうを唱えたり、ポーションを使ったりしているが、再戦はしばらく無理だろう。

　なにせ、期待されていた主戦力の人が、重傷を負い欠けてしまったのだ。

　一人の冒険者が肩かたをすくめ。

「しょうがないさ、相手は上位悪魔だ。駆かけ出しの俺達には荷が重かったんだよ。ここは大人しく、他の街からの高レベル冒険者の応おう援えんを待つとしようぜ。応援要よう請せいは出してるんだろ？」

　と、気軽に言ったその言葉に、お姉さんが悲痛な表情を浮うかべた。

　……何だろう、嫌な予感が。

「その、皆さん、落ち着いて聞いてくださいね？　実は先ほど入ってきた情報によりますと、魔王軍幹部、デュラハンのベルディアが、大量のアンデッドを引き連れて魔王城を出たそうです」

　魔王軍の幹部という言葉を聞いて、ギルド内がざわついた。

「現在のところ、ベルディアの目的も行き先も不明。……ですが、駆け出し冒険者しかいない上に、戦略上重要でもないこの街が襲われる事だけはないでしょう。と、いう訳で……」

　お姉さんが、申し訳なさそうな顔で。

「魔王軍の幹部の件が片づくまでは、他の街から応援を出す余よ裕ゆうがないとの事なんです。つまり……。今回の悪魔騒そう動どうは、この街の皆さんに何とかして頂くしか……」

　ただでさえお通夜ムードだったギルド内が、シンと静まり返る。

　それを受けたお姉さんが、慌あわてて言ってきた。

「待ってください、実は、悪い知らせばかりではないんです！　つい先日冒険者登録をされた方なのですが……。なんとこの街に、悪魔祓ばらいのエキスパート、レア職であるアークプリーストの方がいるんです！」

　アークプリースト。

　それは、上級職の中でも特になり手の少ない職業。

　悪魔やアンデッドの天敵で、まさにこの騒動にうってつけだ。

　だが……。




「おい待ってくれよ、『つい先日冒険者登録をされた』って……。それって、レベル１のアークプリーストって事じゃないのか？」




　そう、登録したてだというのなら、レベルも低く、当然スキルだってロクに覚えていないはず。

　ステータスにしたって……。

「それが、聞いてください！　なんとその方は、一部を除いたステータスが飛び抜ぬけて高く、更さらには全すべてのスキルを習得している超ちよう優ゆう秀しゆうなアークプリーストなんです！」

　お姉さんの言葉に、ギルド内の冒険者が固まった。

　そして……。

「それはどんなプリーストなんだ!?」

「おい、マジかよ！　それほどのアークプリーストなら、あの悪魔だってひょっとしたら……！」

「特とく徴ちようを！　そのアークプリーストの特徴を教えてくれ！」

　冒険者達が色めき立つ中、先ほどまでやけ酒を飲んでいた男が立ち上がり。

「……なあ、そのアークプリーストがいれば、魔剣の勇者の深手も簡単に癒いやせるんじゃないか？　そうなれば、そのアークプリーストだけじゃなく、魔剣の人も再び戦力になってくれる。それなら、きっと……！」

　その言葉に、居合わせた冒険者達が顔を見合わせ。

「そのアークプリーストの特徴は、透すき通る様な水色の髪かみ、そして、まるで女め神がみ様みたいな美び貌ぼうを持つ……！」

「「「うおおおおおおお！」」」

　お姉さんが言い終わる前に、冒険者達が次々とギルドを飛び出して行った。

　……男性冒険者だけが。

「……皆みんな行っちゃったね。どうしよう、私達も捜さがしに行く？」

「……彼らがあれだけ必死なら、きっとすぐに見つかるでしょう。私は何だか疲つかれましたよ……」

「そう？　私は、もうちょっとだけここに残っていくね。ほら、その……。さっきはちょっとだけ魔法で役に立ったじゃない？　だからね、その……」

　スライム退治で活かつ躍やくした事を言っているらしい。

　……なるほど、先ほどの活躍を目にした、他のパーティーからのスカウトを待ちたいのだろう。

　でも、何というか……。

　私は、既にほとんど誰だれも残っていない空っぽになったギルド内を見回すと。

「そ、それでは、あまり遅おそくならないうちに帰ってくるのですよ？」

「分かったわ！　大だい丈じよう夫ぶ、朝までには帰るから！」

「も、もっと早く帰ってきてください！」
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　街中を冒険者達が駆け回る。

　時刻は夕暮れ。

　労働者達も仕事を終え、丁度帰る時間帯だ。

　そんな人で賑にぎわう中を屈くつ強きような冒険者が駆け抜けていくのだから、大変に迷めい惑わく極きわまりない。

「水色髪の女神様！　水色髪の女神様を捜せー！」

　そんな声があちこちで聞こえ、やがて、何かが激しくぶつかり合う音と共に、女の子の悲鳴が聞こえてきた。

　慌ただしく走っていた冒険者の一人が、とうとう通行人に激げき突とつしたらしい。

「ちょっとあんたどこに目を付けてほっつき歩いてんのよ！　あんたがぶつかったおかげでもらったお給料が散らばっちゃったじゃない！　ほら早く拾い集めて！　もらったお給料は一万エリスよ、もし足りなかったりしたら自腹で補ほ塡てんしなさいな！」

「お、お前……！　お前、本当にそれでいいのか!?　お前仮にも……むぐっ!?」

　何だか聞き覚えのある声にそちらを見ると、それはやはりあの二人。

　同行している男の子の口を塞ふさぐ、水色の髪の女の子がそこにいた。

「わ、悪かったよ、今拾い集めるから……。でも、散らばってる額ってどう考えても一万エリスなんて……って、あんた、水色の髪!?」

「？　何よ。私が水色の髪をしているからって何か文句でも？　ほら、そんなのはどうでもいいからお金拾って！　急がないと一番風ぶ呂ろに間に合わないのよ、今日もいっぱい働いたし早くお風呂に入りたいの！」

「あっ、わ、悪わりい！　……水色の髪だが……。これが超優秀なアークプリースト……？　女神様みたいな美貌……。さすがに違ちがうか。なんか泥どろまみれで小こ汚ぎたないし、高位の聖職者がこんな当たり屋みたいな事するはずないしなあ……」

「……？　なーに？　なんか言った？」

「い、いや、何も言ってねえ。てか、今俺達は急いでるんだよ、もうこれやるから見み逃のがしてくれ。じゃあな！」

　ぶつかった冒険者は、女の子に迷惑料として一万エリスを握にぎらせると、そのまま走り去っていった。

「やったわ！　ほらほら、これが世よ渡わたりってものよ！　ほらさっさと散らばったお金を拾い集めるわよ！　……？　ねえ、どうして泣いてるの？」

「……お前、それでも一応は、人々に崇すう拝はいされる存在なんだよな……？」

「今いま更さら何を言ってるの？　そんなの見れば分かるでしょう？」

「ちっとも分かりません」

　お金を握り締しめながら、少年と喧けん嘩かを始めた女の子。

　──女神様みたいな美貌を持つ、水色髪の超優秀なアークプリースト。

　……あの水色髪の子が違うって事だけは、私にも分かった。




　──疲れた体を引き摺ずりながら、私は宿に帰り、部屋に向かう。

　そうだ、今日はまだ日課としている爆ばく裂れつ魔ま法ほうを放っていない。

　ゆんゆんが帰ってきたら付き合ってもらおうか。

　そんな事を考えながら、私は部屋の鍵かぎを開けるとドアに手をかけて……、

「お帰りなさいめぐみんさん。お風呂にする？　私にします？　もしくはアクシズ教に入りませんか？」

　そのままそっとドアを閉じた。

　と同時に、閉じたはずのドアがバンと大きく開かれる。

「めぐみんさんたら照れちゃって！　まったくもう可愛かわいいんだから！　相変わらずのロリっ子なんだからっ！」

　そこにいたのは、いつかアルカンレティアの街で出会ったプリースト。

　あの街で私を色んな事に巻き込んでくれた、アクシズ教団のお姉さんだった。
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「──お姉さん」

「お姉ちゃんって呼んでもいいのよ」

　私は、部屋のベッドに腰こし掛かけながら痛む頭を押さえ、私の目の前で椅い子すに座り、ちょむすけを抱だいてニコニコしているお姉さんに、もう一度。

「お姉さんに色々と聞きたい事があるのですが」

「セシリーよ。お姉ちゃんでもお姉さんでもいいけど、そろそろ私達、名前で呼び合う仲にステップアップしてもいいと思うの」

「お姉さん、どうしてここにいるんですか？」

　今朝出かける時、鍵は確かにかけたはず。

　それなのに、このお姉さんは一体どうやって入ったのか。

　というかそもそもこの人は、アルカンレティアの街で勧かん誘ゆうという名のテロを行っていたはずだ。

「セシリーよ。そうねえ……、まあ、話せば長くなるんだけど……」

　そう言ってセシリーは、悩なやみ込む様にして唇くちびるに指を当てると。

「なんか説明が面めん倒ど臭くさいから、アクア様のお導きって事でいいわ」

「ちっとも良くないですよ！　というか、鍵をかけていたはずなのにどうやってここに入ったのかを聞きたいのですが！」

　食ってかかる私に対し、セシリーは急に真しん剣けんな表情になる。

「実は……。めぐみんさんにお願いがあって、ここに来たんです」

「そんな真面目まじめな顔したってごまかされませんよ」




　セシリーの話を要約すると──

　アクシズ教団の最高責任者であるゼスタが、女神アクアの声を聞いたらしい。

　セシリーいわく、あれでもゼスタはアクシズ教団で一、二を争うアークプリースト。

　自らの女神から、神しん託たくを受けるなんて事もできるらしいのだ。

「なるほど。私からすればただの変質者でしたが、あれでも上位悪あく魔まアーネスをビビらせたりするほどの実力者ですものね。神託とは、随ずい分ぶんとまた……」

　聖職者っぽいな、と己おのれの認にん識しきをあらためる。

「それで、一体どういった神託だったんですか？　このアクセルの街に、災わざわいが訪おとずれるとか？　それとも、魔ま王おうを倒たおす勇者が生まれたとか!?」

「ゼスタ様はおっしゃいました。ここ、アクセルの街の方角から、アクア様の聖なる電波を受信した、と。つい先日、『私はアクア。そう、アクシズ教団の崇あがめるご神体、女神アクアよ！　汝なんじ、もし私の信者ならば……！　……お金を貸してくれると助かります』と、そんな声が聞こえたとかなんとか」

「一気に胡う散さん臭くさくなりましたね」

　電波を受信したという発言で十分胡散臭いのに、しかもその内容が、自らの信者にお金を要求する神託だとか。

「神託の内容は意味が分からなかったけど、アクア様が切実に困っているのは確かよ。あれでゼスタ様は、アクア様の名を使って私利私し欲よくを満たす事だけはしない方だから。……アクア様がどうしてお金をお求めになっているのかは分からないけど、ゼスタ様が電波を感知したこの地でその理由を究明するため、こうして、アクシズ教団の美人プリーストが派は遣けんされたってワケ」

「また随分と暇ひまなんですね、アクシズ教団は」

　美人プリースト云うん々ぬんには面倒臭いのでツッコまない。

　というか、その謎なぞの神託とやらと私が一体どこで繫つながるのだろう。

「この街にやって来て、アクア様の神託の意味を理解したわ。この街は今、アクシズ教団の怨おん敵てきである悪魔に脅おびやかされているそうね」

　セシリーが真剣な顔で、ちょむすけを抱いたまま、ベッドに座る私の隣となりへと移動してきた。

「ええ、確かにこの街の森に悪魔が現れ、そのせいで冒ぼう険けん者達は大変な迷惑を……。その神託とやらは、この事を意味しているとでもいうのですか？」

　セシリーは、変わらず真剣な表情で、私のベッドのシーツ内にモゾモゾと潜もぐり込む。

　……この人は、真面目な顔で何をしてくれているのだろう。

「そう、アクシズ教団の教義の中に、『悪魔殺すべし』という鉄の掟おきてがあるの。アクア様はこの街でお金を欲ほつしている。ゼスタ様いわく、この街で何かが起こる。それらを照らし合わせると……、そう！」

　勝手にシーツに潜り込み、そこから顔だけを出したセシリーは。

「私が教団から預かってきたお金を使って人を雇やとい、この街に現れた悪魔を殺せとのご神託！」

「そ、そうなのでしょうか……？　ところで、そこから出てくれませんか？　ここは私の部屋で、そのベッドも私が寝ねている……」

　私の言葉に耳も貸さず、セシリーは幸せそうな顔で鼻先をシーツに埋うずめ、その匂においをクンクンしだす。

　……おい。

「私がこの街に着いて最初に思い浮うかべたのは、以前お世話になっためぐみんさんの事でした……」

「おい、どうでもいいからまずはそこから出てもらおうか」

　シーツを引っぺがそうとするも、セシリーは意外な力強さで激しい抵てい抗こうをみせてくる。

　黙だまっていれば綺き麗れいな人なのに、アクシズ教徒というのはどうしてこうも残念な人ばかりなのか！

「この街のアクシズ教徒の数は、非常に少ないのです。教会のまともな運営すらままならない程ほどでして、人手を借りる事ができないんです！　そこで、めぐみんさんにお願いが！」

「知りません、知りませんよそんなもの！　もう私としては、あなた方に関かかわり合いたくないのです！　というか、枕まくらの匂いを嗅かぐのは止やめてください！」

　シーツを引っぺがされたセシリーは、ベッドに寝ね転ころがったまま、懐ふところから何かが詰つまった袋ふくろを取り出した。

「この街に滞たい在ざいしているといわれる、噂うわさのアークプリーストを一いつ緒しよに見つけてくれたなら五百万。悪魔を倒してくれたら一千万」

「やります」

　私は、またもアクシズ教団に手を貸す事になった。
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　セシリーと共に街を行く道すがら。

「おい、どうだ？　いたか!?」

「いねえよ、水色の髪かみの凄すご腕うでアークプリーストの美女なんて！　見かけたのは、水色の髪の酔よっ払ぱらい芸人だけだ！　畜ちく生しよう、美人アークプリースト様、いったいどこに行ったんだ……！」

　例のアークプリーストを捜さがしているのか、冒険者達が未いまだに駆かけ回っていた。

「彼らがあれだけ捜しているのに、まだ見つかっていない様です。果たして、私達にその人が見つかるものなのでしょうか？」

　私の言葉にセシリーは。

「彼らはいったい、どこを捜しているのでしょうね？　捜す場所を変えた方がいいと思います。めぐみんさんは、アークプリーストがいそうな場所といったらどんな所を想像しますか？」

「アークプリーストがいそうな場所……。教会で祈いのりを捧ささげるとか、もしくは共同墓地にでも赴おもむいて、迷える霊れいを鎮しずめたりだとか……？」

　相手は凄腕のアークプリーストだという話だ。

　きっと、よほど信しん仰こう心が強くて高潔な……。

「アクシズ教のプリーストである私が普ふ段だんこの時間帯に取る行動としては……。まず一番風ぶ呂ろに入るため公衆浴場に突とつ撃げき。その後、カエルの唐から揚あげをつまみにキンキンに冷えたクリムゾンビアーをキュッとやって、麗うるわしい私の肢し体たいにふしだらな視線を送ってくる酔っ払いと喧嘩、最後に、エリス教の教会に石を投げてから満足して帰りますね」

「そんな聖職者がいてたまりますか」

　そのアークプリーストは、この人と同じアクシズ教徒だろうか？

　いやいや、受付のお姉さんの話では、高ステータスな凄腕で、しかも女め神がみ様みたいな美び貌ぼうの人だということだった。

　なら、アクシズ教徒である可能性は限りなく低いだろう。

　……低いはずだ。

「ええー……。私の勘かんは当たりますよ？　今言った場所を巡めぐっていけば、そのアークプリーストにきっと出会えるはずですって。だから、ね？　ほら、今から行けばお風呂だって空すいてますよ？」

「お姉さんがそこに行きたいだけではないのですか？　ほら、まずは教会にでも行ってみましょうか」

「ああああ……めぐみんさん、捜そう索さくは明日あしたからにして、お姉ちゃんと一緒にお風呂入ろう!?　お姉ちゃんと一緒に流しっこしましょうよ！」

「捜す気がないのなら私はもう帰りますよ！」




　──まず向かったのはエリス教会。

　だったのだが……。

　私はセシリーを連れてここに来た事を、早さつ速そく後こう悔かいしていた。

「オラッ、開けろっ！　悪魔退治ができるアークプリーストを匿かくまってるのは分かってるのよ！　ドアを叩たたき割られたくなければ開けなさい!!」

　セシリーがエリス教会のドアに張り付き、ドアを蹴けったり叩いたりしていた。

「そんな方はおりませんよ！　アクシズ教団の関係者の方は、当教会への立ち入りを禁止しております！　お引き取りください！　お引き取りください!!」

　教会の中からは、エリス教徒の悲痛な叫さけびが聞こえてきた。

　開く様子がないドアを見て、セシリーがチッと舌打ちする。

「めぐみんさん、出番です。私の代わりにお願いします。この教会を魔ま法ほうで消し飛ばしてやってくださいな」

「できませんよそんな事！　……というか、最初から普ふ通つうに接すればいいものを、なぜそんな行動に出るのですか？　面倒臭いので事態をややこしくするのは止めてください」

　ため息を吐つきながら、私は堅かたく閉じられたドアの前に。

「あの。冒険者をやっている者ですが、ちょっと話をさせては頂けませんか？」

「あなたもアークプリーストを捜しに来た人ですか？　お帰りください、ここには美人アークプリーストなんておりません！　さっきから何なんですか、街中の冒険者達が何人もここを訪れて……！」

　……皆みな、考える事は同じの様だ。

「お騒さわがせしてすいませんでした。実はこの街の近くに、強力な力を持った悪魔が現れたのですよ。それで、そのアークプリーストの方に悪魔退治を手伝っては頂けないかと思いまして……」

　ドアの向こうが静かになり、こちらの話を聞いてくれている気配がする。

「頼たよりにしていた腕うで利ききの冒険者も傷を負いました。それで、冒険者の傷を治ち療りようし、その悪魔に対たい抗こうするために、力を借りたいと捜していたのですが……」

　そこまで言った時だった。

　教会のドアがガチャリと開けられ……。

「……この教会内に、その様な方はおりません」

　プリーストとおぼしき女性が、疲つかれた顔を覗のぞかせ言ってきた。

　その言葉に、頭を下げて立ち去ろうとする。

「この教会にはいませんが……。この近くの孤こ児じ院いんで、炊たき出しが行われています。その方がそこにいるかどうかは分かりませんが、流れのプリーストがその様な場所で奉ほう仕し活動を行うというのは良くある事ですよ」

　その女性は、そう告げるとニコリと笑いかけてきた。

「……ッ！　どうもありがとうござ……」

　私がお礼を言う前に、教会内からガチャンという音と共に悲鳴が上がる。

　何事が起こったのかとそちらを見ると……。




「ストライク！」




　足あし下もとに投てき用の石を並べたセシリーが、割れた窓に向け、何かをやり遂とげた表情でガッツポーズを取っていた。




　──孤児院に向かう道すがら。

「バカなんですか!?　アクシズ教徒というのは、どうしてこう揃そろいも揃ってバカなんですか!?　何がストライクですか、エリス教徒と仲が悪いのは知ってますが、いったい何があなた方をあそこまで駆り立てるのですか!?」

「それがどうにも変なのよね。この街に来てから妙みようにテンション上がるのよ。こう、いつにも増して絶好調っていうか。偉い大だいなるアクア様のご加護かしら？」

「そのハイテンションが本当に加護だというのなら、私が生しよう涯がいを終えて女神アクアに出会った時、絶対に襲おそい掛かかってやりますよ」

「ふう……。それにしても危ないところだったわね。まさかあんな大人しそうな顔したプリーストが、逆上して襲い掛かってくるだなんて……」

「まったくですよ！　あんな親切な人まで怒おこらせて何がしたいのですか！　あの温おん厚こうなプリーストが豹ひよう変へんした時は、本気で怖こわかったですよ！」

　時刻は夕刻を過ぎ、既すでに薄うす暗ぐらくなり始めていた。

　夕食時というのもあって、通りの酒場や食堂が賑にぎわいをみせ始める。

　そんな中、一いつ軒けんの酒場の前を通りかかると、一ひと際きわ大きな歓かん声せいが聞こえてきた。

　それを聞いたセシリーが、灯あかりに釣つられた蛾がの様にフラフラと……。

「ちょ、ちょっと、どこへ行くのですか!?　遊んでいる暇ひまはありませんよ、早く孤児院に行かないと、夜の炊き出しの時間が終わってしまいます！」

「そうはいっても、この酒場からは随ずい分ぶんと楽しげな歓声が……！　アクシズ教徒の勘が告げるの、件くだんのアークプリーストは、きっとこの酒場にいるって……！」

「こんな所でなにしてるんですかそのアークプリーストは！　ここは弾ひき語りの芸人さんが集まる酒場です、凄腕で高潔な聖職者がこんな所に来るはずないじゃないですか！」

「でもでも、ウチの教団で一、二を争う凄腕聖職者のゼスタ様は、三日に一度はもっといかがわしい酒場に通ってるし……」

「あのおっさんを聖職者枠わくに入れないでください、同業者に怒られますよ！」

　私は抵てい抗こうをみせるセシリーを引きずり、炊き出しが行われている場所へと向かった。




　──炊き出しがなされている孤児院へとやって来たのだが。

「ふぐ……っ、ふぁるほど、ここにも来ていないのへ。……んぐっ！　お代わりください、大盛りで!!」

　貧しい人向けの炊き出しを口いっぱいに頰ほお張ばりながら、セシリーが真面目まじめな思案顔でお代わりを要求していた。

　この人は、自由なのにもほどがある。

　アクシズ教徒というのは皆こんなものなのだろうか。

「ええ、その様な方が奉仕活動に来た事は一度もありませんね。でも、水色の髪、ですか……。ウチの炊き出しの常連さんに、一応水色の髪をした女の子がいますが……。お捜しの方は、もしやその人では……？」

　凄すご腕うでの美人アークプリーストが、炊き出しを食べる側には回らないだろう。

　どうやらここも空から振ぶりらしい。

　炊き出しのお手伝いさんにお礼を言うと、膨ふくれたお腹なかを押さえたセシリーが。

「ふう……、お粗そ末まつ様さまでした。めぐみんさん、お腹いっぱいになったらなんだか眠ねむくなってきましたよ。きっと私達が捜しているアークプリーストも今いま頃ごろ気持ち良く眠ってますよ、もう宿に帰って眠りませんか？」

　こ、こいつ！




　──残る探たん索さく場所は共同墓地。

　辺りはすっかり暗くなり、街から外れた丘おかにある共同墓地からは、何ともいえない雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　ランタンの灯りを頼りに、セシリーと二人、共同墓地のど真ん中に佇たたずむも、広い墓地内に人ひと気けはない。

　自分で言っておいてなんだが、本当にこんな所にアークプリーストがいるのか疑問に思えてきた、その時だった。

「ひいいいいいい！」

「ふああああああああああああ!?」

　セシリーが突とつ然ぜん大声を上げ、それに釣られて私も叫ぶ！

　ランタンを取り落としそうになった私は、慌あわてて周囲を見回した。

「な、何ですか、どうしましたか!?　アンデッドでも出たのですか!?」

　言いながら、セシリーを背に庇かばう様にして警けい戒かいを強め……！

「くっくっ、ぷーっ！　めぐみんさんたら、ふああああああって！　ふあああああああって言ったわ！　まったくもう、なんて可愛かわいらし痛いたたたたたたた！　ごめんなさい、お姉さんのちょっとした冗じよう談だんなのよ、もうしないから止やめて！　許して!!」

　怒いかりに任せて杖つえでガシガシと殴なぐりつけていると、街からずっと足下に纏まとわり付いていたちょむすけが、ハタと宙空を見上げ動かなくなる。

　見上げる先は私とセシリーの真後ろだ。

　そこをジッと見つめたまま、動かなくなったちょむすけを見て……。

「……お姉さん。あの、プリーストなあなたにお願いがあるのですが」

「な、何かしら。一応言っとくけど、私は簡単な回復魔法くらいしか使えないわよ。ターンアンデッドは修しゆ行ぎよう不足で、魔法の詠えい唱しよう文もちゃんと覚えてないからね？」

　どうしようこの人、なんて頼りにならないのだろう。

　……と、後ろからの月明かりにより、ランタン以外の影かげが差した。

　それは、ユラユラと蠢うごめく人ひと魂だまぐらいの大きさで……。

「……せーので振ふり返ります？」

「……いいわ。同時に振り向いて、そこに何かがいたら一いつ緒しよに戦う。これでいいわね？」

「了りよう解かいです、では、いきますよ？」

　息を吸う。

　それと同時に後ろから、何かがジャッと土を踏ふむ音がした。




「「せーの！」」




　叫ぶと同時、私とセシリーは振り向かずにダッシュした。

「ちょっとめぐみんさん、話が違ちがうんじゃないかしら！」

「それはこっちのセリフですよ！　仮にも聖職者なら、年下の女の子を逃にがすために残ってください！」

　併へい走そうして言い合いながら、後ろも見ずにそのまま街へ！

「私、一応雇やとい主みたいなものなのに！」

「まだお金はもらってない上に、依い頼らいは護衛ではなく人ひと捜さがしですからね！」

　と、その時。

「あ、あのっ……」

　一目散に逃げる私達に向け、か細く寂さみしげな声がかけられた気がした。




「──ひ、酷ひどいですよ……、はあ……はあ……！　あんなに簡単に騙だまされて可愛げのあっためぐみんさんが、いったいどうしてこんなにスレちゃったんですか？」

「あなた方に散々な目に遭あわされて鍛きたえられたからですよ」

　街の入り口に着いた私達は、息も絶え絶えに地べたにへたり込んでいた。

「そういえば、逃げる際に女の人の声を聞いた気がしたのですが……。あれってもしや、捜していたアークプリーストだったのでしょうか？」

　その私の言葉に、汗あせまみれの顔を手でパタパタと煽あおっていたセシリーは。

「いいえ違うわ。私、墓地を出る寸前にチラッと振り返ってみたのよ。そこには、アンデッドの様に青白い顔をした、ウェーブのかかった長い髪かみの美しい女が、月の光に照らされて……！」

「分かりました、もういいです！　分かりましたから言わないでください！」
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　──セシリーと共にさんざん街中を捜し回り、空振りに終わった次の日の朝。

　ギルドで朝までずっと待っていたらしいゆんゆんが、テーブルに突つっ伏ぷしてシクシクと泣いていた。

「うっ……、うっ……。だって、仕方ないじゃない……！　あと一時間くらい経たったら、昼間の活かつ躍やくを見た人がもしかしたら、声を掛けに帰ってくるかもって考えたら、あと少しだけ、あと少しだけってズルズル居残っちゃって……っ！」

「だからといって、帰るタイミングを計れずに朝までずっと待ってるだなんて、どれだけ痛い子なのですかあなたは！」

　あの時飛び出して行った冒ぼう険けん者達は、ギルドには帰らず解散してしまったらしい。

　そして、昨日あれだけテンション高かったセシリーはといえば、今日は宿でグッタリしていた。

　同じ宿屋に泊とまったセシリーを起こしに行ったら、世間の荒あら波なみに揉もまれてスレてしまった私が心配で、夜も眠れなかったので昼ひる寝ねしますと言って二に度ど寝ねした。

　私のせいにされても、宿の一階にある酒場で、セシリーが夜よる遅おそくまで飲んでいたのを知っている。

　アクシズ教徒は本当にフリーダムだ。

　あの人達には規律や戒かい律りつとかいう言葉はないのだろうか。

　何にせよ、依頼を請うけた以上は、このままボーッとしてもいられない。

　しかし、あの悪あく魔まへの対たい抗こう策としては、今のところ、魔ま剣けん使いの冒険者の傷が癒いえるのを待つか、噂うわさの凄腕アークプリーストを捜すしか手はないのだ。

　……私が、未いまだテーブルに突っ伏して拗すねているゆんゆんと共に途と方ほうに暮れていると。

「おっ、こんな所で何してんだ口だけ魔道師。お前さんは、例のアークプリーストを捜さないのか？」

　そんな事を言いながら煽ってきたのは、朝からジョッキを手にしたレックスだった。

「おや、討とう伐ばつの際に頼たよりになる魔剣使いがやられたら、その口だけ魔道師と一緒にすごすごと逃げ帰ってきた、腕うで利きき冒険者さんではないですか！　そっちこそどうしたのですか？　悪魔に怯おびえて何もできず、朝からやけ酒ですか？」

「お、おお……!?　お前さん、ちっこいクセに言ってくれるねえ！」

「おい、ちっこいとはどこを指してるのか聞こうじゃないか。返答によっては表に出てもらう事になります！」

「ちょっとめぐみん、どうして会って一分も経たずに喧けん嘩かになるのよ！　すいません、この子、昨日から気が立ってまして……！」

　慌てて止めるゆんゆんに、レックスがしかめ面つらで言ってきた。

「ああ、いや……。こっちこそ悪かったな。俺も気が立ってたよ。いや、例のアークプリーストがちっとも見つからないもんでな。ついつい絡からんじまった。すまなかったな」

　腕利き冒険者で通っているこの人達でも見つからないのか。

　というか、冒険者総出で街中をこれだけ捜して発見できないのだ。

　例のアークプリーストは、もう他ほかの街に行ってしまったと考えた方が良いだろう。

「で、だ。何も、意味もなくお前さんに絡んだ訳じゃないんだよ。ここからが本題なんだが……。実は、例の悪魔に関して良い情報を仕入れたんだ。お前さんの実力は知らないが、隣となりのお嬢じようちゃんが強いのは昨日見せてもらった。……どうだ、一枚嚙かまねえか？」

　レックスは、そう言ってニヤリと笑いかけてきた。




　──街から離はなれた山の麓ふもとで、あるモンスターが目もく撃げきされた。

　それが、レックスの良い情報らしい。

「そろそろ教えてくださいよ。その、あるモンスターとはなんですか？」

「へっへ、駆かけ出し冒険者にとっては、なかなか手て強ごわいモンスターだよ。怖こわいなら引き返したっていいんだぜ？　俺達三人でもやれない事はないからな」

　あれから私とゆんゆんは、レックスのパーティーと共に、目的の山を目指していた。

　テリーと呼ばれていた人が手た綱づなを握にぎり、大きな檻おりを馬に引かせていた。

「ヒントは、黒くてデカいモンスターよ。悪魔に関する情報は、あなた達が持ち帰ったんでしょう？　何でもあの悪魔は、黒くて大きい魔ま獣じゆうを捜してるんだって？」

　ソフィの言葉を聞いた私は、体から血の気が引くのを感じた。

　それを聞いて立ち止まったゆんゆんの顔色を見るに、この子も私と同じ思いらしい。

「すいません。今から向かう先で目撃されたモンスターとは、ひょっとして……」

「おっ、ピンときたみたいだな。そう、『初心者殺し』だ」

　私とゆんゆんは回れ右をして来た道を引き返し始めた。

　初心者殺し。

　その名の通り、駆け出し冒険者にとって天敵みたいなモンスターであり。

「お、おいおい、お前らは紅こう魔ま族ぞくっていう魔ま法ほう使つかいのエキスパート集団なんだろ!?　怖いなら引き返していいとは言ったが、本当に帰ってどうするよ！」

「魔法使いのエキスパートだからですよ！　初心者殺しは狡こう猾かつで警けい戒かい心しんが強く、なおかつ非常に素す早ばやいモンスターです。知能が高いため不ふ意い討うちを仕し掛かけてくる事もありますし、弱そうなのから襲おそう習性があるので、コイツに出会うと貧弱な魔法使いが真っ先にやられる事が多いのです」

「それに動きが素早く、あっという間に接近されますから、後衛にいてもあまり関係ありません。しかも私達、まだレベルも低い駆け出しですし……」

　そんな理由から、魔法使いが苦手とするモンスターでもあった。

　そう、魔法使いであり低レベルな私達は、初心者殺しにとって、まさにうってつけの獲え物ものだという事。

「大だい丈じよう夫ぶだって、初心者殺しなら俺達は何度も討伐経験がある。お前らには、初心者殺しを捕ほ獲かくする際にちょっと魔法を使って欲しいだけだ。ちゃんと守ってやるから安心しろよ」

　レックスが気軽に言ってくれるが、この脳筋みたいな人が、狡猾な初心者殺しの奇き襲しゆうを防げるのだろうか……。




「──あの。それで私は、捕獲する際にスリープの魔法を使えばいいんですね？　でも、初心者殺しを捕つかまえた後どうするつもりなんですか？」

　レックスは、馬に引かせた鋼鉄製の檻を、クイッと親指で指し。

「決まってる。捕獲したら、この檻に閉じ込めて街まで連れて帰るんだよ。例の悪魔は黒くてデカい魔獣を捜してる。そのタイミングで、こんな所に初心者殺しの目撃情報ときたもんだ。こりゃあもう、悪魔が捜してるのはコイツの事に決まってんだろ？　きっと、あの悪魔のペットじゃないのか？」

　つまり、捕まえた初心者殺しを囮おとりや取引に使うつもりらしい。

「悪魔を退治するか、この街の森から追っ払ぱらえたなら、ギルドから出る報ほう酬しゆうは折半だ。どうだ？　悪い話じゃないだろう？」

　レックスは、そう言って笑えみを浮うかべた。
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　初心者殺しというこのモンスターは、ゴブリンやコボルトといった雑魚ざこモンスターの群れのそばに潜ひそむ。

　ゴブリンやコボルトは、駆け出し冒険者にとっては非常に美味おいしいモンスター。

　これら美味しいモンスターを狙ねらう冒険者を、ゴブリンやコボルトを餌えさに釣つるのが初心者殺し。

　つまり、初心者殺しを捕獲しようと思うなら……！




「『ブレード・オブ・ウインド』ーッ！」




「よっしゃ！　さすがは紅魔族、凄すげえ威い力りよくだ！　よしお前ら、畳たたみ掛かけるぞ！」

　レックスが両手持ちの大たい剣けんを振ふりかざし、ゴブリンの群れのど真ん中に突っ込んでいく。

　槍やりを携たずさえたソフィがそれに続き、戦せん斧ぷを構えたテリーのみ、私とゆんゆんを守る様にそばにいた。

　名の売れた腕利きパーティーというのは誇こ張ちようではなかったらしい。

　レックス達は十数匹ひきからなるゴブリンの群れをあっという間に蹴け散ちらすと、すぐさま警けい戒かい態勢に移行した。

　初心者殺しは、冒険者を釣る餌となる、ゴブリンの群れを守る習性がある。

　こうしてゴブリン達に襲しゆう撃げきをかけた以上、近くに初心者殺しがいるならば……。

「後ろだ、テリー！」

　レックスが叫さけぶと同時、私達の背後の茂しげみが大きく揺ゆれ、そこから黒い塊かたまりが飛び出してきた！

　その塊はゆんゆんへと真っ直すぐに向かうも、咄とつ嗟さに前に出たテリーに遮さえぎられる。

「ハルルルルルルッ！」

「か、掛かってこいやあああ！」

　テリーが時間稼かせぎとばかりに初心者殺しと対たい峙じする中、ゆんゆんが素早く魔法を唱え……！

「『スリープ』！」

　初心者殺しにワンドを向けると、黒い巨きよ体たいが為なす術すべもなく崩くずれ落ちた。

「「「おおおっ！」」」

　あっさりと捕獲できた事にレックス達が声を上げる。

　そのまま動かなくなった初心者殺しを取り囲むと、

「ゆんゆんって言ったな！　あんた、本当にやるなあ！　どうだ、いっそ俺達のパーティーに入らないか？」

「そうそう、これだけの腕うでを持つ魔法使いなんて滅めつ多たにいないよ。どう？　あたしもいるから男ばっかりのパーティーじゃないし、そんなに居い心地ごこちは悪くないわよ？」

「全員が前衛職の脳筋パーティーだからなあ、魔法使いが加入してくれると凄く助かるんだけどな！」

「ええっ!?　わ、私がですかっ!?」

　口々に褒ほめ称たたえられ、ゆんゆんは顔を赤くして挙動不ふ審しんに陥おちいった。

　あれだけ誘さそわれるのを待っていたクセに、いざ本気で勧かん誘ゆうされるとパニックになるらしい。

　ゆんゆんは助け船が欲しそうな顔でこちらを見るが、これもある意味で修しゆ行ぎようだろう。

　このまま放ほうっておくとしよう。

「まあ、パーティーの話は街に戻もどってからゆっくりするとして。まずはコイツを運ばないとな」

「そうね。檻に入れて街のそばに置いておけば、悪魔の方から交こう渉しようにくるんじゃないかしら？　上位悪魔なら高い知能を持ってるはずだし、話し合いもできるはずよ。めぐみんも例の悪魔と会話したんでしょ？」

「ええ、まあ。なんというか、今思えば随ずい分ぶんとフレンドリーな悪魔だった気がします。ですが……」

　初心者殺しの捕獲はできた。

　あとは、街に帰って悪魔を待ち構えるばかりだ。

「どうした？　何か気になる事でもあるのか？　……っていうか、こないだの悪あく魔ま討とう伐ばつの時といい今回といい、あんたやっぱり口だけ魔道師だったなあ。何の役にも立ててないじゃねーか？」

　レックスがにやけ顔でからかってくる。

　途と端たんに脳の血管が切れそうになるが、喧嘩っ早ぱやく短気なのは、自分の悪い癖くせだ。

　それよりも、やっぱり気になる事がある。

　相手は上位悪魔、いくら捜さがし回っていたペットがこちらの手にあるからといって、そう上手うまくいくのだろうか。

　……というか、ずっと違い和わ感かんがあるのだ。

　黒い魔獣というのはひょっとして、初心者殺しではなく……。

「まあ、何にせよ。まずはコイツを捕獲できた事を、街に帰って祝おうか……」

　そんな私の不安を他所よそに、レックスが言葉を続けていた、その時だった。




「見つけたアアアアアアアアア!!」




　レックスの言葉を搔かき消すほどの大声が、辺り一帯に轟とどろいた。
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　その大声に、一いつ瞬しゆん何が起こったのか理解できず。

　全員の動きが止まっていたところに、それは突とつ然ぜん現れた。

「てめえら！　ウォルバク様に何やってやがんだ、ゴラアアアアアア!!」

　光こう沢たくを放つ漆しつ黒こくの巨きよ大だいな体たい軀く。

　以前は二枚あったはずの蝙蝠こうもりの羽が、今では一枚だけになっていた。

　禍まが々まがしさを感じさせる、印象的な角と牙きば。

　今いま更さら見み間ま違ちがえるはずもない、あの時の上位悪魔だ。

　森で出会ったあの悪魔が、怒いかりも露あらわにこちらに向かって突つっ込んできた！

「ちょっ!?　お、おい待て、こっちにはこの初心者殺しグハァッ!?」

「あぐうっ!!」

「ッッ!?」

　初心者殺しを取り囲んでいた三人は、山やま裾すその林の中から突とつ如じよとして現れた悪魔に、武器を抜ぬく間もなく弾はじき飛ばされた。

　というか、接近戦が不得手な私には、あの一瞬で三人が、何をされたのかすら分からなかった。

　攻こう撃げきを受けた三人は、それぞれ離はなれた所に倒たおれ伏ふしたまま動く気配が感じられない。

　悪魔はすかさず初心者殺しのそばに屈かがみ込むと、

「ウォルバク様！　目を覚ましてくださいウォルバク様!!」

　どこかで聞き覚えのある名前を、必死に呼び掛けていた。

　あれっ。……ウォルバク？

「ね、ねえめぐみん、これってピンチなんじゃないの？　どうしよう、このまま見み逃のがしてもらえるかなあ……？」

　一瞬、何の名前だったか思い出そうとするも、ゆんゆんが震ふるえながら袖そでを引っ張る。

「シッ、このまま様子を窺うかがいつつ、隙すきを見せない様に少しずつ離れましょう」

　そう告げると、未いまだ初心者殺しに呼び掛けている悪魔からジリジリと距きよ離りを取る。

　と、必死に呼び掛けていた悪魔が、キョトンとしながら首を傾かしげた。

　凶きよう悪あくな姿をしているクセに、なんだかいやに味がある。

「おい。……おいおいおい、コイツはただの初心者殺しじゃねえか。これはいったいどういうこった？」

　悪魔は、ブツブツと呟つぶやきながら立ち上がり、ガラス玉みたいな無機質な目をこちらに向けた。

「「ッ!?」」

　目が合うと同時に、かつて味わった事の無い恐きよう怖ふを覚える。

　コイツはヤバい、本気でヤバい。

　一目見ただけで分かってしまった。

　以前戦った上位悪魔、アーネスよりも格上だ。

　と、ふと気づく。

「おい、そこのお前ら。コイツは一体どういうこった？　懐なつかしいウォルバク様の匂においを嗅かぎ付け、ここまでやって来てみれば……。ったく、遠目には、ウォルバク様に見えたんだがなあ」

　ウォルバクというのは、アーネスが何度も口にしていた名前で……。

「なあ、お前らから、ウォルバク様の匂いがするのはどういうこった？　お前らはウォルバク様とどういう関係だ？」

　ジリジリと後ずさる私達を前に、悪魔は腕を組んで考え込み始めた。

　……間ま違ちがいない。

　この悪魔の狙いは私の使い魔ちょむすけだ。

　さすがこの私の使い魔なだけはあると、喜んでいる場合ではない。

　この状じよう況きようをなんとか打開しないと……！

　と、杖つえを手にしたままコッソリと魔ま法ほうの詠えい唱しようを始めようとした、その時だった。

　悪魔は巨体に似合わぬ素す早ばやさで、一足飛びに距離を詰つめると、

「……うーん、どうやらお前の方から特に強い匂いを感じるな。それも新しい匂いだ、今朝ぐらいに付いた匂いだな」

　言いながら、私の服を嗅ぎだした。

　凶悪な顔が近くに寄せられ、思わず逃にげ出したくなってくる。

　だが、こうも接近されてしまっては抵てい抗こうなんてできもしない。

　私はあちこちをクンクンと嗅ぎ回られながら、今朝、ちょむすけに纏まとわり付かれた事を思い出していた。

　宿に帰ったら、あの毛玉を締しめてやろう。

「おい、何とか言ったらどうだ？　ていうかお前、以前俺様と会った事があるだろう。森で遭そう遇ぐうした紅こう魔ま族ぞくだよな？」

　悪魔の言葉に私は無言のまま、慌あわててコクコクと頷うなずいた。

　それを見た悪魔は満足そうに何度か頷き。

「そうか……。封ふう印いんのあった紅魔の里。そしてお前ら紅魔族。へっ、繫つながった。ようやく繫がったぜ！」

　何が繫がったのかは知らないが、その怖こわい顔を寄せてくるのは泣きそうになるので止やめて欲しい。

　というか、既すでに隣となりのゆんゆんは涙なみだ目めだ。

「おいお前！　紅魔族なら、ウォルバク様に心当たりがあるだろう？　知らないとは言わせねえぜ、今朝方会っているはずだ」

　殺気立つ悪魔にいよいよ身の危険を感じながら。

「あ、あなた方は、どうしてウチのちょむすけを、寄ってたかってウォルバクウォルバクとヘンテコな名前で呼ぶのですか？　きっと猫ねこ違ちがいです、なんなら代わりに、可愛かわいい黒猫をもらってきてあげますから、これ以上ウチのちょむすけに関かかわるのは止めてください！」

「ちょ、ちょむすけ？　なんだその、ちょむすけってのは……。いやちょっと待て、その名前はどこかで聞いた事があるな。一体どこだったか？　……そうだ、確かあのガキんちょが……！」

　ガキんちょとは何の事だろう。

　私とゆんゆんが身動き取れないでいると、悪魔は葛かつ藤とうする何かを抑おさえる様に、何度か頭を振ふって息を吐はく。

「お前ら紅魔族とは、できればやり合いたくはねえ。……あのガキんちょが嚙かみついてきそうだし。……いいか、よく聞けよ？　ウォルバク様だ、ウォルバク様を連れて来い。ウォルバク様が誰だれか分からねえってんなら、今朝触さわった相手を全部連れて来い。いいか？　こいつは取引だ。ウォルバク様を引き渡せば、お前らに危害を加えたりはしねえ。もちろん、お前らがいるあの街にもだ」

「あ、悪魔の言う事を信じろって言うの!?」

　今まで怯おびえたままだったゆんゆんが、相手の要求がちょむすけの事だと分かり、ワンドを強く握にぎり締めた。

「まあ待てよ。俺達悪魔は、契けい約やくした事は破らない。これは悪魔としての絶対の掟おきてであり決まり事だ。それに、俺様は極きわめて友好的に接してきたつもりだぜ？　怪あやしげな魔ま剣けんを持ってた兄ちゃんには、ちょっとばかし痛い目をみてもらったが。でも、ありゃあしょうがねえんだ、あの兄ちゃんは俺達の間で手配されてるからな」

　今にも魔法を唱えそうなゆんゆんを手で制し。

「手配？　この街で有名な魔剣使いの人っていうのは、悪魔の間で指名手配されているのですか？」

　私の疑問に悪魔が言った。

「ああ、ちゃんとした自己紹しよう介かいがまだだったな。俺様の名はホースト。邪じや神しんウォルバク様の片かた腕うで、上位悪魔のホーストだ。神々ですら滅ほろぼせる魔剣使いってのは、どこでも危険視されてんのさ」
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　ゆんゆんが、馬の手た綱づなを引きながら。

「ねえ、あの悪魔と取引するの？」

「……まだ分かりません。しかし、あの毛玉をあげて解決するというのなら、それも悪くはないでしょうね」

　なにせ相手は、ただの上位悪魔ではなく、邪神の関係者。

　事を構えれば、私達も魔剣使いの人とやらの様に、きっと厄やつ介かいな事になるだろう。

　私の答えを聞いたゆんゆんは、そのままシンと黙だまり込んだ。

　馬が引く檻おりの中には、レックス達が寝ねかされている。

　私達二人ではとても街まで運べないので、檻を馬車の荷車代わりにして運んでいるのだ。

　三人はまだ目を覚まさない。

　腕うで利きき冒ぼう険けん者グループが、為なす術すべもなく一瞬でやられてしまった。

　取引内容は、ちょむすけを渡せば私達や街に危害を加えないというもの。

　これはつまり、取引に応じなければ私達はもちろんの事、無関係な街の人にも被ひ害がいが及およぶという事だ。

　今回は紅魔の里やアルカンレティアの街の様に、都合良く誰かが助けてくれる希望は持てない。

　レックス達も倒れた以上、もはや、アクセルの街であの悪あく魔まに対たい抗こうできるのは──

　馬が車輪の付いた檻を引く、ガラガラという音が辺りに響ひびく。

　そろそろ街の門に差し掛かかろうという頃ころだった。

　思い詰めた様な表情のゆんゆんが。

「ねえめぐみん、あんな悪魔の言葉は無視すればいいわ。相手は悪魔だもの、約束だって守るかどうか分からないし。それにこの街には、駆かけ出しっていったって、ちゃんとした冒険者がたくさんいる。だから……」

　いつもは自分が貧びん乏ぼうくじを引いてでも誰かを助けようとする、正義感が強くお人ひと好よしのゆんゆんが、そんな珍めずらしい事を言ってきた。

　この子も、色んな経験を積んで成長したのかもしれない。

　それが良い方向かは置いておいて。

　ちょっとだけ世よ渡わたりを覚えたみたいだけど、なんだか将来、悪い友達を作りそうな気がして心配なのだが……。

　ゆんゆんの言葉には答えずに、門を通り抜け、脇わきを見る。

　そこでは、例の見慣れた二人が、今日も楽しげにツルハシを振るっていた。

　自分が逃げると、街の正門のそばにいる、この頼たよりなさそうでいて毎日が楽しそうな平和な二人が、真っ先に巻き込まれるのだろう。

　──私は杖を握る手に、自然と力が籠こもっていった。
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　ホーストの襲しゆう撃げきを受けたレックス達は、幸いにも大した怪け我がはしていなかった。

　彼らをエリス教会に運び込んだ私達は、その足で冒険者ギルドに向かっていた。

　──さて。

「めぐみん、聞いて？　悪あく魔まってのはね、とっても悪あく辣らつでずる賢がしこくて、この世でもっとも信用しちゃいけない相手なのよ。聞いた事ぐらいはあるでしょう？　あの有名な、魂たましいと引き替かえに三つの願いを叶かなえるってヤツ！　何人もの魔ま法ほう使つかいが、きちんと願いを叶えてもらう事もなく、魂だけ取り上げられたって話よ!!」

　もう、私の覚かく悟ごは決まった。

「そんな連中との約束だなんて、絶対あてにならないわ。きっと、ちょむすけを引き渡わたしたところであっさり手の平返されて……！」

　後は、先ほどから説教してくる、この……、

「めぐみんなんて、悪魔からすればいいカモよ！　『闇やみの力を与あたえてやろう……』とか言われたら、あの悪魔に簡単について行っちゃいそうだし！」

　この、好き放題に言ってくれる、私よりチョロそうな娘むすめをどうしてやるかだ！

　私はバッと振り返ると、後ろをついてくるゆんゆんに。

「ちょっと優やさしくされただけで知らない人にホイホイついて行こうとする、ゆんゆんにだけは言われたくありませんよ！　さっきからなんなんですか、私は紅こう魔まの里の首席だったんですよ!?　万年二位のさびしんぼ娘に今いま更さら言われなくたって、もちろんそんな事ぐらいは知ってますよ！」

「ま、万年二位のさびしんぼ娘!!」

　涙目で首を絞しめてくるゆんゆんを何とか引き剝はがし、私は落ち着けとばかりに手を突き出した。

「ま、待ってください、先ほどから大きな誤解がありますから！　さびしんぼ娘は流石さすがに言いすぎました、確かにこの街に来てからは、よく分からないおじさんや昼間から女性に声を掛かけているお兄さんまで、色んな友人ができたみたいですしね。万年二位のチョロい娘にランクアップしてあげます」

「……やっぱり、さびしんぼ娘でいい……」

　自分の境きよう遇ぐうを思い出し、両手で顔を覆おおってめそめそしだしたゆんゆんに。

「まあ、ちょっと話をしましょう。そして、あなたの友人関係はいずれどうにかしましょうか。このままあなたを放ほうっておくと、本当に悪い友達を作りそうですから」

　言いながら、未いまだ鼻をグスグスいわせているゆんゆんを連れ、冒ぼう険けん者ギルドのドアを開けた。




「──という訳で、例の悪魔にレックス達のパーティーもやられてしまいました」

「「「どうすんのおおおおおおお！」」」




　私達の報告に、ギルド職員達が阿あ鼻び叫きよう喚かんの中で、ゆんゆんを奥のテーブルへと引っ張っていく。

「さて。見ての通り、ギルドはもう頼たよりにならない状じよう況きようです。まずは現状を整理しましょうか」

　隅っこのテーブルにて、ゆんゆんと二人で作戦会議だ。

「現状ねえ……。この街でもっとも腕うでの立つ冒険者グループが両方ともやられて、頼みの綱つなのアークプリーストも見つからない。魔王軍の幹部の一人であるデュラハンが活発に動き回ってるとかで、その動きを警けい戒かいして、国も他の街も、援えん軍ぐんを送れる状況じゃない。そして、あの悪魔……。ホーストって言ったかしら？　そういえば、取引に関して返事の期限は決めなかったわね。何時いつまでも悠ゆう長ちように待っててくれるとも思えないけど」

　ゆんゆんが沈ちん痛つうな面おも持もちで言ってくる。

　他ほかの街から援軍も見込めない現状では、このまま放置しておいても状況が良くなる事はあり得ない。

　そして、頼みの綱だったはずのアークプリーストも見つからず仕じ舞まい。

　となると……。

「となると、後はもうちょむすけを引き渡すしか手はない訳だけども……。それだけは、絶対に反対だからね！　もう私だってこの子に情が移っちゃったもの、今更そう簡単に手放せないわ！」

　そう言って、テーブルの上でモタモタしていたちょむすけを捕つかまえ、突如いきり立つゆんゆんに小首を傾かしげ。

「……やはり、先ほどから誤解している様ですね。私は、取引に応じるだなんて一言も言ってませんよ」

「えっ!?　だ、だって、街に帰る間、思い詰つめた顔をしてたから……。って、もしかして……」

「この私が誰だれかに脅おどされて、それに応じる訳がないじゃないですか。紅魔族は、売られた喧けん嘩かは必ず買うのです。もう覚悟は決めました。ですがそれは……。あの悪魔を倒たおす覚悟です！」

「有名な魔ま剣けん使いの人を筆頭に、レックスさん達みたいな腕うで利きき冒険者パーティーまであっさりやられちゃったのよ!?　それに、アイツを最初に見た時あれだけ怖こわがってたじゃない！　めぐみんだって、一応紙かみ一ひと重えでバカじゃないんだから、相手との実力差ぐらいは分かるでしょ!?」

「一々言葉にトゲがありますよ！　あの悪魔が強いのは、確かに相対しただけで分かります。あれはアーネスより格上の悪魔でしょうね。ですが、私にはあの悪魔を滅ほろぼす手段があります。というか噂うわさのアークプリーストが見つからなかった以上、この街でアイツに対たい抗こうできるのは、もはや私しかいないでしょう？」

　私の言葉にゆんゆんが、拳こぶしを握にぎってグッと黙だまる。

　そして、バンとテーブルを叩いて立ち上がり……！

「も……もう勝手にしなさいよっ！　めぐみんのバ……んぐっ!?」

　そのままどこかへ走り去ろうとしたゆんゆんが、私にマントの裾すそを引っ張られて仰のけ反った。

　慌ててこちらを振り返り、目に涙を浮かべ困こん惑わく顔で咳せき込むゆんゆんに、私は満面の笑えみを浮うかべ。

「……私達、友達ですよね？」

「手伝えって!?　私にも、手伝えって言うの!?　友達じゃなくてライバルよ！　友達だって言えば、私が何でも言うこと聞くと思ったら大おお間ま違ちがいよ!?　でも、ちょっとだけ嬉うれしい自分が悔くやしい!!」
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　未だ膨ふくれっ面つらのゆんゆんを引き連れて、私達はとある場所にやって来た。

「私だってバカではありません。流石に、あんな相手に真正面から挑いどもうとは思いませんよ。という訳で、まずは軍資金を集めましょうか」

「……軍資金？　でもここって、私達が寝ね泊とまりしてる……」

　そう、いつもの宿だ。

「ちょっと危険が伴ともなうので、ゆんゆんはこれ以上来ないで、その辺で時間を潰つぶしていてください」

「……？　それはいいけど、危険が伴うって……。って、ね、ねえめぐみん。軍資金集めって、一体どうやって……！」

「それは聞かないでおいてくれると何かと助かります。では、行ってきます！」

「ちょ、ちょっと！　まさか、本当に体を……!!」

　ゆんゆんの声を背に受けて、私は宿の階段を上り、とある一室へと向かっていった。

　そして、ドアの前に立ち深呼吸。

　覚悟を決め、二つほどドアをノックすると、中から聞き慣れた声が聞こえてくる。

「どうぞー？」

　ドアを開けると、そこにはベッドに寝ねそべりながら、おやつか何かをポリポリ囓かじっているセシリーがいた。

　私は、部屋に入ると同時に手を組んで、祈いのるポーズで訴うつたえる。




「セシリーお姉ちゃん、お小こ遣づかいちょうだい！」

「いくら欲しいのかお姉ちゃんに言ってごらんなさい！　何を買うの？　家？　お姉ちゃんとの新居でも買いたいの？　大だい丈じよう夫ぶ、お姉ちゃんの溢あふれる魅み力りよくで、ちょっとお金持ちの冒険者をたらし込んでくるわ！」

　私は飛び出して行こうとするセシリーを慌あわてて止めた。

「家を買うとかそんな大がかりな話ではありませんから！　そうではなく、例の悪魔を倒そうかと思いまして、そのための軍資金が欲しいのです。確か、あの悪魔を倒したら一千万エリスというお話でしたよね？　少しでいいので、前借りはできませんか？」

「確かにそんな話はしたけどね。でも自分でお願いしといてなんだけど、やっぱり止やめといた方がいいわ。あの悪魔の追加情報を手に入れたんだけど……。ついさっき、この街でも一、二を争う腕利きパーティーが襲おそわれて、エリス教会送りにされたみたいなのよ」

　と、セシリーが悩なやましげに言ってくる。

「ギルドに報告したのは先ほどの事だというのに、もうお姉さんの耳にも入っていたのですか。それだけ、街の人達が不安に陥おちいっているという事でしょうか……」

「ううん、エリス教会に石を投げに行ったら、重傷者の治ち療りようをしてたからね？　何があったのか教えてくんなきゃ帰らないって駄だ々だ捏こねたら、詳くわしい事情を……ちょっと待って、いくらお姉ちゃんでもその愛情表現は苦しいんだけど！」

「もう、お姉さんは大人しくしててくださいよ！　これ以上状況をややこしくしないでください!!」

「けほっ……、まったく、これがツンデレってヤツかしら。まあ、嫌きらいじゃないわこういうの！」

　首を絞める私を宥なだめ、セシリーが涙なみだ目めで何かを渡わたしてきた。

「誰がツンデレですか、いい加減……。これは？」

　渡されたのは、ズシリと重い革かわ袋ぶくろ。

「一千万エリスよ」

「えっ!?」

　サラリと告げられた言葉に、私はギョッとして手の中の袋ふくろを見る。

「い、いいんですか!?　そんな簡単に渡しちゃって！　私がこれを持って逃にげるとか考えないのですか!?」

　その言葉を受けたセシリーは。

「これでも私は聖職者よ？　人を見る目に関しては自信があるの」

　そう言って、柔やわらかな微び笑しようを浮かべ、

「あ、あの、私が負ける事は考えないのですか？　というか、急にどうしたのですか？　いきなりそんな態度を取られると、反応に困るのですが、……ッ！」

　そして私を抱だき締しめていた。

「大丈夫。このアクシズ教プリースト、セシリーが保証するわ。あなたなら、きっと勝てる。ええ、こんなに可愛かわいくて頼たのもしいめぐみんさんが、悪あく魔まなんかに負けるもんですか」

「お、お姉さん……」

　どうしよう。不覚にも、ちょっとウルッときてしまった。

　本当は、あんな上位悪魔と戦う事に不安もあった。

　そんなところに、普ふ段だんおちゃらけているこの人から、不ふ意い討うちでこんな優やさしい言葉を掛かけられてしまうと……。

「さあ、袋を開けてみて？　そして、それを役立ててね！」

　目に何かが滲にじんでくるのをグッと堪こらえ、重い袋の口を開けると……。




　──そこには金貨の代わりに詰められた大量の石ころと、『スカ』と書かれた紙切れが。




「ぷーっ！　やだもうめぐみんさんたら涙ぐんだまま固まっちゃって、もう本当に可愛いんだから！　あははは、ぷひゃひゃひゃ、もうっ、どうしてこんなに可愛いの!?　残念でした！　それはね……ああああっ、お姉ちゃんが悪かったから！　やり過ぎたのは謝るから石を投げるのは止めてお願いっ!!」
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　階段を降りていくと、階下では落ち着かない様子のゆんゆんが、まるで熊くまのようにウロウロしていた。

「何をしているのですかゆんゆん、その辺で時間を潰していてくださいと言ったのに」

「めぐみん！　だ、だって、あんな意味深なセリフを残したままで、宿屋に入って行くもんだから、心配で……。ちょっと、なんで泣いた跡あとがあるのよ!!」

　ゆんゆんの指し摘てきを受け、私は慌てて目元を拭ぬぐう。

「こっ、これはっ！　別に、何でもないですから！」

「気の強いめぐみんが、何をどうやったら泣いたりするのよ!!　何があったの!?　それで、軍資金とやらは手に入ったの!?」

　私の胸むなぐらを両手で摑つかみ、ユサユサと揺ゆさぶってくるゆんゆんに。

「一千万エリスがここに……」

「一体何をやったら一千万なんて大金を稼かせげるのよ！」

　なぜか涙目のゆんゆんが、悲鳴の様な声を上げる中。

『お願いやめて落ち着いてえ！　これはね、めぐみんさんを信しん頼らいしての小細工なの！　今回の件は、きっとめぐみんさんが解決してくれるだろうなって思ってね!?　お礼を渡す時にからかおうかと、わざわざこうして用意してた……ああああやめてやめてそんなに怒おこらないでえ!!』

　そんな、先ほどのセシリーの言葉を思い出し──

「……言いたくありません」

「めぐみんが、めぐみんが汚よごれたあああああっ！」

　またおかしな誤解をしているゆんゆんに説明する気も起こらず、ぐったりしながら宿を出た。




「──ねえめぐみん。もう済んだ事は仕方ないわ。それにお金が必要な理由も、今回は街を脅おびやかす悪魔を倒すためっていう、立派なものだしね。だから、それがどんな方法で手にしたお金でも恥はじる事はないし、軽けい蔑べつしたりもしないわ」

　…………。

「うん、一番辛つらいのはめぐみんのはずだしね。何せ、あれだけ気が強いめぐみんが泣くだなんて、そんな……。そんな……、……ぐすっ……」

「いい加減しつこいですよ！　まったく、毎度毎度どれだけ想像力豊かなのですかあなたは!!　別に体を売った訳ではありませんよ、私に好意を寄せてくれている人に、ちょっと恥ずかしい事を言って、抱き締められてきただけですから！」

「恥ずかしい事を言って抱き締められた!?　そ、それでも十分ギリギリだと思うんだけど、本当にそれだけ？　めぐみんがたったそれだけで泣いたりするの？」

　ゆんゆんの言葉に少しだけ考え込み。

「その後は……。予想外に優しくされて雰ふん囲い気きに流され、ちょっと騙だまされただけです……。これに関しては自分が情けないので、詳しくは言いたくありません」

「やっぱり!!」

　……もう放ほうっておこう。

「それよりも、せっかく手に入った軍資金です、これを有効に使って戦いを有利に進めますよ。私は行くところがあるので、ゆんゆんはこれを持って魔道具店に行ってきてください。そして、使えそうなアイテムがあったら片っ端ぱしから買ってきてください。他ほかにも、戦いを有利に進められそうだと判断したなら、好きに使ってくれていいですよ。後は……黒くろ猫ねこのぬいぐるみを買ってきてくださいね」

　言いながら、金貨の詰つまった袋を手て渡わたした。

「えっ!?　そ、そうは言っても、いきなりこんな大金……！」

　そして私は、戸と惑まどうゆんゆんに後を任せ──
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「お願いします、賞金が手に入ったなら、それは全部差し上げますので！」

「む、無む茶ちや言うなよ、あの悪魔だろ!?　魔ま剣けんの男やレックス達のパーティーまでやられたんだ、俺達には荷が重すぎる！」

　再び冒ぼう険けん者ギルドに戻もどった私は、冒険者達に声を掛けまくっていた。

「あっ、そこにいるのは！　……名前は忘れましたが、あなた方は以前私とパーティーを組んだ事がありますよね！　なら、私の力も知っているはずです。どうですか、一いつ緒しよに悪魔を倒たおしませんか!?」

「名前くらい覚えておいてくれよ！　い、いや、一緒に組んだ事があるからこそ、遠えん慮りよしとくよ、俺達もあんたの魔ま法ほうに巻き込まれそうだしな……」

「そ、そうそう。それにあんたの場合、もし魔法を外したら打つ手なしじゃないか。そんな危険な賭かけには出られないよ」

　く、くそう……。

「あっ、そこの方！　優ゆう秀しゆうな魔法使いは要いりませんか？　紅こう魔ま族ぞくですよ！　きっとお役に立ってみせます、その代わり……」

「無理無理、私達に悪魔の相手だなんて無理だって！　それに、ウチは下級職だけでのんびりやってるパーティーなのよ。紅魔族のアークウィザードが入ったら、バランスってやつがね？」

　プライドも捨てて片っ端から頼み込もうにも、既すでに私の悪評に加えて、あの悪魔の強さまでもが噂うわさで流れ、誰だれも誘さそいに乗ってくれない。

　私の予定では、ゆんゆんになにがしかの足止め用魔道具を手に入れてもらい、更さらには護衛の冒険者を雇やとう。

　後は、足止め中にホーストを倒せれば良し、倒せなくとも雇った冒険者に時間稼ぎをしてもらい、どうにか距きよ離りを取った上で一いち撃げき必殺。

　これでどうにかなると思っていたのだが、甘かった。

　……と、その時だった。




「あの──」




　恐おそる恐るといった感じで、後ろから声を掛けられる。

「あんた、よくゆんゆんって子と一緒にいた人だよな？　俺達は大した力も無いけれど、もし良かったら──」

　私は、その声の主に慌あわてて振ふり向くと……！

「実力なんて関係ありません、協力してくれるだけでって、あなた方ですか！　求めているのは冒険者ですよ、一いつ般ぱん人の方は危ないのであっち行っててください！　後、ゆんゆんに近づかないでください!!」

　そこにいたのは、隙すきがあればゆんゆんに近づき声を掛けてくる、昼間から酔よっ払ぱらっている暇ひまなおじさんやナンパ男達。

　それらをしっしと追い払はらっていると、ギルド内がざわめいた。

　……なんだろう？

　近くにいた人に何気なく。

「あの、一体何があったのですか？」

「んあ？　いや、例の悪魔の話をしたら、退治してやるって意気込む奇き特とくな奴やつらがいてな。たった二人だってのに、ギルドを飛び出して行きやがっ、おわっ!?　な、何すんだ！」

　気付くと、私はその人の胸むな元もとを摑んでいた。

「その人達は!?　その二人は、どんな人達でしたか!?」

「か、片方はクルセイダーかな？　もう片方は盗とう賊ぞくだと思うが……。二人とも、『悪魔殺すべし！』とか、『この街にノコノコと悪魔が来るとは、ぶっ殺してやるっ！』とか、物ぶつ騒そうな事言いながら駆かけ出してったよ」

　ここに来るのが一歩早ければ、その人達を誘えたのに……！

　いや、案外その二人が退治して帰ってくるかもしれないし。




「しかし、結局人を集める事はできませんでしたか。これは真しん剣けんに困りましたね……」
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「そっちの首しゆ尾びはどうでしたか？　使えそうな魔道具はありましたか？」

「色んな魔道具店を回ってきたわ。それで、お店で一番のオススメだっていう、強力な魔道具もいくつか買ってきたんだけど……」

　そう言ってゆんゆんが差し出してきたのは、どこか見覚えのある数々の魔道具。

「……どれもこれもが紅魔の里製ですね」

「……私達の里で作られてる魔道具はブランド品だからね……」

　地元なら安く簡単に手に入る魔道具に、正規の代金を払うというのも釈しやく然ぜんとしない話だが、里の皆みんなが作った品なら品質に関しては安心できる。

「ところで、めぐみんはどこに行ってたの？　戦いの準備をしてたんでしょ？」

　ゆんゆんの言葉に目を逸そらす。

「人を集めようかと思ったのですが……。その、最近の私の高名が仇あだとなり、呼び掛かけに応じてくれる人がなく……」

「日ひ頃ごろの行いでしょう！　協力者がいなかったのね？　どうするのよ、魔法使いなんて前衛がいなかったらあっという間に距離を詰められてイチコロよ!?」

　私は現実逃とう避ひをするかの様に、足あし下もとに纏まとわりついていたちょむすけを抱かかえ上げ。

「この私を誰だと思っているのですか？　そう、紅魔族一の魔法の使い手にして爆ばく裂れつ魔法を操あやつる者！　あんな悪あく魔まなんて距離を詰められる間もなく一撃ですとも。……あっ！　ゆんゆん、でかしました！　これは姿すがた隠かくしの魔法が封ふうじられた巻スクきロ物ールではないですか、これがあれば楽勝です！」

「一応買っておいた物だけど、効くかどうかは分かんないわよ？　相手は高位の悪魔なんだし、光を屈くつ折せつさせる姿隠しの魔法なんて、いつ見破られるか……」

　言いよどむゆんゆんだが、何も作戦が無いよりはマシだ。

　受け取ったスクロールを大事に懐ふところへとしまい込む。

「後は、頼たのまれてた黒猫のぬいぐるみ。こんな物、何に使うのか知らないけど……」

　最後に手渡されたぬいぐるみに、私は抱だいていたちょむすけを無言のままに縛しばり付けた。

「ちょっと」

「こうしてしばらく置いておけば、このぬいぐるみにちょむすけの匂においが残ります。後は、人の来なそうな平原のど真ん中にこれを置いて、姿隠しのスクロールを使って身を隠し、ノコノコとぬいぐるみに釣つられたところをドカンですよ」

「そ、そんなに上手うまくいくかなあ……。ねえ、今からでも遅おそくないからさ。このまま、他の街に逃にげた方が……」

　……昔はあんなにお人ひと好よしだったゆんゆんが、この一年足らずでこれだけドライな事を言い出すとは。

　私の知らない間に、この子もある意味成長したのだろう。

　その方向性が正しいかどうかは置いといて。

　不安げな表情のゆんゆんに、ぬいぐるみと一体化したちょむすけを見せつけてやると。

「上手くいかせてみせますよ。このふてぶてしい毛玉に情が移ったのは、何もゆんゆんだけではありませんからね」

　それに。

「組んだ期間は短いとはいえ、一緒に冒険した人達がいる街ですからね。今回の件は私とこの毛玉が原因ですから。きっちりケリを付けてやりますとも！」

　そう宣言し、踵きびすを返して宿へと向かう私の背に、ゆんゆんの呆あきれた声が掛けられた。

「まったく。相変わらず無む鉄てつ砲ぽうだし、強ごう情じようで強がりねえ」

「うるさいですよ。そっちこそ、相変わらず事なかれ主義の小心者ではないですか」

　私が後ろも見ずに言い返すと、ぐっと息を吞のむ音がした。

　そして……。

「……でも、個人主義でドライなところは、この一年で随ずい分ぶんと変わったわね」

　ゆんゆんが、何かを小さく呟つぶやいた気がした。
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　宿で夕食を終えて自室へ戻った私だったが、ふと思いついてセシリーの部屋のドアをノックした。

「お姉さん、いますか？」

「んんー？　めぐみんさん？　鍵かぎなら開いてるからどうぞー」

　ドアを開けると、そこには疲つかれた様子のセシリーが、ベッドの上でぐったりしていた。

「随分お疲れの様子ですね？　あれからどこかに遊びに行っていたのですか？」

「失礼な。頑がん張ばるめぐみんさんに触しよく発はつされて、お姉さんも珍めずらしくお仕事したのよ？」

　へえ……。

「ちなみに、どんな事をしてきたのか聞いてみてもいいですか？」

「それはね、またエリス教会に行って……」

「もういいです」

　聞いた私がバカだった。

「ちょっと待って!?　お姉さんは、今日は本当に頑張ったのよ!?　私は簡単な回復魔法ぐらいしか使えないけど、逆に言うとそれだけは自信があるの！　それでね……」

「もういいですってば。エリス教会の前で怪け我が人が運び込まれるのを待って、お客を横取りしたとかそんな話ですか？」

「めぐみんさん酷ひどい！　そんな……！　そんな……。……あら？　それは悪くない作戦ね。メモしとかないと」

「そんなの後にしてください。というか、お姉さんにお話がありまして」

　いそいそとメモを取りだしたセシリーに、黒くろ猫ねこのぬいぐるみから解放したちょむすけを差し出した。

「しばらくこの子を預かって欲しいのです」

「……いいけど、その子はめぐみんさんの愛らしさを引き立てるマスコットでしょ？　私に預けちゃってもいいの？」

「マスコットではなく使い魔まです。明日あしたは激戦になるかもしれませんので、念のためお願いします」

　そう言って、セシリーが寝ね転ころがっているベッドの上に、抱いていたちょむすけを乗せてやる。

　知らない人の匂いが珍しいのか、ちょむすけは鼻をふんふん言わせながら、セシリーに頭を撫なでられていた。

「そういう事ならお姉さんに任せなさいな。預かってる間に、この子に芸の一つも仕込んであげるわ。たとえば、ファイアーブレスを吹ふく猫とかどうかしら？」

「や、やめてください、おかしな事を教え込まないでくださいよ!?　それではお姉さん」

「セシリーお姉ちゃんって呼んでってば！」

「……セ、セシリーさん、その子をお願いしますね」

　せめてもの譲じよう歩ほに、セシリーは一応納なつ得とくしてくれた様だ。

　ベッドの上でちょむすけを弄いじりだす姿を見届け、私はセシリーの部屋を後にした。




「──あれっ!?　めぐみん、そんなところで何やってんの!?」

　セシリーの部屋を出ると、どこかに出かけようとしていたゆんゆんと鉢はち合あわせた。

「この部屋に知り合いがいるのですよ。というか、ゆんゆんこそこんな時間からどこに行こうというのですか？」

　私が問うと、挙動不ふ審しんにおどおどと視線を揺ゆらし。

「ほ、ほら、私達も冒ぼう険けん者になった事だし、夜の酒場を覗のぞいてみるってのもいいかと思ってね？」

「ゆんゆんが不良になった！」

「違ちがうわよ、そうじゃなくって！　ちょっとした好こう奇き心しんっていうかね!?」

　驚おどろきの声を上げる私に、ゆんゆんが慌てて言った。

「……なら、私も一いつ緒しよに行きますよ。チョロいゆんゆんが一人で夜の酒場に行くだなんて、一日爆裂魔ま法ほうを我が慢まんした私の前を、カモネギの群れが通過する様なものです」

「こ、来なくても大だい丈じよう夫ぶだってば！　ほら、こないだだってギルドの酒場に朝まで残ってても、なんともなかったし！」

　ゆんゆんは私の同行を頑かたくなに拒きよ否ひすると。

「それじゃ、また明日ね！」

　そう言って、慌あわてた様子で夜の街に飛び出して行った。
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「……眠ねむれない」

　明日は決戦を予定している。

　その緊きん張ちようのためか、なかなか眠りに就つけない。

　ほんの一年前までは学校に通って平へい穏おんな暮らしをしていたはずなのに、一体どうして上位悪魔相手に戦うハメになっているのだろう。

　思い起こせばこの一年で、結構な冒険を重ねている。

　邪じや神しんの封ふう印いんが解け、その下僕を退治したかと思えば、上位悪魔アーネスと戦い。

　そして今、こうしてアクセルの街を守るため、悪魔ホーストとの戦いを控ひかえている。

　きっと、これからの冒険生活ではこれほどの事件は起こらないだろう。

　案外冒険者なんてものは、日々の糧かてを得るために地味なクエストばかりをこなすものだ。

　私を加入させてくれそうな奇き特とくなパーティーもいないだろうし、ホーストとの決戦で無事に勝利を収めても、その後は……。

　闇やみの中、そこまで考えた私は、布ふ団とんの中に首を潜もぐり込ませた。

　これはいけない、思考がどんどんダークな方向に向かってしまう。

　やはり、明日の事で弱気になっているのだろうか。

　そうこうしているうちに、窓の外が明るくなってきた気がする。

　というか今日は、いつになく目が冴さえて眠れない。

　何か、とても大事な事を忘れている様な……。

　何だろう。自分にとって、とても大切な何か……、って、ああっ！

　日課である爆裂魔法を忘れていた！

　道理で寝ねつけない訳だと、起き上がろうとしたその時だった。

「『アンロック』」

　ドアの外から、囁ささやくような声が聞こえ、部屋の鍵が外された。

　こんな時間に部屋の鍵をこじ開けるとは、一体どこの変態だろう。

　何となくセシリーの姿を思い浮うかべ、ドアに背を向け寝たふりをしながら、侵しん入にゆう者にいつでも襲おそいかかれる様に拳こぶしを握にぎった。

　やがて、そっとドアが開けられる。

「……めぐみん、寝てるよね？」

　聞き慣れた囁き声に、握り締しめていた拳を解いた。

　侵入者はゆんゆんだった。

　どうしたのだろう、こんな時間にコソコソと。

　起きてますよと言っても良かったのだが、何となくそのまま寝たふりを続けてしまう。

「……めぐみんは、凄すごいね。あんな悪あく魔ま相手に、逃げようともしないだなんて。私ならきっと、眠れもせずに悩なやんでたと思うよ」

　寝たふりなんてしなければ良かった。

　そんな事を言われてしまっては、今いま更さら起き辛づらいのだけど……。

　私がそんな事を後こう悔かいしていると、ゆんゆんは小さな声で独白を続けていく。

「正直に言うとね？　爆ばく裂れつ魔法なんて覚えた時は、首席のくせに、なんて頭の悪い子なんだろうって思ってた」

　今すぐ飛び掛かかってやりたい。

「他ほかにも、アルカンレティアの街でアクシズ教徒の人達と一緒に、バカな勧かん誘ゆうをやってた時なんて……。もう、もうね……」

　そこまで言って、ゆんゆんは声を詰つまらせた。

　……その辺の事は自分にとっても黒歴史なので、あまりほじくり返さないで欲しい。

「──でも」

　背を向けているので、今のゆんゆんの表情は分からない。

「でも、爆裂魔法なんてネタ魔法一つで、邪神の下僕をまとめて蹴け散ちらしたり、アーネスを倒たおしたり。そして、あの悪魔を相手にしようとするめぐみんは……」

　分からないが、きっと──

「今のめぐみんは、格好良いし、凄いと思うよ」

　きっと、照れ臭くさそうな顔をしているのだろう。




　……そう、今の私みたいに。




　ここで起き出したりしたら、今の独白を聞かれていたゆんゆんに、強きよう烈れつなトラウマができる事だろう。

　しかし、ここまでストレートな言葉をぶつけられて、私だけ何も言わないというのも……。
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「でも、めぐみんも知ってるよね。姿すがた隠かくしの魔法で隠れても、爆裂魔法なんて使えば、漏もれ出す魔ま力りよくで位置がバレちゃう、って」

　……そこまで考えが至らなかったなんて、今更言えない。

　と、私が恥はずかしさで悶もだえていると、

「だから、ね……」

　ゆんゆんの、声のトーンが突とつ然ぜん変わった。

「これからも、そんなめぐみんのライバルでいられる様に。これは、私が借りていくわ」

　真しん剣けんな声でそう呟つぶやき、ゆんゆんは何かを拾った様だ。

　見なくとも、話の流れで何を手に取ったのかは大体分かる。

　ちょむすけの匂においの付いた、ホーストをおびき寄せるためのぬいぐるみだろう。

　私よりも先にホーストをおびき寄せ、仕留めてしまうつもりだろうか。

　でも、ゆんゆんにはホーストを仕留められる様な決定打はないはずだ。

　いくらなんでも、たった一人でそんな無む茶ちやは、

「今も、この時間までずっと冒険者ギルドの酒場にいたんだけど……。初めて、自分からパーティーを組んで欲しいって頼たのめたの」

　…………。

「それも、街で一、二を争う冒険者パーティー、レックスさん達よ。あの悪魔にリベンジしたいって頼んだら、あっさり引き受けてくれたわ」

　あの人達が？

　でも、結構な重傷を負っていたはずだけど……。

「一人じゃ、戦いを挑いどむ勇気も出なかっただろうけど、これならきっと……」

　ゆんゆんの独白を聞きながら、いつ起きようかと頭を巡めぐらす。

「じゃあ、行ってくるね」

　そろそろ頃ころ合あいだろうか。

　今起きたフリをして、寝ね惚ぼけ眼まなこで挨あい拶さつを──

「あなたは、私の一番大事な友達だから。あの作戦じゃ負けるって分かってるのに、そのまま行かせられない。だから……」

　……どう答えようかと、言葉を失っていると。

「めぐみん、ごめんね」

　そんな、小さく謝る声と共に、

「『スリープ』」

　私を、抗あらがい難がたい睡すい魔まが襲っ──
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「──ッ!!」

　目が覚めると同時、布ふ団とんをはね除のけ飛び起きた。

　そのまま素す早ばやく辺りを見回すと、窓の外はすっかり明るくなっている。

　そして、あれが夢じゃない証しよう拠こに、ドアの脇わきに置いたはずの、黒くろ猫ねこのぬいぐるみが無くなっていた。

「よくもやってくれましたね！　この私を、初めてハメてくれましたねゆんゆん!!」

　色んな思いよりもまず先に、してやられた悔くやしさが湧わき立った。

　私の身を案じて、腕うで利ききパーティーと共に、先にホーストを撃げき破は。

　普ふ通つうなら良い話なのかもしれないが、私にとっては……！

「紅こう魔ま族ぞくにとって、美味おいしいところを持っていかれるのは何よりの屈くつ辱じよくです！　このままで済むと思わない事ですねっ!!」

　叫さけぶと同時に杖つえを摑つかみ、そのまま部屋を飛び出すと──！

「きゃっ!?」

「ッ!?」

　出会い頭がしらに、外にいたセシリーとぶつかりそうになった。

「お姉さんすいません！　ちょっと緊きん急きゆう事態でして、急いでました!!　今日のところはこれでっ！」

「そんなに慌てちゃってどうしたの？　緊急事態って、一体何があったの？」

　セシリーにあまり説明している時間もないのだが、突つき飛ばし掛けておいて説明もしないのも……！

　逸はやる気持ちを抑おさえかいつまんで事情を話すと、セシリーが小首を傾かしげてきた。

「その、めぐみんさんのお友達と一いつ緒しよに、悪魔退治に向かった冒ぼう険けん者パーティーってのは、レックスって人がいるパーティーかしら？」

「？　ええ、まあ。何でも、この街で一、二を争う腕うでを持つ人達らしいですが……」

　それを聞いたセシリーは。

「私が治したの！」

　良い笑え顔がおでサムズアップをしながらそう言った。

「……は？」

「だから、私が治したの、その人達を！　ほらほら、昨日珍めずらしくお仕事したって言ったでしょ？　何となくもう一度エリス教会に邪じや魔ましに行ったら、その人達が苦しそうに唸うなってたのよ」

　なんだろう、嫌いやな予感がする。

「私のアクア様への信しん仰こう心は、その場にいたエリス教のプリーストよりも高いものだった様ね。エリス教プリーストの力では、まだ身動き取れないレベルだったその人達を、エリス教徒達の目の前で、頑がん張ばれば何とか戦えるレベルにまで回復してあげたのよ！　あの時の、エリス教徒達の悔しそうな顔ったらなかったわ!!」

　この人が事態をややこしくしてくれたのか！

　ゆんゆんだって、流石さすがに一人では戦いを挑もうとは思わなかっただろうに。

　そして、レックス達以外のパーティーは、きっとゆんゆんに声を掛けられても悪魔退治になんて同行しようとはしなかっただろう。

　とはいえ、セシリーはただ怪け我が人を治しただけだし、文句も言えない！

「こうしてはいられません、私もすぐに……！」

　と、駆かけ出そうとした私の腕を、セシリーが捕つかまえた。

「お姉さん、流石に今は、遊んでいる暇ひまは……」

　私はお姉さんの顔を見て、言い掛けていた言葉を引っ込めた。

　何かをぶつぶつと呟いて、真剣な目でこちらを見ている。

　やがて──

「女め神がみアクアの祝福を！　『ブレッシング』！」

　セシリーがかざした手の先から、柔やわらかな光があふれ出す。

　それが私の体を包み込むと……、

「回復魔ま法ほう以外は詠えい唱しようもうろ覚えなのよ。ちゃんと使えて良かったわ」

　セシリーは安心した様に笑みを浮かべ、息を吐はいた。

　その顔を見て、私も思わず苦く笑しようする。

　そして、このおかしなアクシズ教徒のお姉さんに、少しだけ感謝した。

　切せつ羽ぱ詰つまったこの状じよう況きように、自分でも気付かないうちにパニックになっていた様だ。

　おかげで、良い感じにリラックスできた。

「お姉さん」

「こんな時くらい、もう一度お姉ちゃんって呼んで欲しいなあ……」

　私はもう一度苦笑しながら。

「セシリーお姉ちゃん、行ってきます」

「行ってらっしゃい！」
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　街の外に広がる大平原。

　いつもは、そこに跳はね回っているはずのジャイアントトード達は姿も見せず。

「もう一度俺達が食い止める！　あんたは、さっきの魔法をもう一度頼む!!」

「わ、分かりました！　任せてください！」

　その代わりに……、

「止められるもんなら止めてみやがれ！　鬱うつ陶とうしいんだよこの雑魚ざこが!!」

　悪あく魔まホーストと激戦を繰くり広げる、ゆんゆん達がそこにいた。

「レックス、下がれ！　お前じゃもう無理だ！」

「そうよ、あんたその右みぎ腕うで、折れてんじゃないの!?　顔色が真っ青じゃない！」

　戦せん況きようはあまり芳かんばしくない様だが、意外な事に、ホーストも無傷ではないらしい。

　以前、魔ま剣けんの勇者とやり合った際に羽を片方斬きり落とされていたホーストは、今はその体中に小さな傷を負っていた。

　それに、どことなく弱っている印象を受ける。

「……クソッ、本来ならお前らみたいな雑魚なんて、あっさり蹴け散ちらせるはずなのによお……」

　レックスの代わりに前に出たテリーとソフィを威い嚇かくしながら、ぐんなりとした声でホーストが小さくぼやく。

　そんな、戦いの様子を。




「さて、どうしたものでしょうか。ここで参戦しても良いものか……」




　光を屈くつ折せつさせる魔法が封ふうじられたスクロールで透とう明めいになった私は、ちょっと離はなれたところから観戦していた──




　どうにも調子の悪そうなホーストの姿に、これは案外いけるのかもと期待してしまう。

　飛び出そうと思ったが、このまま様子見した方がいいのだろうか。

　というのも、紅魔族的にはこのタイミングで出るのはマズい。

　ピンチの時に現れて参戦するならまだいいが、優勢なところに登場し、勝ち馬に乗るのはいただけない。

　と、ゆんゆんが片手でワンドを突き出し、それとは逆の手で小さな石を強く握にぎる。

「『ライトニング』ッッッ！」

　平原に響ひびく大声を張り上げて、大量の魔ま力りよくを込めた雷らい撃げき魔法を解き放った。

　魔法が放たれると同時に、ゆんゆんが握っていた小さな石は砕くだけ散り……！

「[image: ]っ!?　……ってえなああああああ！　さっきからその魔法、鬱陶しいんだよ！　クソッタレ、大分力を失った今、あんまり魔力は使いたくねえが……ッ！」

　電でん撃げきに撃うたれたホーストは、大きく両手を振ふり上げて、

「くたばりやがれッ！　『インフェルノ』！」

　叫ぶと同時に振り下ろした！

　だがそれを見み越こしていたかの様に、ゆんゆんは握っていたワンドを手放すと、スクロールを両手で広げて前に出す。

「『マジックキャンセラ』ーッ！」

　ホーストが振り下ろした手の先からは、放たれるべき魔法は放たれず。

　代わりに、ゆんゆんの突き出したスクロールが真っ黒になって崩くずれ去った。

　スクロールに封じられていた魔法が発動し、ホーストの魔法を消し去ったらしい。

　ゆんゆんは足あし下もとに転がったワンドを拾い、ポケットからまた一つ石を取り出した。

　取り出した石はマナタイト。

　中に魔力が詰つまった鉱石で、その大きさと純度により、値段が跳ね上がっていくアイテムだ。

　高価な魔道具の数々で補っているとはいえ、ゆんゆんがホーストを相手に、互ご角かく以上に戦っている。

「いい加減しつけえな、だから紅魔族は相手にしたくねえんだよ!!　クソッ、撃つなら好きに撃ちやがれ！　もう面めん倒ど臭くせえ、ゴリ押しさせてもらうぜ！」

　苛いら立だったホーストが、巨きよ体たいに似合わぬ素早さで一気に距きよ離りを詰めてくる。

　それを見たソフィとテリーが、ゆんゆんを庇かばう様に前に出た。

「皆みなさん、〝Ｆ〟いきます！」

　ゆんゆんがそんな事を叫びながら、スクロールを取り出し、身構える。

「こっちは大だい丈じよう夫ぶ！」

「いいぞ、やれっ！」

「いつでもこい！」

　それはレックス達と取り決めた、作戦の符ふ丁ちようか何かなのだろう。

「また何かやろうってのか！　さっきから小こ賢ざかしい真似まねばっかしやがって、やれるもんなら……！」

　ホーストが、意に介かいさず突っ込んでいき……！

　それと同時に、レックス達が目を覆おおう。

　一体何をするのかと私が目を見張ると同時、

「『フラッシュ』！」

　ゆんゆんの声と共に、鮮せん烈れつな閃せん光こうが迸ほとばしった！

「ハッ！　俺達悪魔は、目で物を見てるんじゃねえ！　この体は仮かり初そめの物なんだ、こんな小細工通じるかよっ!!」

「く、くそっ！　……あぐうっ!?」

「ソフィ!?　ゲバッ!!」

　声の様子から察するに、レックス以外の前衛二人が倒たおれたのだろう。

　何かが地面に崩れた音は二つだった。

「くそ、まったく効果が無かったのか!?　確かに、小さな悲鳴が聞こえた気がしたんだが……っ！」

　その証しよう拠こに、そんな、レックスの悲痛な声が聞こえてくる。

　ちなみに。

「──ッ！　──ッ!!」

　小さな悲鳴とは、未いまだ両目を押さえて地面を転がり回っている、私の漏もらした声だろう。

　閃光に焼かれた目を押さえ、プルプル震ふるえながらその場にうずくまっていると。

「さて。残るは二人だけになったな。まだ何か、残してある作戦はあるのかよ？」

　そんな、勝ち誇ほこったホーストの声が聞こえてきた。

　未だチカチカする目をどうにか開けると、そこにはホーストと対たい峙じするゆんゆんが。

　そしてその隣となりには、左手のみで大たい剣けんをぶら下げたレックスが立っていた。

　残りの二人は倒れ伏ふし、テリーとかいった人は意識を失ってしまっている。

　ホーストの挑ちよう発はつに応じる様に、ゆんゆんはレックスに静かに告げた。

「レックスさん。魔法抵てい抗こう力の高い悪魔相手に効くかどうかは分かりませんが……。あと一つ、残してある魔道具があります」

「……分かった。俺は、何をすればいい？」

　どうしよう。何だか今いま更さら、私が入っていけない雰ふん囲い気きだ。

　二人は張り詰めたような緊きん張ちようを湛たたえ、やがて、こちらには聞こえないくらいの小さな声で一言二言言葉を交かわした。

「おうおう、また何かやるのかよ？　いいぜ、やってみな！　仕し掛かけるからには隙すきができる。何か仕掛けて失敗したら、次はお前ら二人のウチ、一体どっちが倒れるんだろうな!!」

　ゆんゆんをからかうホーストだが、その黄色い瞳ひとみは明らかに警けい戒かいの色を浮うかべていた。

　と、ゆんゆんは何かの瓶びんを取り出すと──

「……？　マジックポーションか!!」

　それを飲み干そうとするゆんゆんに向け、ホーストが再び駆かけ出した。

「後は任せたぞお嬢じようちゃん！」

　レックスが、叫さけぶと同時に大剣を、ホーストに向けて投げつけた。

「ッ!?」

　まさか武器を投げるとは思わなかったのか、一いつ拍ぱく遅おくれたホーストが、それを硬かたい腕うでで弾はじき飛ばす。

　そして、レックスをその豪ごう腕わんで殴なぐり飛ばし、

「『パラライズ』──ッッッ!!」

　それと同時に、ポーションを飲み干したゆんゆんが、渾こん身しんの魔力を込めて魔法を唱えた。

　ゆんゆんが唱えたのは相手を麻ま痺ひさせ、一時的に動けなくする魔法。

　だが、仮初めの肉体でしかない悪魔には、麻痺の類たぐいは──

「ハッ！　お前、紅こう魔ま族ぞくのクセに知らないのかよ！　悪魔にパラライズは……。……ッ!?」

　勝ち誇っていたホーストが、そこまで言って言葉を止める。

「悪魔にパラライズが効かない事は、よく知ってるわ！　私は、これでもずっと学年二位の成績だったのよ！」

　ゆんゆんが飲み干したポーションは、俗ぞくにマジックポーションと呼ばれる物。

　飲むと特定の魔ま法ほうの威い力りよくが上がったり、もしくは、魔法の効果そのものを変えてしまう力がある。

　ホーストが動かないところを見ると、どうやら魔法の効果があったらしい。

　最初からこのポーションを使わなかったのも、ゆんゆん自身、効くかどうかは賭かけだったからだ。

　だが、ゆんゆんは賭けに勝った。

　後は、身動き取れなくなったホーストにトドメを刺さすだけでいい。

「チッ、この俺様を拘こう束そくするとは、どれだけ強力なマジックポーションなんだよ。だがお前も、大分魔力を使ったんじゃねえのか？　パラライズの効果が続いている間に、残りの魔力で俺様を仕留めきれるかね？　パラライズの効果なんて、せいぜい数分がいいとこだ。途と中ちゆうで効果が切れたなら、一気に形勢逆転するぜ？」

　流石さすがにこの状じよう況きようはピンチなのか、途と端たんにホーストが饒じよう舌ぜつになる。

「そこで、だ。今日のところはお互たがい引かねえか？　そこに転がってる三人を早く治ち療りようしたいだろ？　このままお互い引くってんなら、この後すぐにパラライズが解けたとしても、今日だけは絶対に手出しはしねえと約束してやる。お前は信じてねえかもだが、俺達悪あく魔まは、約束だけは破らねえんだよ」

　だが、悪魔の言葉なんて信じられないのか、ゆんゆんは何も答えない。

　無言を貫つらぬくゆんゆんに、焦じれてきたのかホーストが。

「……お前は学年二位だったんだろ？　だったら、俺達悪魔が契けい約やくや約束事を破らねえって事ぐらい、ちゃんと知っとけよ！」

　焦あせりと苛立ちを込めて声を荒あららげ……、

「………………違ちがうの」

　と、ゆんゆんが震える声で呟つぶやいた。

　そういえば、先ほどからゆんゆんもその場から動かない。

「違う？　何が違うってんだよ」

　ホーストが疑問の声を発するが。

「……あの。あのね？　さっきの取引、受けてもいいわ。その、今日のところはお互い引こう、ってやつ」

　ゆんゆんは、上うわ擦ずった声でそんな事を言い出した。

　と……。




「おい、ま、待て……よ……」




　横合いからレックスが。

「ああ、俺達の事なら気にすんなよ……」

　更さらには、意識を取り戻もどしたらしいテリーまでもが。

「……あたし達なら、大丈夫だから、さ……。ほら、トドメを刺しちゃいなさい！」

　その言葉こそトドメとばかりに、ソフィまでもが焚たきつけた。

　……だが私にはもう、今のゆんゆんの状況が分かってしまった。

「あの、あのね……？」

　未だ、ピクリとも微び動どうだにしないゆんゆんに。

「……おいお前。もしかして……」

　流石にホーストも気付いた様だ。

「ひょっとして、お前も動けないのか？」

　その言葉に、辺りがシンと静まり返る中。

　やがて、ホーストの笑い声だけが響ひびき渡わたった。

「お、お前ら紅魔族は、苦手だがやっぱ嫌きらいじゃないぜ！　一体何をどうしたら、自分にまでパラライズを掛かけられるんだよ!!」

　言ってゲラゲラ笑うホーストに、ゆんゆんが涙なみだ目めになって言い返す。

「知らないわよ私だって！　あれは最後に立ち寄った魔道具店で、『パラライズの威力と効果範はん囲いを問答無用で強化するポーションです！』って言って、綺き麗れいなお姉さんがとても安い値段で売ってくれたんだもの!!」

　本来なら、一体何をバカやってるんだと言いたいとこだが、ゆんゆんの足下に転がる瓶を見て、私は頭を抱かかえていた。

　あの、服用すると自分まで巻き込む頭の悪い商品は、多分私の父が作った物だ。

「はー、笑った笑った。で？　どうする気だよ、ええ？　俺様は、お前さんの言うところの信用出来ない悪魔だが。取引はするのか、しないのか？　ほら、今の俺様は動けないが、トドメは刺さなくってもいいのかよ？　随ずい分ぶんと笑わせてくれたから、今からでも取引するなら、見み逃のがしてやってもいいぜえ？」

　未だ身動き取れないままで、ホーストがからかう様に問い掛ける。

　先ほどまでは威い勢せいの良かったレックス達も、今のやり取りを聞いて言葉がない様だった。

　──頃ころ合あいか。

「ううー……。そ、それは喧けん嘩かを売ってるの!?　こ、紅魔族は、売られた喧嘩は必ず買うのよ！　敵かなわないまでも、相手……に……？」

　涙目のゆんゆんが、言い掛けていた言葉を止め固まった。

「うおっ!?　お、お前、いきなりどっから現れた!?」

　それは、同じくホーストも。

　スクロールの効果を解除して、突とつ然ぜん姿を現した私を見て、元々身動きの取れない体を、更に強こわ張ばらせ驚おどろいていた。




「皆みなさん、動けないのですか」




　この私を差し置いて、また随分と好きにやってくれたものだ。

「どうも、通りすがりの大だい魔ま法ほう使つかいです。この私を仲間はずれにして、また随分と盛り上がってますね」
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「お、お前っ！　あの時の口だけ魔道師！　こらチビ、何が大魔法使いだ！　こんな所で何やってる、危ねえからとっとと逃にげろ!!」

　受けた傷のせいかパラライズの効果なのか、地面に倒たおれたまま未だ身動きの取れないレックスが、焦った声で警告してくる。

「……めぐみん？」

　おずおずと。

　身動きの取れないゆんゆんが、叱しかられるのを怖こわがる子供の様に、顔色を窺うかがいながら声を掛けてくる。

　私は、それには答えずに。

「昨夜ゆうべ、日課である爆ばく裂れつ魔法を唱えるのを忘れていたので、起き出そうとしていたところ、何者かにスリープの魔法で眠ねむらされ……」

「ッ!?　おおおお、起きてたの!?　ちょっと待って!?　ひょっとしてあの時起きてたの!?」

　手にしていた杖つえを前に構え、それをホーストへと突つき付ける。

「そして、勿もつ体たいなくも溢あふれ出てしまった昨日の分の魔ま力りよくも合わせ……。どこかに、良い魔法の標的は無いかと探していたら……」

「おお、おい、お前、目が……！　ちょ、ちょっと待て、よし分かった、落ち着こうぜ！　まずは、ちょっと落ち着こうか！」

　ホーストが上擦った声で呼び掛けてくる中。

「ねえめぐみん、お願い答えて!?　一体何時いつから起きてたの!?　昨日の夜、一体どこから聞いてたの!?」

　ゆんゆんが、目に涙を浮かべて叫んでいた。

「何時から起きていたかと言うなら、まあ、部屋の鍵かぎをアンロックで解かい錠じようし、『めぐみん、寝ねてるよね？』と聞いてきたところからですかね」

「いやあああああああああ！　きゃあああああああああああ！」

　それを聞いたゆんゆんが、顔を真っ赤にして悲鳴を上げた。

　この場から逃げだそうとしている様だが、パラライズの効果でそれもできない。

「さて。そこの、人が起きているにも拘かかわらず恥はずかしい独白をしたり、自分にまでパラライズを掛けちゃう面おも白しろい同どう胞ほうを、よくもいたぶってくれましたね」

「やあああああああ！　やめて、もうやめて！　私が悪かったからお願いやめて！　スリープ掛けて先に戦せん闘とう仕し掛かけた事を怒おこってるの!?　勝手にぬいぐるみ持ち出したから!?　謝るからもうやめて!!」

「誰だれも聞いてない状況だと、『今のめぐみんは、格好良いし、凄すごいと思うよ』とか言っちゃう恥ずかしい子ですが……」

「やああああああ！　いやああああああああああ！」

「『あなたは、私の一番大事な友達だから』……ええ、こんな事を呟かれては、私も黙だまっている訳にはいきませんからね!!」

「殺してぇ！　身動き取れなくて逃げられもせず、自害もできないなら楽にしてよお!!　もう生きていけない！　いっそ殺して!!」

　精神が崩ほう壊かい寸前のゆんゆんが泣き叫さけぶ中。

　ホーストが、そんな私達の様子をどことなく楽しげに眺ながめていた。

　と、それまで押し黙っていたレックスが、倒れたままで声を張り上げる。

「おい口だけ魔道師！　いつまでそうやって遊んでるんだ、何かやるならさっさと……。……？　な、何だ？　おい、何だよこれ、様子がおかしいぞ!?」

　そんな事、今いま更さら言われるまでもない。

　ゆんゆんにマインドアタックを仕掛けている間も、魔力を練りに練っていたのだ。

「私の魔ま法ほうは、本来溜ためが必要な大おお技わざなのです。ですが、この状況はおあつらえ向きですね」

「溜めが必要って、それ以上にか？　長く生きてきた俺ですら、そうそう感じた事のない怖おぞ気けを覚える魔力だが……」

　と、ホーストはどことなく諦あきらめた様な、それでいてちょっとだけ楽しげな声で。

「今から放つのは我が奥おう義ぎ。あなたの同どう僚りようの、アーネスを倒した必殺魔法です」

「……お前がアイツをやったのか。なるほどなあ、この魔力の規模を考えると、アイツに耐たえられるとも思えねえ」

　昨日魔法を使わなかったせいか、今日は普ふ段だんよりも魔力が湧わき出してくる。

　完全に練りきれない魔力が溢れ、辺りの空気を細かく震ふるわせ、そして小さく帯電させた。

「な、なんだよ、これ……。おい、なんなんだこれ……。長年冒ぼう険けん者やってるが、こんなの今まで見た事ねえぞ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながらレックスが、首だけを辺りに巡めぐらせる。

「お前、一体何をやらかす気だよ、本当に、口だけ魔道師じゃなかったのか……？」

　そして青ざめた顔をこちらに向け、怖こわ々ごわと尋たずねてきた。

　それには答えず、ただ苦く笑しようだけを浮うかべて言った。

「いきますよ。我が必殺の、爆裂魔法!!」

　爆裂魔法と聞いたホーストが、実に人間臭くさい仕草で深いため息を吐はき出した。

　……悪あく魔ま顔なので表情はよく分からないが、同じく苦笑を浮かべているのだろうか。

「まったくよお……。本調子なら、何とか耐えられたかもしれないんだぜ？　昨日、アホみたいに堅かたいクルセイダーと盗とう賊ぞくの、おかしな二人組に襲おそわれなきゃ」

　未いまだ身動きが取れないままで、

「そんでよ。その時に傷を負わされた腹いせに、街に襲しゆう撃げきをかけようとしたらよ……。城じよう壁へきの工事をしてた変な女に、いきなり極ごく悪あくな破は魔ま魔法をぶちかまされてよお……」

　ホーストは、まるで愚ぐ痴ちる様に独白すると。

「《残ざん機き》が一人、減っちまうなあ。ウォルバク様との契けい約やくも、強制解除で晴れてフリーか。……まいったな。この流れだと、いつか本当にあのガキんちょに喚よび出されて、使し役えきされちまいそうだ」

　そんな、よく分からない事を満まん更ざらでもなさげに呟いた。




「……『エクスプロージョン』──ッッッ!!」

「まったく、何なんだよこの街は！　変わった連中ばっかりで、どいつもこいつもろくでもねえな！　もちろん、こんな魔法を使うお前もよ！　クソッタレが──！」
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　ホーストを撃げき破はしたはいいものの、その後、魔力を使い果たした私を含ふくめ、ゆんゆん以外に動ける者がいなくなり。

　冒険者ギルドから来た人達に、その場のほぼ全員が担たん架かで運んでもらったりと、酷ひどい有様だったのが昨日の事。

　そして、今──

「信じてたわ！　ええ、信じてたわよめぐみんさん！　お姉ちゃんは、あなたが勝つのを信じてたからね!!」

　私は宿屋の入り口でセシリーに抱だき締しめられ、頰ほおずりされるがままになっていた。

　何というかその、隣となりではゆんゆんも見ているので、流石さすがにちょっと恥ずかしい。

「あの……、お姉さん」

「お姉ちゃんって呼んで！　ていうか昨日は、ちゃんと呼んでくれたじゃない！」

「お姉さん。あの、暑苦しいのでそろそろ放して欲しいのですが……」

「もう、ツンデレっ子なんだから！」

　訳の分からない事を言いながらも、セシリーはようやく解放してくれた。

　そして、私の顔をジッと見つめ、ニヤニヤしながら言ってきた。

「でも、めぐみんさんたら本当に良かったの？　賞金全額あげちゃって」

　そう、ホースト退治の報ほう酬しゆうは、レックス達にあげてしまった。

　というか元はと言えば、ホーストをこの街の森に呼び込んだのは私なのだ。

　まあ正確には、今も元気に足あし下もとに纏まとわり付いてくる、この毛玉が原因なのだが。

「いいんですよ。私は最後にトドメを刺さすという、美味おいしいところを持っていけましたし。あの悪魔と激戦を繰くり広げてあそこまで追い詰つめたのは、私ではありませんから」

「そんな風に、本当はお金が欲しいんだけど、強がっちゃうめぐみんさんも可愛かわいいわ！」

「つつ、強がってなんかいませんから！　本当ですよ!?　レックス達に怪け我がさせた原因は私にあるのかなと、ちょっとそんな事を思ってしまっただけですから！」

「もう、素す直なおじゃないんだから！　でもそんなところも嫌きらいじゃないわっ！」

　テンション高く叫びながら、再び抱きついてくるセシリーに苦笑していると。

「……さてと。それじゃ、名残なごり惜おしいけどそろそろ行こうかな」

　セシリーはそう言って、入り口に置いてあった荷物を肩かたに掛かけた。

「このままアルカンレティアに帰るのですか？」

　私の問いにセシリーは、いたずらを企たくらんだ子供みたいな表情を浮かべ。

「いいえ、私はこのまま旅に出るわ！　今回の件で思い知ったの。回復魔法だけじゃダメだってね！　元々、はしゃいで怪我する事が多いからって理由で回復魔法を覚えたんだけど。今回、めぐみんさんにブレスを掛けたりとプリーストっぽい事をしてた際に、ふと思いついたのよ。美人なだけじゃなく、腕うで利きき美人プリーストって肩かた書がきの方が良くない？　ってね！」

　凄くどうでもいい事だった。

「それにある程度のレベルのプリーストになれたなら、好きな街の支部長として、教会の経営を任せてもらえるのよ！」

　やっぱりどうでも良くなかった。

「……お姉さん、ひょっとしてこの街への派は遣けんを狙ねらってるのですか？」

「秘密！」

　……狙っているらしい。

「まあ、そういう訳だから。私がいなくても寂さびしくて泣いたりしないでね？」

「しません。……でもまあ、お姉さんも気を付けてくださいね。黙っていれば美人なのですから、悪い男に引っ掛からない様にしないと」

「それはこっちのセリフだわ！　良い事？　くれぐれも、パーティー選びは慎しん重ちようにね!!」

　セシリーはそれだけ告げると、来た時と同じく唐とう突とつに去って行った──




　と、そんなやり取りをずっと見守っていたゆんゆんが、いつになく真しん剣けんな顔で言ってきた。




「ねえめぐみん。ちょっと街の外まで付き合ってくれない？」




　──街の外の平原には、ホーストに怯おびえて姿を隠かくしていたジャイアントトード達が、元気に跳はね回っていた。

　そのカエル達を追いかける冒険者の姿が、平原のあちこちで見うけられる。

「ここでいいかな」

　と、私の前を歩いていたゆんゆんが、唐突に足を止め。

　そして──




「我が好敵手にして、紅こう魔ま族ぞく一の通り名を持つ者、めぐみん！」

　ゆんゆんは、頰を赤く染めながら私をビシッと指差すと。

「我が名はゆんゆん！　アークウィザードにして中級魔法を操あやつりし者、やがては紅魔族の長おさとなる者！　……これから私は旅に出るわ。そう、ライバルであるあなたを倒たおすため、上級魔法を身に付けるための旅にね！」

「……先日は私の事を、ライバルではなく、『あなたは、私の一番大事な友達』」

「わあああああ聞こえない聞こえない！」

　目に涙なみだを浮かべ、ゆんゆんがいよいよ真っ赤になる。

「…………ひょっとして、こっ恥ぱずかしい事を言ってしまったから、ほとぼりが冷めるまで旅に出るのですか？」

「いくら何でもそこまで頭悪くはないわよ！　それは、その。ちょ、ちょっと……だけ……だから……。と、ともかく！」

　今度はワンドを取り出して、それを握にぎり、突つき付けてきた。

「私が上級魔法を覚えたら、その時こそ決着を付けるわよ！　……悔くやしいけど、結局めぐみんがあの悪魔も倒しちゃったし。今の私じゃあなたに勝てない事は認めてあげる。このまま一いつ緒しよにいても、めぐみんを追い抜ぬく事は難しそうだしね」

「難しそうも何も、今のところの私とゆんゆんとの戦績は、私がほぼ全勝ではないですか」

「う、うるさいわね！　真面目まじめな話してるんだから茶々入れないでよ！　それで、どうなのよ！　私が上級魔法を覚えたら、ちゃんと決着を付ける気はあるの!?」

　いよいよ泣き顔のゆんゆんが、大声で喚わめいてくる。

　そんなゆんゆんに向き直ると。




「いいですよ。その時こそは、一いつ切さいの小細工無しで決着を付けましょう」

　そう言って、私は数少ない友人に笑いかけた。
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　──我が名はめぐみん。

　紅魔族随ずい一いちの魔ま法ほうの使い手にして、爆ばく裂れつ魔法を操あやつりし者。

　そして、邪じや神しんの下僕を撃げき退たいし、二匹ひきの上位悪魔を倒たおした者。

「前衛職の枠わく、後三名、こっち空いてまーす！」

「プリーストはいないかー？　割の良いゴブリン退治の仕事だぞー！　定員、後一名！」

　そんな、この私が──




「ひ、ひもじい……」




　今まさに、飢うえて死にかけていた。

　冒ぼう険けん者ギルドの隅すみっこで、私は今日もまた、新しいパーティー募集の紙が貼はり出されるのを待っていた。

　どうしてこうなってしまったのだろう。

　冒険者ギルドから出た賞金はレックス達に譲ゆずったものの、私がホーストを倒したという話は冒険者達の間に流れているはず。

　なのに、どうして未いまだに私を拾ってくれるパーティーが現れないのか。

　ゆんゆんが旅立つ時、セシリーから前借りしたホースト退治の際の軍資金の残りを、餞せん別べつだと言って格好つけ、全額渡わたしてしまった。

　いや違ちがうのだ。

　あの時は、どうせこの後悪魔を退治した私は、色んなパーティーから引っ張りだこだからいくらでも稼かせげると、有う頂ちよう天てんになっていたのだ。

　それが、蓋ふたを開けてみればこの有様である。




「よう、こんなところで何やってんだ？　相変わらず、パーティーが見つからないのか？」




　ぐったりとテーブルに突つっ伏ぷす私に、頭上から声が掛かけられる。

　そちらを見ずとも声で分かった。

　レックスだ。

「なんですか？　もう怪け我がは治ったのですか？　というか、からかいにきたのですか？　喧けん嘩かを売りにきたのですか？　今はお腹なかが空すいて大変気が立っているので、売られた喧嘩は大喜びで買いますよ？　紅魔族は、元々喧嘩は必ず買いますし」

「ち、違う、違うって！　まさか、お前さんに喧嘩なんて売るはずがないだろ！　か、勘かん弁べんしてくれよ、そんなつもりじゃないんだって！」

　テーブルから顔も上げずに告げた言葉に、レックスがひとしきり慌あわてふためき。

「……なあ、入るパーティーがないんならよ。俺達のパーティーに入らないか？」

　と、食事にでも誘う様な気軽さで、そんな事を……。

　私はバッと顔を上げ、レックスの腰こしのベルトをガッと摑んだ。

「今なんて言いましたか!?」

「うおっ!?　いや、俺達のパーティーに入らないか、って言ったんだよ。ほら、俺達のパーティーはこれで結構名前は売れてる。あんなに凄すげえ魔法を使うお前さんの事も、きっと活かつ躍やくさせてやれると思うぜ？」

　この私にまさかの、エリートパーティーからのお誘いが！

「詳くわしく！　詳しく話を聞かせてください！」

「お、おう。その、なんだ。俺達はもう、この街の近くのモンスターじゃ相手になるヤツがいなくてよ。それで、ほら」

　レックスが親指でギルドの入り口を指すと。

　そこには、旅たび支じ度たくをしたソフィやテリーの姿がある。

　……。

「俺達は、これから激戦区の王都に引っ越こして、そっちで荒あら稼かせぎしようかと思ってな」

　その話自体は、とても魅み力りよく的だ。

「向こうなら、強敵もいるし敵の数も多い。そんな所にお前さんが参戦すれば、それがたとえ一日一発しか撃うてない魔法でも、大活躍は間違いなしだぜ？」

　将来性を考えるのなら、このままレックス達についていった方がいいのだろう。

　でも……。

「王都ですか。まだ低レベルな私には、ちょっと荷が重いですね」

　そう言って、摑んでいたレックスのベルトを手放した。

「はあ!?　何言ってんだ、お前さんに荷が重かったら、俺達なんて……！」

「それに」

　と、レックスの言葉を遮さえぎると。

「まだ少しの間しか住んでいませんが、この街の事が、ちょっと気に入ってしまいまして」

　そう言って、レックスに笑いかけた。

「……変な奴やつだなあ。まあ、変わり者が多いこの街には、似合ってるって言えば似合ってるのかね？」

　レックスも、そんな軽口を叩たたきながらニカッと笑みを浮うかべ。

「そっか。じゃあ、俺達はもう行くぜ。何でも、魔ま王おう軍の幹部の動きが活発になってるって噂うわさだからよ。早めに王都に行って、俺達の名前を轟とどろかせてやるよ」

　そう言って背を向けると、こちらを向かずに肩かた越ごしに手を振ふり、仲間の下もとに向かっていった。

　それを見送り、しばらく何とも言えない感かん慨がいに浸ひたった後、ハッと気が付く。

　しまった、格好つけてる状じよう況きようじゃなかった！

　せめて、食事の一つもたかっておけば……！

　今いま更さらそんな事を後こう悔かいしても後の祭りだ。

　私は仕方なく、メンバー募ぼ集しゆうの紙が貼り出された掲けい示じ板ばんの下へと向かう。

　どうせ貼り出されているのはいつもと同じパーティーだろう。

　──ああ、ひもじい。

　もう、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　こうなったらメンバー募集をしているパーティーにからんで、加入は無理でも食事の一つもねだってみよう。




　──と。私は、今まで見た事のない募集を見つけた。

　募集要よう項こうは、上級職のみとある。

　この駆かけ出しばかりの街で、また随ずい分ぶんとチャレンジャーな募集要項だが、私ならこの条件に当てはまる。

　でも、『当方、へなちょこ最弱職が一名に、超ちよう優ゆう秀しゆうな美人アークプリーストが一名』との追記が凄すごく気になる。

　この私が嫌いやな予感を覚えるというのは、なかなかのものだ。

　優秀だの美人アークプリーストだのと自分で書いてしまうところが、つい先日別れたばかりのあの人を連想させた。

　しかし、背に腹は替かえられない。

　一体どこのパーティーだろう……。




　──と、メンバーを募集しているその二人組を見て固まった。

　それは、妙みように縁えんがある、もう見慣れたあの二人。

　この、微び妙みように痛さを感じさせる募集文のためか、まだ誰だれも来ていないのだろう。

「……なあ、ハードル下げようぜ。目的は魔王討とう伐ばつだから、仕方ないっちゃ仕方ないんだが……。流石さすがに、上級職のみ募集してますってのは厳しいだろ」

　少年の方が、そんな正論を言っている。

　暇ひまそうにテーブルの上に突っ伏していた水みず色いろ髪がみの女の子は。

「うう……。だってだって……」

　と、妥だ協きようするのを嫌がっていた。

　恐おそらくは、こっちの人があの文章を書いたのだろう。

　という事は、この人が自じ称しよう美人アークプリーストか。

　……アークプリースト。

　青髪の、美人アークプリースト!?

　私は思わず、クスリと笑えみを浮かべてしまう。

　それはまあ、街の人達が必死で捜さがしても見つからない訳だ。

　ぐてっとテーブルに突っ伏した女の子を見ながら、そんな益やく体たいもない事を考えてしまう。

　しかし、この私が言うのも何だが、この二人と一いつ緒しよだと何かと苦労しそうな気がする。

「このままじゃ一人も来ないよ。大体、お前は上級職かもしれんが俺は最弱職なんだぞ。周りがいきなりエリートばかりじゃ俺の肩かた身みが狭せまくなる。ちょっと、募集のハードル下げて……」

　そんな予感を覚えながら、私は二人が座るテーブル席に近づくと、クールな魔ま法ほう使つかいを装よそおって、気け怠だるそうにしながら声を掛けた。

「上級職の冒険者募集を見て来たのですが、ここで良いのでしょうか？」

　でもまあ、この二人は……。

　街で見かけるときは、いつも何だか楽しそうだった。

　私は変わり者らしいし、こんな人達と一緒にいるのも、それはそれで悪くなさそうだ。




　──ここは駆け出し冒険者の街、アクセル。




　私にとって通過点に過ぎないと思っていたこの街だが。

　案外、この街には長く居る事になりそうだ。




　私は、こちらをポカンと見上げる二人に、マントをバサッとひるがえし──!!





「──我が名はめぐみん！　アークウィザードを生業なりわいとし、最強の攻こう撃げき魔法、爆ばく裂れつ魔法を操る者……！」




































本作はザ・スニーカーＷＥＢ掲載「この素晴らしい世界に爆焰を！」を改題・改稿し、書きおろしを加えて文庫化したものです。
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